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プロローグ

１　久我家の夜は毎日こんな感じです

２　まんまと罠にかかりました

３　作戦変更、裏技を使おう

４　兄、襲来

５　この夫婦生活には、愛しかない









プロローグ








　久く我がさくらはとても幸せな結婚をした。

　なぜ幸せなのかというと、旦那様がとっても素敵な人だからだ。

　以下より、彼がどれほど素敵な青年なのか語り倒してみよう。

　

　彼とさくらは熱愛の末に結婚した。彼は社長の息子で、大手電気機器メーカー・久我エレクトロニクスを将来的に継ぐ人物だ。

　ここでひと言添えれば、彼は、社長の一人息子であるという理由だけで後継者となったわけではない。他を圧倒するような実績を数多く収めた結果である。ゆえに、次期社長に彼はふさわしくないと指弾する者は、社内に一人も存在しない。

　血筋ではなく、いまの地位を実力でつかんだ彼を、さくらはとても尊敬している。さくらがそれを彼に伝えると、彼はさわやかに笑いながら言うのだ。

「すべてが俺の手柄じゃないよ。チームのみんなでがんばった成果なんだ」

　そうしてさくらは、夫をさらに尊敬するのである。

　抜きん出た仕事ぶりもさることながら、ルックスも最上級と言って差し支えない。夫を見慣れているさくらでさえ、彼に見とれてしまうときが一日に何度もあるくらいだ。

　一八三センチの高身長、モデル顔負けのスタイルに加え、「脱がなくてもスゴいんです」と言わんばかりの肉体美。その上、笑顔の素敵な美貌さえ持ち合わせているのだ。

　顔立ちは王子様のように優しげでキラキラしたオーラを纏い、やや茶色がかった髪はサラツヤだ。長髪であればシャンプーのＣＭに出ていてもおかしくないレベルである。

　しかしながら、顔立ちが整いすぎていることにも弊害はある。無表情でいるときは、冷徹な印象を人に与える恐れがあるからだ。その点彼は、持ちまえの穏やかなほほ笑みで冷たい印象を一蹴し、親しみやすさを感じさせるという能力を持っていた。

　これについてさくらは、『彼の優しい内面が表情に滲み出ているからである』と評する。とにかく彼は、優しいのだ。

　道端で大荷物を背負いながらよろよろ歩いているおばあちゃんを見かけた日には、「その荷物、俺に運ばせてください」と言いつつ、スマートな所作で手を差し出す。もはや説明も不要だろうが、彼の声はイケボである。耳触りのよいやわらかな低音は、聞くものをうっとりさせる効果満点だ。それはさくらも例外ではなく、耳元で「好きだよ」と彼に甘くささやかれた日には、夢見心地になって頬が赤くなってしまうのである。

　また、風船を木に引っかけてしまって泣いている女の子に対しては「泣かないで、大丈夫だよ。お兄ちゃんが取ってあげるからね」と励ます。公園で取っ組み合いのケンカをしている小学生男子集団に遭遇したら、割って入って「話し合いで解決しようか」と提案する。そして、両方の言い分を聞いた上で完璧な仲裁手腕を奮い、両者を納得させて仲直りをさせる。電車内では、ギャン泣きしている赤ちゃんを抱えて困り顔のママさんに「元気な赤ちゃんですね」とほほ笑みを向けて気遣いつつ、赤ちゃんに対しては、なんとその最上級に綺麗な面差しで変顔を披露し、赤ちゃんを笑わせるという技をためらいもなくやってのけるのだ。ママさんは、「かっこよくて優しくて気がきく上、三枚目にもなれるなんて……！」といたく感動していた。さくらもママさんに全面的に同意する。誰にでも分け隔てなく優しく接することのできる旦那様を、尊敬するし大好きだとも感じるのだ。

　したがって、ただ道を歩くだけでも老若男女問わずファンの山を作っていくような男だから、一緒に仕事をしている社員たちから絶大な人気を得るのは当然のなりゆきである。

　至上のルックスと優しい性格ゆえに、女性社員からの人気の高さはエベレスト級（これについては、さくらの心境は複雑である）。だというのに、彼の女性人気に嫉妬する男はほとんど存在しない。その理由は、彼が世渡り上手だというだけでなく、男性社員からの人気もすこぶる高いからだ。

　男性社員に関しては、彼がリーダーを務めるプロジェクトチームのメンバーからの信頼が特段に厚い。そのいきさつは、彼が生産部から開発部に去年異動してきたことに端を発する。

　現在、売り上げが激増している久我エレクトロニクスの製品に、ウェアラブル用の新型ディスプレイがある。社の主力の地位に迫りつつあるこの製品は、当時、企画課が提案してきたものの、採算が合わないからと放置されていたものだった。

　それを拾い上げて製品化を目指したのが、ほかでもない彼である。有能な社員を自ら選定して声をかけ、少数精鋭のプロジェクトチームを発足。生来のリーダーシップとビジネスセンスを遺憾なく発揮して採算性を格段にアップさせることに成功した。結果、製品化にこぎつけたのである。

　この話を人づてに聞いたとき、さくらは感嘆した。彼のアイデアや行動力は元より、仕事に対する飽くなき情熱に胸を打たれたのだ。

　この製品は、各メーカーから期待以上の高評価を得て注文が殺到している真っ最中だ。取引先やエンドユーザーからのフィードバックを集めて、それを参考にさらなる改良を目指し、彼とチームメンバーは日々奮闘している。

　さくらと結婚するまえまでは、彼にとって毎日残業はあたりまえで、休日出勤も辞さないという状況だったようだ。いまはそのような状態にはなっていないが、仕事を家に持ち帰ってくることはしょっちゅうある。多忙すぎる彼の体調を、さくらはつねづね心配していた。しかしながら、仕事に打ち込む夫の姿は文句なしにカッコいいから困りものである。

　チームのモチベーションは非常に高く、リーダーとして辣腕を振るう彼の存在はプロジェクトになくてはならないものだ。この製品が社の主力になりつつあるいま、次期社長としてだけでなく、彼の存在感は絶対的なものになっている。

　――さて。

　さくらがなぜこんなにも久我エレクトロニクスの内情に詳しいのかというと、さくら自身もこの会社の社員だったからに尽きる。彼と出会った当時は入社三年目で、本社の経理課に所属。丁寧さと正確さをつねに心がけて、さくらは日々仕事に励んできた。期日をきっちり守ることをモットーにしていたからか、課長からはなにかと仕事を振られる立場にいた。

　就職活動の際、久我エレクトロニクスの入社試験を受けた一番の理由は非常に単純である。「自宅から電車一本・通勤時間三十分」だったからだ。二番目の理由は、会社説明会での印象がとてもよかったからである。やる気と活気に満ちあふれていることが、説明係の社員たち全員から伝わってきた。この説明会に出席していた求職者たちは、皆この会社のファンになったに違いない。そう思わせるほどの魅力があった。

　大学四回生の春先、さくらは四社の会社から早々に内定をもらったが、迷わず久我エレクトロニクスに就職を決めた。この魅力的な会社で働きたい。自宅から近いというのも最高だと思った。

　結婚するまで、さくらは実家暮らしをしていた。同居する両親との仲はとてもよく、少し離れたところで一人暮らしをしている兄とも仲良しだ。だから、特段の事情がない限り実家で暮らしていようと思っていた。なにより、通勤時間が短ければ短いほど、趣味にかける時間が増やせるのである。

　さくらには子供の頃からずっと打ち込んできた趣味があった。それは手芸である。ポーチやヘアアクセサリー、赤ちゃんの服など、小さめサイズの布小物作りが大好きなのだ。

　希望を持って久我エレクトロニクスに入社を果たしたさくらだが、さくら自身の意向と、夫の勧めにより、結婚後に退職した。そして現在、さくらはハンドメイドの布製品をネットで販売して、それなりの収益を得られるようになっている。

　会社員をしながら手芸の時間を確保できたのも、仕事との向き合い方ややりがいを教えてくれたのも、久我エレクトロニクスだ。さくらはいまでも会社に感謝している。

　話を元に戻そう。要するに、いまでこそさくらはフリーランスという立場にいるが、一年まえまでは久我エレクトロニクスの社員だった。だから、彼とは職場内恋愛の末のゴールインということになる。

　さくらは彼と付き合うようになるまで、恋人ができたことがなかった。ただし、悲しいくらいモテなかったというわけではない。

　さくら自身は、自分の容姿について十人並みだと思っている。小柄で痩せているため目を引くようなタイプではないと感じているものの、おしゃれにはそれなりに興味があった。布製品に強い関心があるからだ。布地をたっぷり使ったような服や、帽子などの小物が大好きなのである。

　自分なりのおしゃれを楽しみ、笑顔で楽しく過ごしてきたためか、前述したとおりまったくモテないわけではなかった。だが、男性に対してはどこかで苦手意識があったため、恋人どころか男友達もいなかった。ちなみに女友達に関しては、気の置けない友人が何人かいる。休日には彼女たちとランチに行ったり買い物をしたりして楽しんでいた。

　男性が苦手である理由は、さくらが中高大学一貫の女子校に通っていたことによる。思春期から青春期にかけて男の気配のない場所でずっと過ごしてきたため、免疫がないのだ。加えて、面倒見のいい兄が「男は例外なく狼だから、気を許したらいけないよ」と言い聞かせてきたため、さくらの苦手意識に拍車がかかった。

　だから、他校の男子生徒や、就職後は同僚や取引先の青年たちからアプローチされても、逃げるように断ってきた。デートに誘われたり、告白されたりした経験もあるが、即時に頭を下げて「ごめんなさい」をした。

　そんなこんなで、さくらのなかで恋愛に対する憧れはなかなか芽生えなかったし、好きな男性ができるといったことも起こらなかった。

　友達と楽しくおしゃべりしたり、家族とゆっくり過ごしたり、趣味の手芸に熱中したりする時間が、恋愛云々よりもさくらにとって大切だったのである。

　自分はある意味、究極のマイペースであると思う。友人達が恋人を作り、関係の進み具合を楽しそうに報告し合っているのを見ても、「自分も早く追いつかなくちゃ」という焦りは少しも生まれなかった。彼女らが幸せそうに恋の話をする姿を、こちらも幸せな気持ちになりながら聞いていたものだ。

　そんななかで、さくらは彼に出会った。

　彼は――久我真まな斗とは、「俺がさくらを好きになったのは、きみと二度目に会ったときだよ」と言っていた。

　一度目は、社内で書類のやりとりをしただけだ。そして二度目は昼休みの中庭だった。あれは確か、春になる手まえの頃で、二人のほかに庭には誰もいなかった。

　話しかけてきたのは真斗のほうからだったと思う。そのとき交わした会話がとても楽しくて、さくらは自分が男性に苦手意識を持っているということを忘れるほどだった。いまから思えば、真斗は相手をリラックスさせる術を充分に心得ていたのだろう。

　別れ際に真斗は、男としてさくらを意識しているということを遠回しに伝えてきた。それでさくらはすっかり動揺してしまって、以降、真斗を避けるような行動を取ってしまった。

　けれど真斗は、押しすぎない絶妙な力加減でさくらにアプローチをし続けた。そうやって少しずつさくらの警戒心を取り除き、短期間で距離を縮めてきたのだ。

　彼にアプローチされるたびに、さくらは戸惑った。そして、胸の高鳴りを覚えてうろたえた。

　さくら自身は、なにがきっかけで真斗が自分のことを好きになってくれたのか、よくわからない。彼から何度か説明を受けたが、「さくらのピュアなところが心に刺さったんだよ」などというあまりピンとこない理由や、「とにかくさくらが可愛かった。笑顔も、声も、話す内容も、なにもかも全部」などという甘ったるいものまで多岐に渡りすぎて、いまいちよくわからないのである。

　けれど、自分が真斗に恋に落ちた瞬間は、はっきりと思い出せる。

　その瞬間よりまえの頃でも、さくらは真斗を男性として意識はしていた。真斗は、さくらの男性への苦手意識をやすやすと消してくれて、穏やかで楽しい時間をいつもくれた。

　さくらのなかで、男性に対する苦手意識は徐々に消えていき、彼に信頼を寄せ始めた。圧倒的なオーラと魅力を持つ彼を尊敬していたし、彼の優しいまなざしにときめいてもいた。遠回しに告げられるさくらへの好意にも、恋情を感じさせるような仕草や態度にも、胸の高鳴りを抑えられなくなっていた。

　けれど、彼を異性として意識していることをはっきりと自覚する手まえで、さくらはいつも躊躇した。

　自分でも古くて固い考えだとは思うが――付き合う人は、結婚する人がいいと感じていたからだ。

　結婚するということは、家族になるということだ。家族になって、一生ずっと、一番近くにいるということだ。

　さくらは自分の家族が好きだった。両親も、兄のことも、大好きだった。とても大切に思っていたし、大切に思われていた。だからこそ、夫となる人と温かい家庭を新たに築き上げていきたいと感じていた。

　真斗のことは、とても愛情深い人だと知っていた。それなのに一歩まえに踏み出せなかったのは、真斗があまりにも『完璧すぎた』からだ。

　どこまでも優しくて、紳士的で、怒ったところなんて見たことがない。怒るどころか、むすっとした顔やイラついた様子すら見たことがなかった。誰にでも優しいけれど、さくらにだけはもっと特別に優しくて、格段に愛情のこもった言葉や態度をいつもくれて……、そんな人が、この世に本当に存在するのだろうか？

　毎日仕事で忙しくしているのに、疲れきってイライラすることはないのだろうか。もしかしたら、身内には――家族には、そういった顔を見せているのかもしれない。外で溜まった鬱憤を、家のなかで晴らしているかもしれない。さくらが通っていた女子校には、先生のまえではいい子にしているけれど、裏では気弱な子をいじめている生徒が何人かいたからだ。

　真斗がそういう種類の人ではないことは、心の片隅でちゃんとわかっていた。けれどあの頃は、男性への苦手意識が、変な方向にねじ曲がってしまっていたのだろう。

　結論を言えば、その疑念はさくらの杞憂だった。

　真斗は、自身の家族に対しても優しい人だった。たくさんの思いやりを持っている人だった。さくらはそれを、はっきりと目撃した。このときが、さくらが真斗に完全に心を明け渡した瞬間であった。

　真斗はこのとき、家族からかかってきた電話に出ていた。場所はいつもの中庭で、昼休みの時間だった。さくらと真斗は、いつものベンチで横並びに座り、楽しい時間を過ごしていた。

　最初に通話したのは真斗の父親だったようだ。父親に対する彼の声がとても穏やかで、さくらは胸を打たれた。

　その電話で、真斗は母とも話をしていた。母親に対しては、とても優しい声音で語りかけていた。優しさのほかに、敬愛の念も込められていたように感じた。次に変わったのは病身の叔母ということだった。叔母にも真斗は、愛情といたわりに満ちた声で接していた。

　身内に語りかける真斗の表情はただただ優しく、そこに裏表など微塵も感じなかった。疑心暗鬼になっていた自分自身を、さくらは恥じた。

　恥じて――そして、さくらは真斗に心のすべてを持っていかれた。

　真斗さんみたいな人は、他にいない。

　真斗さんが好きだ。大好きだ。

　さくらはそう強く感じた。恋情に潤んだ瞳で、真斗を見つめた。

　真斗は通話を切ってさくらを見て――そして、目を見開いたようだった。

　彼がさくらに思いの丈を打ち明けたのは、その一週間後のことだ。

『きみが好きだよ』

　季節は春だった。

　昼休みの会社の中庭、桜の花びらが舞うベンチの上で、真斗はさくらに告げた。

『きみを愛してる。俺のそばにずっといてほしい』

　このときから、恋を知らなかったさくらの世界が、あざやかに彩られ始めた。

　好きな人に好きだと告げられる。好きな人に望まれる。いつも誰よりも近くにいられる。そういったことが――好きな人と恋人同士になるということが、こんなにも幸せなことであると、生まれて初めてさくらは知ったのだ。

　真斗との交際を経て結婚し、南の島にハネムーンに行った。一泊めの夜、生まれて初めてさくらは男性に身をゆだねた。

　交際中、手をつないだり軽く抱き寄せたりすることはあっても、それ以上のことを真斗はしてこなかった。口づけでさえ、結婚式のときに教会で交わしたものが、さくらのファーストキスだったくらいだ。

　初めてのキスは、心ごと優しく包まれるような心地がして、さくらは感動して泣いてしまった。そしてそれは初夜でも同様だった。

　異国のベッドで真斗はさくらを優しく抱いた。

　痛いことや怖いことなんて少しもなかった。最初は緊張していたけれど、真斗がそれを優しくときほぐしてくれた。

　この上なく甘く優しい時間をさくらは過ごした。彼の指や唇がふれるところすべてが熱く甘い快感を生んで、このような感覚が自分のなかに眠っていたのかと、目の覚めるような新鮮さも覚えた。

　そうしてさくらが果てたとき、さくらのなかで真斗もまた果てた。

　汗ばんだ腕で彼に抱き寄せられ、熱い口づけを受けながら『愛してる』とささやかれたとき、さくらは涙をこぼした。あまりにも幸せで、彼と出会えてよかった、愛し合うことができてよかったと、心の底から感じた。

　

　ここまでお読みいただいておわかりのように、久我さくらは確かに、誰もが羨む結婚をした。

　完璧すぎる旦那様と共に、超絶ハッピーな毎日を過ごしていくことが、さくらの人生の既定路線となった。

　――なった、はずなのだが。

　さくらが『重大な事態』に気づいたのは、ハネムーンから帰国して、しばらく経ってからの夜である。それに気づいたとき、さくらは頭を抱えた。

　

　神は、久我真斗という男にすべてを与えた。

　容姿、頭脳、行動力、頑健な肉体、ビジネスセンス、メンタルの強さと優しさ、そして、一人の女を生涯愛し抜く愛情の深さと激しい熱情。

　これだけのものを揃えてなお、神は彼にいくつかの特質を与えた。これが、実に余計なものだったのである。

　その特質にさくらは悩まされることになるのだが、その内容を書き記すまえに、これだけはお伝えしておこう。

　久我真斗は断じて二重人格ではない。

　彼の本性が、彼によって普段は巧みに隠されているというだけだ。

　実は真斗は腹黒で計算高く、そしてベッドの上では限りなくドＳだった。

　ハネムーンのときは、初めてのさくらを気遣って優しくしてくれたらしい。しかし、二度、三度と続くごとに、真斗は少しずつ本性をさらけ出していき、そして結婚後半年たったいまでは、彼の本性はすっかり解き放たれている。

　そして、さくらにとってなにより不幸だったのは、真斗が並々ならぬ性欲の持ち主で、その上絶倫だったという事実だ。

　ここで、神が真斗に与えた『一人の女性を生涯愛し抜く愛情の深さと激しい熱情』が効いてくる。

　さくらは真斗からこの上なく愛された――、深く、強く、激しく。朝も昼も夜も、どこにいても、さくらに注がれる彼の愛が途ぎれることはなかった。

　そして、彼の愛が最も爆発し、本性を際立たせるのが、毎晩のベッドの上だったのである。

　

　これは、妻を愛してやまない夫と、夫の性欲をなんとかしたい妻の攻防戦を描いた、愛の物語である。






１　久我家の夜は毎日こんな感じです








「ほら、さくら。もっと脚を開いてごらん。ココをグチャグチャに弄って、もっと気持ちよくしてあげる」

　お腹の底までゾクゾク来るようなイイ声に、さくらの耳が犯されていく。

　両脚のあいだには真斗の右手が伸びていて、熟れてヒクつく襞の浅瀬を、長い指がゆっくりと往復している。

　真夏の金曜、夜空には満月。狼男よろしく凶悪に変貌した夫に、今宵もさくらはさんざん喘がされていた。

　冷房をガンガンに効かせた寝室で、それでもベッドの上で絡み合う二人の肌は熱く汗ばんでいる。すでに時計の針は深夜二時を指していた。行為は三度終えているのだが、今夜も夫の性欲は明け方まで満たされることがないようだ。

　巧みな愛撫と的確かつ激しい挿入行為（それも三回）に、さくらは身も心も溶かされきっていた。ぐったりとベッドに沈み込むさくらに、熱く口づけながら容赦なく体をまさぐってくるのは、誰よりも愛する夫その人である。

　男らしい双眸を甘くとろけさせながら、彼はうっとりとした声を落とした。

「可愛い、さくら……いやらしいところをいじられて感じているきみは、この上なく可愛くてゾクゾクする。さくらはセックスが本当に好きなんだね」

「待っ、ぁ、ア……！」

　さくらの華奢な肢体が、快感にびくりと震えた。淫襞の浅瀬を泳いでいた彼の指が、膣孔にズブズブとねじ込まれてきたからだ。

　数時間かけて真斗の指と舌に愛され、滾りきった彼自身に幾度も貫かれてきた蜜孔は、息を吹きかけられただけで達してしまいそうなほど敏感になっている。それなのに、真斗の長い指は無慈悲にも、さくらの最も感じる箇所を狙ってこすり立ててきた。

「ッ、そこ、気持ちよく、なっちゃう、ぁああ……っ！」

　激しい快感に全身を侵されて、足の指先までしびれるような状態をさくらは強いられる。気持ちよすぎておかしくなってしまいそうだった。

「ああ、よく締まるな。俺の指を咥え込んで、頬張るみたいに蠢いてる。俺の指はそんなに美味しい？」

　さくらの目尻に溜まった涙を舌で舐め取りながら、真斗は劣情に染まった声で言う。

「もう挿れてしまおうか。さくらのほうも準備は万端だろう？　きみを気持ちよくさせてあげられるものを、このいやらしいところにいますぐ食べさせてあげたいよ」

「も、これ以上、いらない、いらないからぁ……ッ」

　さくらは涙で瞳を潤ませながら首を振った。

　気持ちよくされすぎてしまうものなら、もう三度も食べさせられている。これ以上の快楽を流し込まれたら、明日の昼までぐったり就寝コースを免れない。手芸の仕事が溜まっているから作業したいのに、予定が崩れてしまう。

　問題は、真斗の性技が巧みすぎることだ。こちらの弱点を知り尽しているから、絶頂に達する瞬間は恐ろしいほど気持ちがいい。だからこそ、さくらは彼の性技に落ちてしまい、自分から真斗を強く求めてしまうことがほとんどなのだ。

　翌朝、自分の痴態を思い出し、恥ずかしさに何度転げ回ったか知れない。しかも、途方もないほどの快感を同時に思い起こしてしまうので、体が熱くなって、意思に反して下腹の奥がみだらな反応を示してしまうのである。

　そのたびに、自分が淫乱になってしまったみたいで頭を抱えた。在宅で仕事をしている関係もあり、ソファやキッチン、寝室のまえを通りかかったときなどに、真斗にされたいやらしいことを思い出してしまうのだ。だから余計に困る。

　だからこそさくらは、真斗を見上げながら必死に訴えた。

「お願い、真斗さん。今日はもう、これ以上はやめよう？」

「…………」

　ふと、真斗は笑った。それを見て、自分の訴えが受け入れられたのだと、さくらはほっとする。

　しかし、残念ながらそれは完全なる思い違いであった。

　真斗は優しい顔をしながら、けれど審判者のように厳かな声音で告げる。

「そんな風に可愛らしくお願いしてもだめだよ。今夜はひと晩中放してあげない」

『今夜は』ではなく、『今夜も』の大間違いである。さくらは即刻訂正願おうとしたが、真斗は底冷えするようなほほ笑みのままに続けた。

「俺は見たんだよ、さくら。すぐそこのコンビニで、きみが店員と浮気しているのを、この目で目撃したんだ」

「え!?」

　さくらはギョッとした。心当たりは当然ながらまるでない。

「今日の夜、俺が仕事帰りにコンビニのまえを通りかかったときだ」

　真斗は口端で笑んでいる。非常に危険な匂いのする笑みだ。言葉攻めの類ではなく、これは本気だろう。さくらは青くなった。

　同時に、埋められたままだった彼の指が体内でふたたび蠢き始めた。グチュ、クチュ、と粘性の高い水音が立ち、さくらを快感が襲い始める。

「ひぁ……ッ、真斗さん、待っ――」

「あの店員は、まだ大学生くらいかな。最近バイトに採用されたばかりみたいだね」

　右手の指一本でさくらを快感に溶かしながら、真斗は言葉を続ける。

「彼は今日初めてさくらの姿を見たんだろう。さくらが店内に入ってきた瞬間、商品補充の手を止めてきみに目を奪われていたよ。その後ごずっと、目でさくらの動きを追っていた。さくらに見とれていたんだろうね。当然だ、だって俺の奥さんはこんなに可愛いんだから」

「っ、ん、待っ……、真斗さん、わたし浮気なんて、してな……」

　切れぎれの声で、さくらは必死に否定する。コンビニには確かに行ったが、その学生バイトくんとやらが店内にいたかどうかは記憶にない。店外で真斗が見ていたことも知らなかった。

　そういえば今日は、コンビニから帰ってきたらすでに真斗が帰宅していた。真斗はいつもどおりの笑顔で『おかえり。どこに行ってたの？』と聞いてきたから、コンビニにいたのを見られていたなんて思ってもみなかった。

　みだらな指が、グシュグシュと出し入れされる。あふれる蜜がかき出され、さくらの太ももを濡らしていく。

「あ、ん、ん……っ、真斗さん、聞いて……っ、わたし、浮気なんて、してない……ッ」

「レジでお釣りを渡されたとき、彼の指がきみの手のひらにふれただろう？　浮気だよ」

　サラリと告げられた言葉に、さくらはあっけに取られた。体内を苛む彼の指の動きが止まり、視線に危うい力がこもる。

「きみのこの、小さくて白い手のひらに、俺以外の男がふれたんだ。これはもう浮気以外なにものでもない。確定だよ。愛する奥さんに浮気されて、俺はものすごく傷ついたよ」

「ふれたって、そ、そんな大げさな。たまたま触っちゃっただけで」

「傷ついたと同時に、学生バイトへの殺意が湧き立った。この手にふれるなど万死に値する。さくらもそう思うだろう？」

　同意を求められても困る。この人は、どこまで本気で言っているのだろう。さくらは混乱した。

「えーと、あの、真斗さん。あのね、それは単なるアクシデントであって、決して浮気なんかじゃ」

「さくらは俺のものなのに」

　危険な光を瞳に宿らせて、真斗は言う。さくらの右手を取って、手のひらの側に熱く口づけた。

「ま、真斗さ――」

「もう一度言うよ。きみは俺のものだ」

　独占欲に満ちた低い声に、さくらはどきりとした。動揺してなにも言い返せないでいると、彼の唇は指先に移動して、人差し指に歯を立ててくる。

　ピリッとした刺激にさくらが身をビクつかせると、そこをねっとりと舐められた。同時に、下腹に埋められていた指がグチュ……と抽挿され始める。

「っあ、ひぅ……ッ」

「きみが好きだ。愛しすぎて、おかしくなってしまいそうだよ」

　荒れ狂うような恋情を、真斗は瞳に滾らせている。視線を合わせているだけで彼の激情に呑み込まれてしまいそうだ。さくらは怖くなった。けれど相反して、胸は熱く高鳴っていく。

　唇が重なった。想いをぶつけてくるような、情熱的なキスだった。

「ぅん、ン……っ」

「ッさくら、もっと――」

　何度も角度を変えて、くり返しさくらの唇を真斗は貪っていく。彼の切迫した熱情に追いつめられて、さくらは体のすべてが真斗に支配されていくように感じた。

「ん……っ、ン、まなと、さ――」

「は……、さくら、俺はきみに――こんなにも、恋焦がれているというのに」

　激しいキスの合間に、さくらの乳房を大きな手のひらで真斗は狂おしく揉みしだいてくる。

「ぁ、あ……ッ、胸、そんな風にしちゃ……っ」

「もういらないとか、今日はやめようとか――。そんなひどいことが、よく言えるね。きみは本当にひどい妻だ」

「だ……って、それは、真斗さんが……っ」

「その上、嘘つきときてる」

　すでに硬くなっている乳首を指先で弾かれた。快感が下腹まで電流のように走って、さくらは背をしならせる。

「あぁ……ッ！」

「きみのいやらしい体が、これだけで満足できるわけがないだろう？」

　笑みまじりに、ひどく優しい声で真斗は言った。膣内から指をやっと引き抜かれて、その刺激にさくらはピクンと反応する。

「っ――」

　いやらしい体なんかじゃない、自分はもう充分すぎるほど満足している。満足していないのは、絶倫体質である真斗のほうだ。そう言い返さなければと思った。

　けれど、色気に濡れた瞳で彼に見下ろされ、さくらは言葉を見失ってしまう。こんなときでも、いやこんなときだからこそ、真斗の容貌は恐ろしいほどの威力を発揮して、さくらを圧倒してくるのだ。

　匂い立つような男の色香を纏う彼は、凄絶なまでに美しかった。繊細な美、などではない。激しい野性味を帯びた、豹のようなしなやかな美しさである。

　彼に組み敷かれながら、こうして見下ろされると、さくらは金縛りにあったようになってしまう。圧倒的なオーラを放つ王者に体ごと魅入られてしまうのだ。

　質問に答えないさくらを、真斗は小さく笑った。

「俺に見とれている余裕がまだあるのかな？」

「見とれてなんか……！」

　見破られて、とっさにさくらは否定した。けれど、赤らんでしまった頬が、真斗の言葉が正しかったことを告げている。直後、やや乱暴に両手首をまとめてつかまれ、頭の上でシーツに縫い止められた。

　息を止めるさくらにのしかかりながら、真斗は淫靡にささやく。

「もの欲しそうに見つめてきて、たまらないな。いらないと言いながら、本当はいますぐ欲しいんだろう？」

「わ、わたしは、そんなこと――」

　弱々しく答えながら、さくらは自分の下腹部がきゅうっと疼くのを感じた。

　三度も精を注がれて、本当はお腹いっぱいのはずだ。でも、絶頂の直前まで高められた体は、いますぐにイきたいと貪欲に訴えてくる。固く滾ったもので膣壁をこすり上げて、激しく何度も突き上げ、最高に気持ちよくしてほしい。そうして凝こごった淫熱を弾けさせたいと。

　結婚するまで自分はキスすら知らなかったのに、たった半年で真斗にすっかり体をいやらしく作り替えられてしまったようだ。ああもう、どうしよう。

　動揺するさくらを見てなにを思ったのか、真斗はさくらの頬を優しく撫でてきた。

「感じる自分を恥ずかしく思わなくていいんだよ。ほら見てごらん、さくら」

　さっきまでさくらの蜜孔を嬲っていたほうの手を、真斗はさくらの視界に入れてきた。男らしく筋張った彼の手は、愛液にたっぷりと濡れ光っている。

　自分のみだらさを見せつけられる心地がして、さくらは羞恥に頬を染めた。顔を横に向けて目をそらそうとしたが、もう片方の手であごをつかまれ、動きを止められてしまう。

「さくらのいやらしい液体で、俺の手はグショグショだ。きみが感じまくった証拠だよ」

　さくらは弱々しく反論する。

「でも、もう今日は三回もしたし……」

「まだ三回だよ、さくら」

　さくらの上で真斗は身を起こした。シェードランプの灯りに彼の裸身が浮かび上がる。

　鍛え抜かれた胸筋と、六つにパックリ割れた腹筋。長身も相まって、いつ見ても惚れ惚れするほどの肉体美である。その雄々しさに思わず見とれていると、彼の下腹部にそそり立つものまで視界に入ってきた。

　日に焼けてなめらかな彼の肌のなかで、異質なほど赤黒く、凶暴性を秘めたような外観をしている。太く大きなそれは、三度の射精を経たあとでも猛々しく勃ち上がり、力を漲らせていた。

　真斗さんは、どうしてこんなに元気なの。

　夫の絶倫モンスターっぷりに慄きながらも、これに貫かれ突き上げられたときの途方もない快感を思い出して、体が熱くなる。そんな自分をさくらは恥じ入ったが、みだらな熱が全身に広がってゆくのを止められなかった。

「どこを見てるの、さくら」

　真斗の声に、さくらは我に返る。慌てて目を逸らしたが、彼のものに見入ってしまっていたことはバレバレだろう。羞恥でさくらは耳まで真っ赤になった。

「見たいのなら見ればいいのに。俺はさくらの裸にいつも見とれているよ」

　淫靡に笑みながら、手を濡らす愛液を舌で舐めとる。真斗の美貌がもたらすみだらさに、さくらはまたしても言葉を見失ってしまう。

「俺たちは愛し合っているんだから、もっと求め合おう」

「……っ」

　ぬるついた手が、さくらの小さな膝をつかんだ。外側に押し倒され、シェードランプの灯りにさくらの秘部がさらされる。

　グチャグチャに濡れきって、赤く熟れてもの欲しげにひくつく膣孔を、真斗に見られている。さくらは恥ずかしさに慌てた。

「見ないで、真斗さん……っ」

「そうやって嫌がる表情もたまらないな」

　愛液にまみれた縦すじを、指の腹で真斗は撫でる。膣口を弄られると、なかから熱い蜜がトロトロと出てくる感触がした。

「あ、あ……ッ、触ったら、気持ちよく、なっちゃうから……ッ」

「何度くり返し目にしても、しゃぶりつきたくなるほど興奮するよ」

　劣情にギラつく目で真斗は淫部を凝視してくる。見られている、そして指でいじられている。そう意識するだけで、さくらの体はいっそう熱く火照った。

　真斗の指はさらに動き、割れ目の上を押し広げて、すでに皮を剥かれている陰核を探り出す。

「この粒も、ぱんぱんにふくれて飴玉みたいに甘そうだ」

「っ、だめ――」

　さくらの制止も虚しく、鋭敏な淫粒が真斗の口中に含まれた。ちゅるっと吸い上げたのち、熱く濡れた舌でくるんでぬるぬると嬲ってくる。

　途端、うねるような快感が押し寄せてきて、さくらは背をしならせた。とっさに逃げようとしても、強靭な片腕で腰を抱きしめられて動けなくなる。

「ぁああ……ッ、それ、本当にだめ――、イっちゃう、すぐにイっちゃうから……っ！」

「ん――、ああ、さくらのココはコリコリして可愛いね」

　夢中の様子で告げられて、真斗の熱い吐息が柔粒にふれた。それだけで感じてしまって、さくらは悩ましく喘いだ。

　鋭敏な粒を舌で執拗にまさぐりながら、真斗は二本の指を束ねて膣口に当てがう。さくらの腰が震えた直後、力強くねじ込んできた。

「ひぁぁっ！」

　グチュ、グシュ、と激しく抜き差しされ、粒をきつく吸い上げられて、さくらは絶頂にいっきに駆け上がった。膣襞が二本の指をぎゅうぎゅうに食い締めるのがわかる。足先まで力がこもって全身が緊張したのち、力が抜けてシーツにくったりと沈み込んだ。

「あ、……」

「本当にすぐにイってしまったね」

　ゆっくりと指を抜き取り、真斗は顔を上げた。唇に付着した蜜を舐めて、さくらの上に身を起こす。

「出会ったときはなにも知らなかったのに、いまではすっかりいやらしい体に育ったものだ」

「まなと、さ……」

「以前のさくらも、淫乱なさくらも、大好きだよ。愛してる――」

　恋情が溶けきった声と表情で告げながら、真斗は身をかがめて口づけてきた。深く重ねたのち、熱い舌が口腔に入ってくる。

「ぅン、ん……っ」

「は、……っ、さくら、もっと舌を出して」

　グチュ、ヌチュ、と口内の粘膜を味わわれ、舌をきつく絡められた。濃密な口づけに意識を奪われていると、真斗の大きな手のひらが片方の乳房を揉み始める。

　キスと胸への愛撫によって、弛緩したさくらの体に、甘やかな快感が広がっていった。

「ん……、気持ち、い……」

　淫技によってしっとりと張りつめたさくらの胸は、ほんのりとピンク色に上気して、乳首はピンと立っている。結婚まえは平均くらいの大きさだったのに、彼に毎晩愛でられるようになってから量感が増して、二カップもサイズアップしてしまった。

　真斗は、手のひらから零れんばかりの弾力を愉しむように、執拗に揉み立てる。そのたびにさくらの体内にみだらな快感が高まっていった。

「あ、ん……、あ、ぁ……っ」

「ふくらみだけじゃなく、この苺みたいな可愛い乳首も、もっと愛してあげる」

　淫靡な声でささやいて、真斗は胸の先端を口に含んだ。尖った粒を舌で押し回し、時折強く吸い上げる。

　そのたびに下腹まで響くような快感が走り、さくらは背をしならせて啼き声を上げた。

「ひァぁ……ッ！　あ、だめ、吸っちゃだめぇ……っ！」

　蜜にまみれた膣口が、きゅうっと窄まったのがわかった。さんざん注がれたのに、まだ欲しがっている自分をさくらは自覚する。

　直後、ぬめっている縦すじに沿って、ゴリっと熱い剛直がこすりつけられた。恐ろしいほどに感じて、さくらはビクンと体を大きく跳ねさせる。

「ひっ……！　ぁ、ああ……ッ」

「っ、ああ、気持ちいい……、こうして擦すりつけているだけでイけそうだ」

　感じ入る吐息をつきながら、真斗は腰を力強く前後させる。硬い凹凸が鋭敏な粘膜に擦れ、ふくれ上がった陰核を押しつぶした。乳房を揉み回され、乳首を吸われて、さくらはうねるような快感に呑み込まれていく。

　たまらなくなって、さくらは涙で瞳を潤ませた。こんなにも気持ちいいのに、もどかしい。もどかしくてたまらない。真斗が奥にくれないからだ。膣内にねじ込んで、粘膜をこすり上げて、最奥を突き上げてくれないからだ。

「ま、なとさん……っ。お願い、おねがい……っ」

「ッ、どうしたの、さくら」

　グチュグチュと、蜜にまみれた割れ目を剛直で嬲りながら真斗は言う。淫欲に滾る彼の双眸は、こんなときですら怖いくらい魅惑的だった。

　さくらは、真斗が容赦なく流し込んでくる快楽に悶えながら、広い背中にしがみついた。

「挿れて――、おねがい、もう、挿れて……っ。気持ちいいところ、いっぱい、こすって……!!」

　恥ずかしさをかなぐり捨てて懇願する。直後、荒々しく唇を奪われた。舌が口腔にねじ込まれると同時に、漲った男根が膣孔へズクリと押し入ってくる。

「ンンン……っ!!」

　きつく締まる膣壁が、太く長い剛直にあますところなくこすり上げられていく。指先まで快感にしびれて、さくらは体をビクビクと震わせた。間を置かず、最奥を力強く叩かれ、そのひと刺しでさくらは達してしまう。ぎゅううっと、淫襞が真斗を強く締めつけた。熱い漲りが、体内でさらに硬くふくれるのがわかる。

「ッは――、ああ、最高だ、たまらない……!!」

　欲望を滾らせた真斗が、力強く腰を動かして抽挿をくり返す。熱くぬかるむ膣壁に長大な剛直をねじ込んでさくらを啼かせ、最奥を突き回してよがらせた。

　絶頂に達した直後だというのに、さくらの淫孔は悦びに震え、きつく収縮をくり返す。その動きと、激しい勢いで貫いてくる肉棒の刺激によって、快感の渦に呑み込まれていく。

「いい、っア、そこ、気持ちイイ……ッ、ぁ、ああぁん……っ！」

「さくら、もっと……!!」

　挿入したまま、真斗はさくらの上体を抱え上げた。あぐらをかいた彼の脚の上にそのまま落とされ、さっきよりも深く貫かれる。

「――――ッ」

　視界がチカチカするほどの快感に襲われて、さくらは息を詰めた。とっさに上に逃げようとするのを、強靭な両腕に抱き止められる。

「っひ、ア、だめぇ……っ！　真斗さん、もう、もう、むり……っ!!」

　最奥まで貫かれた状態で押し回される。グシュグシュと、聞くに耐えない淫猥な水音を立てながら、真斗は子宮の底に剛直の先端をこすりつけてくる。

　さくらは快感に喘ぎ、真斗の首元に両腕を回して縋りついた。

「あん、っあ、気持ちいい……っ、イっちゃう、また、イっ――、ひぁ、あ、ああぁ……!!」

「ッ、ああ、何度でも……！」

　腰を鋭く突き上げて、真斗はさくらを幾度も貫いていく。

「何度でもイかせてあげる。俺なしでは夜を越せないくらいに、きみのなかを俺でいっぱいにしてあげるよ……！」

　ひと際強く最奥を叩かれた。下腹の奥で快感が弾け、うねるような愉悦の熱にさくらの意識は呑み込まれた。

「ぁあああ……ッ!!」

　高く啼いて、体をビクビクと震わせ、さくらは達した。深すぎる絶頂に膣肉がわななく。その動きを味わい尽くすように、真斗は最奥に留まり、蜜壁に自らをしゃぶらせた。

「ッ、は、ぁ――、さくら、俺も、もう……ッ」

　ぐっとさくらを両腕に抱き締めて、汗ばむうなじに真斗は顔をうずめる。絶頂のさなかにいる膣内で、真斗の欲望もまた熱く漲っていた。腰を二、三度突き上げた直後、彼は大量の白濁液をさくらの体内に吐き出した。

「く――、っ」

　押し殺すような声で真斗がうめいた。下腹のなかが熱い体液に濡らされるのを、さくらは確かに感じ取った。

　意識が急速に眠りに引き込まれていく。互いの汗と淫液に濡れたたくましい両腕が、力の失せていくさくらの体をきつく抱きすくめた。

「愛してるよ――」

　さくらの耳朶に口づけながら、真斗は熱くささやく。わたしも愛してる、と無意識のなかで返したのち、さくらはやっと眠りに落ちた。

　

　

　

　翌朝起きたら、昼の二時をすでに回っていた。

　甘ったるいだるさの残る裸の体を、布団のなかでモゾモゾと動かしつつ、さくらは時計を目に入れる。そのままぐったりとベッドに身を沈めた。

「あ〜……、またやってしまった……」

　きっといまごろ、真斗はリビングで、持ち帰ってきた仕事をこなしているのだろう。そして、キッチンの鍋もしくはフライパンのなかでは、彼お手製のめちゃくちゃ美味しいお昼ごはんがさくらを待っているに違いない。

　お互い仕事で毎日忙しくしている身なのだから、家事は折半して然るべきである。けれど、いまのところ真斗が家事の七十パーセントを担当してくれていると言っても過言ではない。

　申し訳なさすぎて凹む。が、真斗の夜の所業によるところの現状なので、さくらの言い分もあるにはある。

　なにも、あそこまで激しくしなくても。

　毎晩のように、何度もしなくても。せめて、あそこまで嫉妬深くなくとも。

　性欲絶倫おばけ兼やきもちモンスターの愛を毎晩のように受けている身としては、それくらいの訴えは許されてもいいのではないだろうか。深夜まで何度もするなら休日くらい昼まで寝かせて、と思ってもバチは当たらないのではないだろうか。

　理解ある夫の真斗は、妻の発する声なき声をしっかりと受け止めてくれているようだ。「休日の家事は俺が担当するから、さくらはゆっくり休んでいて」といつも言ってくれる。

　そう。だから、さくらがいま落ち込んでいるのは、寝坊したことが理由ではない。いや、寝坊は褒められたことではないと思うのだが、それ以上に落ち込むことがさくらにはあった。落ち込むことというより、悩みごとである。

　その悩みの原因はただ一つ、『夫のえっちが激しすぎる』ということに尽きた。

　結婚して半年経つが、ハネムーンから帰国したその日から、真斗の夜の様子が少しずつ変わってきた。セックスの回数は夜毎に増え、愛撫の時間も指数関数的に増えていく。睦言のバリエーションに至っては、甘やかし型から支配型、女体崇拝型から俺様型、称賛型から貶め型まで、広範囲に及んだ。普段の会話ではこういった言葉攻めは出てこないので、ベッドの上でさくらを可愛がるときに真斗のスイッチが入るようだ。

　真斗が言葉攻めが大得意なドＳ系であることにまちがいはないが、彼の尋常ではない嫉妬心は本物である。このあたりが非常に厄介で、「このやきもちも言葉攻めの一種か」と油断して受け流すと、とんでもない目に遭うのだ。

　そんな性欲おばけの夫だが、彼曰く、誰も彼もに欲情するわけではないらしい。むしろ、さくらに出会うまえは性的に非常に淡白な質たちだったとのことである。思春期の少年にありがちな、マットレスの下に忍ばせておいたエロ本を母親に発掘された、という甘酸っぱい経験をしたことは一度もないそうだ。彼曰く、『俺の心も体も、さくらにしか反応しないんだ。さくらだからこんなにも昂るし、さくらだから欲しくてたまらなくなるんだよ』とのことである。

　それを真実だと思いたいが、さくらに確かめる術はない。真斗からの深い愛はつね日頃から感じているものではあるが、これまで淡白だった青年が、さくらに出会ったことで大変革に至るなんてこと、本当にあるのだろうか。甚だ疑問である。

　つまるところ、ハネムーンで見せてくれた彼の優しさは、初めてのさくらを気遣ってのことだったらしい。あのときの優しさにぜひとも立ち戻ってほしいと切に願うさくらだったが、一方で、あのときの優しいセックスでは物足りない体になってしまっているという事実にも、薄々気づいていた。

　たくましい体で強く抱きしめられながら、全力で求められることに心が熱く満たされる。彼の指や舌がふれるところすべてが強烈な快感を生み出し、大きな滾りで体を貫かれたときは、体が溶けてしまいそうなほど熱い官能に呑み込まれる。理性なんてカケラもなくなってしまって、意地悪して焦らしてくる真斗にさらに濡れてしまう。

　真斗と体を重ねるまえまで、自分のなかにこんなにもみだらな部分が眠っていたとは思ってもみなかった。いまでは彼との夜に溺れてしまって、翌朝は寝坊をしてしまう日がしょっちゅうだ。

　自分が会社勤めの人間でなくてよかったとつくづく思う。結婚後にさくらは久我エレクトロニクスを退職し、布製ハンドクラフトのネット通販を始めている。インターネットを通して個人で仕事をすることが珍しくなくなった昨今、真斗のあと押しもあり、さくらは思いきって退職してハンドメイド一本に絞った。いまではそれが軌道に乗り、会社勤めの頃と同じくらい稼ぐことができるようになっている。

　製品の写真撮影や紹介文の作成、材料の仕入れと製品作り、注文の受注から梱包・発送作業に至るまで、さくらは一人でこなしている。毎日目の回るような忙しさだが、好きなことを仕事にできているという充実感は、なにものにも替え難かった。

　つまり、さくらの日中はとっても充実しているのである。そして前述したとおり、別の意味で夜も充実しまくっているのが現状だ。とくに週末は甚だしく、ゆえに、休日の起床時間は平日よりも四、五時間遅れるのが通常である。

　さて。休日である今日は、寝坊した妻を彼はどう出迎えてくれるのであろうか（ちなみに平日は、さくらが起きたときには彼はすでに出社しており、朝の家事も完璧に終わらせてくれている）。

　毎週のことなので予想はつきまくるが、とりあえずさくらはベッドから起き上がった。レースカーテンから差し込むのは、夏の強い日差しである。

「よし」

　甘いだるさの残る体に、さくらは気合いを入れた。スタートは遅れてしまったが、今日も一日が始まったのだ。

　クローゼットを開いて、リネンのノースリーブワンピを頭からかぶり、襟元から夫のキスマークが見えていないか姿見で確認する。寝室と間続きになっている洗面所に行き、顔を洗った。ミディアムロングの髪は、なにもしなくても真っ直ぐにストンと落ちる。コームで軽く整えながら、さくらは鏡に映る自分と目を合わせた。

　夫からは毎時毎分のように「可愛い」と褒め称えられている自分だが、こうして眺めてみても、残念ながら十人並みとしか思えない。とにかくすべてが一長一短なのである。目が大きくてまつ毛が長いという長所もあるが、年齢の割に幼く見えるため、色気に欠けるという短所もある。細身で小柄なスタイルは同性に羨ましがられることもあるが、ジャストサイズの服選びが難しいという悩みもあった。

　けれどさくらは、こういう容姿を含めて、自分のことが嫌いではなかった。百点満点の人生ではないかもしれないが、さくらの手の届く最大限で、たくさんの幸せを受け取ってきた。それは真斗を始め、両親や兄、気の置けない友人たち、これまで関わり合ってきたいろんな人々がくれたものだ。だから自分が受け取ったものと同じくらいの幸せをみんなに注いでいきたい。さくらはそう思いながら、毎日を生きている。綺麗事かもしれないけれど――それでも、さくらはそういう生き方をしたいのだ。

　たとえ、コンビニ店員との一瞬のやり取りにすら燃えるように嫉妬する夫がいるとしても。それでもさくらは、彼のことをだれよりも愛しているのだから。

「今日も一日、楽しむぞ」

　晴天の休日、窓の外の夏空には入道雲が湧いている。

　鏡のなかの自分から踵を返して、さくらは足取り軽くリビングへ向かった。

　

　

　リビングの窓際にある、小さなデスクが真斗の定位置だ。彼はいつも、仕事用のノートパソコンをそこに置いてキーボードを打ったり、資料を読み込んだり、ウェブカメラを通して海外など遠方の仕事相手たちと連絡を取ったりしている。

　今朝も真斗は椅子に腰かけてディスプレイと向き合っていた。さらさらした髪に夏の光が踊り、端整な横顔をより美しくしている。

　彼は、長すぎて持て余し気味の脚を組み、頬杖をついて画面を眺めていた。その姿は、熱心に仕事をしているようには見えない。動画サイトでも見ているのかな、とこちらが誤解してしまうくらいだ。彼は『仕事に取り組む』のではなく、『仕事を楽しむ』タイプなのである。

　真斗のそういうところもさくらは好きだし、尊敬もしていた。白い半袖シャツとジーンズを身につけただけで、雑誌モデル顔負けのさわやかオーラを醸し出すところも、つい見とれてしまうポイントである。こんなにさわやかなのに、夜はアレなのだ。人間というものはわからない。

「ああ、起きたんだね。おはようさくら」

　真斗が気づいて、顔を上げた。綺麗な形をした目が優しく細められる。

　彼のこの表情を見ただけで、さくらの胸が高鳴った。結婚して半年経つというのに、さくらはいまだに夫にドキドキさせられてしまう。

「おはよう、真斗さん。寝坊してごめんなさい」

「いいよ、気にしないで。疲れが取れるまでずっと寝ていてもいいんだし」

　ノートパソコンを閉じて、真斗は立ち上がった。一八三センチの高身長なので、彼が近づいてくると、小柄なさくらは彼を見上げる格好になる。

　大きな手のひらがさくらの片頬を包んだ。そのまま身をかがめて、真斗は唇にキスをする。

「っ、真斗さ――」

「このワンピース、似合ってる」

　もう片方の腕で腰を抱き寄せられ、リネンの布地を辿るように手のひらが動く。さくらはさらにドキドキした。

「先週、一緒に買い物に行ったときに買ったものだね。すごく可愛いよ」

「ありがとう。試着したときも思ったけど、すごく着心地がいいの。真斗さんの見立ててくれる服はいつもいい感じに体にフィットするから助かってるよ」

「サイズ違いの服を着ると、体に負担がかかるからね。さくらにそんな思いはさせられないよ」

　真斗の特技の一つに、『さくらの体型にジャストな服を見つけてくる』というものがある。トップスからボトムス、靴や靴下類、帽子などの小物に至るまで、真斗は『これがさくらの体に合うか合わないか』を一発で見抜くのだ。さくらは小柄なので、ジャストサイズのものがなかなか見つかりづらいという悩みがある。だから、真斗にはいつも助けられていた。

　しかしながらこの特技は、言い換えれば『さくらの体のあらゆる部位のサイズを把握している』ということでもある。ちょっとだけ太ってしまったり、逆に痩せてしまったりしたときも、真斗は即座に対応してくるのだから驚きだ。驚きを通り越して、むしろ怖い。

　ブラジャーに至っては、アンダーやトップのサイズだけでなく、骨格や乳房の形、肌質までも考慮して、さくらの体に負担のないブラを真斗は選び出してくる。これが最高のつけ心地で、ワイヤー入りなのにブラトップを身につけているような軽さなのだ。

　仕事柄肩が凝りやすいので、真斗厳選のブラには毎日お世話になっている。非常に助かっているのだが……やっぱりなんだか違う気がする。違うというか、度を越しているような気がする。

　さくらが物思いに耽っていると、「さくら？」という声と共に肩に大きな手が置かれた。我に返り、顔を上げる。

「ごめんなさい真斗さん、わたしぼーっとしてて」

「大丈夫だよ。ところで、さくら」

　真斗の声色がふいに変化した。笑みの形に細められた双眸にも、危険な光がよぎったような気がする。さくらは怯んだ。これはヤバいことを言われる前兆だ。

「な、なに？　真斗さん」

「このワンピースがあった店で、追加で買った服があっただろう？　あれはどうしたの？」

　さくらは記憶をたぐり寄せた。確か、薄手のカーディガンを真斗の勧めで買ったはずだ。

「あれはクローゼットのなかにしまってあるけれど……」

「そう、わかった。なら俺が取りにいってあげるよ」

「今日は着るつもりないから大丈夫だよ。太陽かんかん照りで、相当暑くなりそうだし」

「さくら」

　危険な光を宿らせたままの目をして、真斗は言った。さくらはぎくりとする。

「きみは肩と二の腕を人目にさらしながら街を歩くつもりなのかい？」

「えっ？」

「この華奢な肩と、白くてやわらかそうな二の腕を見せつけて、ほかの男どもを欲情させたいとでも？」

「よ、欲情？」

　昨日のコンビニ浮気疑惑に引き続き、またしてもおかしなことを言い始めた。有能な男である真斗は、確かな客観的視点を持っているはずなのに、さくらのことになるとなぜかそれがうまく働かなくなるようだ。結果、『さくらはあらゆる男の視線を集めるほど魅力的な女性だ』などという、主観入りまくりの考えを展開してしまうのである。

　夫に恋をしているさくらとしては、彼がいつまでも自分を女性扱いしてくれて、やきもちをやいてくれること自体は嬉しいことだ。でも真斗はいささか行きすぎているような気がする。

「真斗さん、あのね。わたしの肩やら腕やらを見たくらいで、その辺を歩いている人たちはなんにも感じないと思うの。ましてや、その……欲情、なんて絶対にしないよ」

「そうかな」

　熱のこもった瞳で真斗はこちらを見下ろしてくる。色めいた雰囲気を感じ取り、さくらはどきりとした。

「俺はこの上なく煽られるけど」

　真斗の手のひらが意味深な動きで二の腕を撫で上げてくる。そのままうなじを辿られて、思わずさくらはあとずさった。が、背後にあった四人がけのソファのせいでこれ以上逃げられない。

　と、うなじを撫で上げた手のひらがうしろ頭をつかみ、さくらを強引に引き寄せた。そのまま唇を奪われる。

「ん……、ッ」

「――ほら、簡単だ。少し力を入れて抱き寄せるだけで、簡単にさくらを自由にできる。こんなに無防備でどうするの？　もっと警戒しないといけないよ」

「もう……っ、真斗さん以外で、いきなりこんなことしてくる人なんていないよ」

　腕のなかでもがきながら反論する。真斗はさくらを放さないまま、不敵に笑んだ。

「そんな男がいたら、生まれてきたことを大後悔する程度にそいつをこらしめてやるよ」

「真斗さん、目が怖い……」

　さくらはドン引きした。しかしここは、真斗の希望どおりカーディガンを羽織ったほうが無難だろう。これ以上夫を刺激しないほうがいい。

　さくらは寝室に戻ってカーディガンを着てきた。真斗は安堵の表情になる。

「よかった。これで変態男どもからきみを守れる」

　変態男の筆頭は我が夫かもしれないとの疑惑が、さくらの脳裏をかすめた。

　真斗が最高の旦那様であることは確かだが、独占欲がすこぶる強く、嫉妬心もこれまた強く、性欲絶倫モンスターだというのはやはり問題だ。久我家最大の難問であると言っても過言ではない。にもかかわらず、解決策はさっぱり見つからない。さくらはほとんど諦めの境地に至っていた。

　夫婦仲がよいのはなによりだ。自分で自分にそう言い聞かせようと、さくらは思った。

　

　

　こうして毎日が過ぎていき、夏を見送り、秋を迎えた。

　夫の重めの愛情は、軽くなるようなことはいっさいなく、あいかわらずの性欲魔神っぷりをいかんなく発揮している。おかげでさくらの夜は大変なことになっていた。しかし、真斗の性技が巧みすぎるせいで、快楽にどっぷり浸かってしまうこともまた事実であった。

　そんな矢先、さくらの身に大事件が勃発した。

　通販で展開している布小物の一つが、バズったのである。

　

　

「今日の受注、一〇〇件超え……!?」

　家で一人過ごす金曜の昼下がり。

　スマホアプリを立ち上げたさくらは、とんでもない数字に愕然とした。

　一ヶ月まえに出した新作がＳＮＳでバズり、主婦層を中心に注文が殺到したのである。通常なら一日の総注文数が二〇件ほどのところ、一つの商品の注文だけで一〇〇を越えた。しかも右肩上がりに増加しているため、明日はもっといく可能性が高い。

　この商品は、小学生の子供を持つ友達からリクエストを受けて作った物だ。スマホ用の布ケースで、綿をたっぷり入れているので衝撃に強い。さらに、複数のアタッチメントをセットにした。これによって、肩から斜めがけにできたり、ベルトやベルトループに取りつけられたり、伸縮自在なゴムチェーンを用いてカバンにつなぐことができるようにしたのである。

　この商品は、スマホをなくしたり落としたりしにくいケースということで、小学生の子供を持つ親たちから絶大な支持を得た。

　注文が激増したのはもちろん嬉しい。手芸で生計を立てるということが小さい頃からの夢だったので、さくらにとってとても喜ばしいことである。

　しかしその反面、問題が浮かび上がった。それは、すべての商品をさくらが一人で手作りしているということが要因である。

　一〇〇個の製品を数日で作り上げるのは、どう考えても無理だ。さくらは頭を抱えた。不眠不休でがんばっても、作業が到底追いつかない。

「人を雇えばいいんだよ、さくら」

　困り果てるさくらに、真斗はそう提案してくれた。

「子育て中でなかなか働きに出られないような友人たちに声をかけてみたらどうかな。友達も助かるだろうし、さくらも見知らぬ人に仕事を振るより安心だろう？」

　真斗の言うとおりだと思い、さくらは早速友達に連絡をとった。そのうちの五人が話に乗ってくれて、彼女らが自身の友達にも声をかけたことにより、結果的に十七人もの人たちが仕事を受けてくれるようになった。結果、受注分の仕事をこなすことが可能になったのである。

　しかし、ここまで注文が増えてくると、さくらの負担は決して軽くない。不眠不休とはいかないまでも、食事もそこそこにミシンに向かう時間が激増した。

「数量限定にするという手もある。あとは納期を一ヶ月くらい取って、仕事量をセーブするべきだよ」

　真斗がふたたび提案してくれた。けれど、今回はうなずくことができなかった。

「真斗さんの言うとおりだとは思うけれど、せっかくお客さんがついてくれたのに、ここで規定量以上の注文を断ると、もう買ってもらえなくなるかもしれない。だから、できる限りがんばろうと思うの」

「もう充分、できる限りを超えていると思うけどね」

　真斗は苦笑しながら、さくらの頬を撫でた。

「今日はちゃんと昼ごはん食べた？　顔色がよくないよ。くれぐれも無理しないように。俺を心配させないで」

　さくらはうなずいた。昼ごはんはうっかり食べ忘れてしまったのだが、それは内緒にしておいた。

　ということで、さくらは朝から晩まで手芸に勤しむ毎日を送るようになった。布を扱うことは昔から大好きだったので、仕事自体は苦にならない。けれど疲労はどうしても溜まるので、真斗の言うとおり、夜には顔色が悪くなっていることも少なくなかった。

　真斗を心配させるのは申し訳なかったが、せっかくやってきたチャンスを逃したくなかった。この商品を足がかりに固定客を増やすことができれば、いままでよりもたくさんの人に自分の作品を手にしてもらえる。真心を込めて作った物を使ってもらうのは、さくらにとって大きな喜びだった。お客さんから『買ってよかったです』という言葉をもらうたび、さくらはとても嬉しくなるのだ。

　それに、経済的に安定するというのもメリットだった。これまでも一人暮らしができる程度には稼げていたけれど、久我エレクトロニクスの超重要人物である真斗の給料と比べたら悲しいほど少ない。いくら夫婦とはいえ、実質共働き状態で真斗に全面的に寄りかかるのは申し訳がなく、居心地が悪かったのだ。

　もちろん彼はそんなことまったく気にしていないだろう。そうでなければ、結婚を機に久我エレクトロニクスを退社するようさくらに勧めることはしなかったに違いない。

　真斗が応援してくれて、さくらは夢を叶えることができた。だからもっとがんばって、彼に恩返しがしたい。経済的に夫に寄りかかるのではなく、自分も彼を支えられるようになりたい。さくらはそう思いながら、今日もミシンに向かっている。

　しかしながら、こうした日々においても、夫婦間の悩みというか、気持ちのすれ違いというか、価値観の差というものは、どうしたって生まれるものである。

　だだだーっとミシン針を布に走らせながら、さくらは心のなかで固く決意する。

　――今日こそ言わなくちゃ。

　商品がバズって、注文が殺到するようになってから二週間が経つ。

「今日の今日こそ、真斗さんにちゃんと言わなくちゃ」

　さくらは声に出して、目標の絶対的達成を己に課した。

　毎日の注文を滞りなく受けるために。商品を計画どおり作り続けるために。作業時間をきっちりと確保するために。つまりは、寝坊してしまって午前中の作業ができなくなるような事態を防ぐために。

　真斗には、夜の営みの回数を減らしてもらわねばならない。

　

　

「――さて。そろそろ時間かな」

　同日、午後五時二十五分。

　久我エレクトロニクス開発部において、稀代のリーダーと位置づけられる超重要人物・久我真斗は、椅子に座ったまま伸びをした。

　真斗のプロジェクトチームの一人が、その声に反応してディスプレイから顔を上げる。

「ああ、もうこんな時間ですか。お疲れさまです、久我部長」

「まだ少しやることが残っているけどね。書類仕事だから持ち帰って終わらせることにするよ。白井のほうはどうだ？　そろそろ上がれそうか？」

「俺はまだかかりそうです。この分だと二時間くらい残業かもしれません」

　真斗は椅子から立ち上がり、四歳年下の部下のパソコンを覗き込んだ。

「ああ、これか。確かにおまえの手には余るかもしれないな。むしろ途中までよくがんばったよ。あとはやっておくから、俺に送っておいてくれ。その代わり、白井は明日の合同会議用の資料の作成を――」

「いえ、やります！　最後までちゃんとできますからやらせてください。少し時間をいただくかもしれないですけれど、でも自分でやりますから」

　負けず嫌いの部下を頼もしく思いつつ、真斗は笑みを浮かべた。

「行き詰まったら連絡しろよ。抱え込みすぎて期日に仕上がらなかったら本末転倒だからな」

「はい！」

　真斗は白井の肩を軽く叩き、ほかの部下の様子を見て回った。進捗を確認したり、フォロー方法を話し合ったりし、全員のチェックを終える。と、同時に就業時刻である十八時を迎えた。

　帰宅する時間だ。真斗は自分のデスクに戻り、部下たちを見回した。

「みんなお疲れさま。俺は帰るけど、なにかあったら携帯にいつでも連絡してくれ」

「はい、了解です。けど、なるべく部長に頼らないようにがんばりますよ。夫婦の時間をジャマして馬に蹴られたくないですから」

　違いない、と部下たちのなかから和やかな笑い声が上がる。チームメンバーは二十代の若手が中心だ。歳が近いからこそ距離感も近く、仲がいい。

　真斗も笑った。

「気遣ってくれてありがとう。俺のほうも、妻との会話に夢中になってコール音に気づかなかった、なんてことにならないよう気をつけるよ」

「奥さんのことどれだけ好きなんですか」

「会社で堂々と惚気るのを許されるのは部長くらいですよ。有能な男前の特権てやつです」

　白井が言うと、別の部下がコーヒーを口に含みながらしみじみと言う。

「結婚してから部長は変わったもんなぁ。ずっと仕事ひとすじで、浮いた話は一つもなかったのに」

「だよなぁ」

　ほかの部下も話題に乗ってきた。定時を過ぎたので、部内にはリラックスした雰囲気が漂っている。

「部長が有あり河かわさんと付き合ってるって聞いたときにはびっくりしましたもん。可愛らしいお嬢さんて感じの子だし、どっちかというと奥手というか、部長みたいな花形エースと恋愛するような感じの子には見えなかったですから」

　彼の正面で、もう一人がうなずいた。

「そうそう、可愛らしいお嬢さんってぴったりの表現ですよね。そういう子がタイプの男が社内に何人かいて、アプローチかけてたんじゃなかったでしたっけ？　有河さんが手堅すぎて、取りつく島もなかったらしいですけど」

　白井が肩をすくめて言う。

「その難攻不落のお嬢さんを部長はあっというまに落としたんだから、さすがっすよね」

「落としたなんていう表現はどうかと思うぞ」

　真斗は、カバンにノートパソコンを入れながら軽く笑った。

「俺の愛情が彼女に伝わったというだけだ。同じ気持ちを妻が返してくれたから、いまがあるんだよ」

「言いますねぇ」

　部下の一人がため息まじりに笑う。その隣のデスクからは、伸びをしながらのぼやきが上がった。

「あ〜俺も彼女欲しい。可愛い奥さんが欲しい」

「けど、可愛い子は倍率高いぞ」

　現実を教えるように嗜めるのは、恋人からつい先日別れを告げられた部下である。どうやら、美人の彼女をイケメン男に横取りされたらしい。

「部長くらい高スペックの男じゃないとゲットするのは難しいし、運よく付き合えても、結婚までつなぎ止めておくのはもっと難しい。なにしろライバルがわんさかいるんだからな」

　経験済みのことだからか、やたらと実感がこもっている。部下たちは神妙な顔をして「だよなぁ」と頷いた。真斗も、

「ああ、俺もおまえの言うとおりだと思うよ」

　と言って、口端で笑んだ。

「結婚後も油断ならない。なにしろ妻の所属していた経理課は、独身男がすごく多い部署だったからね」

「そういや、噂が立ってるんですよ。そういうことを危惧して、部長が奥さんを退職させたんじゃないかって」

「へえ？」

　真斗は帰り支度の手を止めないまま、部下に視線を移した。白井は身を乗り出す。

「最近は寿退社するほうが珍しいじゃないですか。結婚後も働き続けるのがあたりまえっていうか。その上、有河さんは経理課の主力だったみたいなので、あそこの課長は何度も慰留したらしいんですよ。でも有河さんは退職の意思を曲げなかった。だからこの裏には、部長の意向が大きく関わっていたんじゃないかって言われてるんです」

「俺が妻に退職するよう強く促したということか？　それも、経理課の男どもに妻を取られることを危惧して？」

　白井はうなずいた。

「だって、『女は家にいるべき』だなんていう古い考えを部長が持っているようにはどうにも思えないですから。部長の愛妻家っぷりは全員の認めるところですし、裏ではそういうことがあったんじゃないかって噂です。あくまで噂ですよ」

「はは、なるほどね。みんなの想像力のたくましさには感心するよ」

　真斗は穏やかにほほ笑んだ。

「俺は妻の夢を応援したかっただけだよ。彼女の作る布小物は本当に素晴らしいんだ。ほかの男を近づけたくないからだなんていう自分勝手な理由で、妻に会社を辞めさせるようなことするわけないじゃないか」

「ですよねぇ」

　白井は肩の力を抜いた。

「部長に限って、ほかの男に嫉妬するとか、取られるのが心配とか、考えるわけないですよね。部長が奥さんに夢中なのと同じように、奥さんも部長にぞっこんなんだろうし」

「だな。結婚式、すっごい羨ましかったですよ。まさに相思相愛、ラブラブっぷりがすごかったですもん」

　彼女を取られたばかりの部下が、デスクに突っ伏した。

「あ〜羨ましいっす。可愛い奥さん欲しすぎる」

　部下たちの言葉に真斗は苦笑する。そうしながら、心のなかでつぶやいた。――鋭いな。

　経理部の野郎どもに嫉妬など、するに決まっている。

　なにしろ俺は、釣り銭をさくらに手渡したコンビニバイトにすら、凄まじいやきもちをやく男なのだから。

　さくらの夢を応援したかったのも本当だ。しかし、さくらを経理部に置き続けることなど考えられなかったことも事実である。なぜなら、さくらの近くにいる男は俺だけでいいからだ。

　夢の応援と、嫉妬。さくらに退職を促した理由は大きく分けてこの二つだ。どちらのパーセンテージがどれくらい多くを占めているかは、説明を避けることにする。

「それにしても、この時間が来るとほっとしますよ。今日も終わったーっていう感じになりますもん」

　のんびりとした口調で白井が言った。メンバーは同調してうなずく。

「ああ、その気持ちわかるよ。部長の『愛妻の時間』は一日でいちばんリラックス効果のある時報だよな」

「そうそう。まだ仕事が残ってる日でも、いい感じに肩から力が抜けるんだよな」

　部下たちの言う『愛妻の時間』とは、終業時刻である十八時を指す。その由来は、愛する妻に一秒でも早く会うために、定時になったら退社する真斗の姿からきていた。結婚するまでは毎日のように残業をしていた真斗だから、余計にインパクトが強いらしい。

　けれど真斗にとってこれはごくあたりまえのことだった。さくらと出会うまえは仕事がいちばんやりがいのあることだったから、残業も厭わなかった。しかしいまでは、真斗の優先順位は二位を遥か下に引き離し、さくらがダントツトップである。だから、一秒でも早くさくらに会えるのであれば、大量の仕事を持ち帰ることも辞さないのだ。

　さくらの話し声に耳を傾けたり、笑顔を見つめたり、手をつないで抱き寄せて口づけたり、そういうなにげないことのすべてが、真斗にとって至上の幸福につながっていた。口づけたあとに粛々と執り行う、夫婦の神聖なる愛の交流――妻にえっちなことをしまくり、いやらしい言葉を何度もささやいて、彼女の可愛い反応を存分に堪能し、みだらな快感に打ち震える様さまを陶然と見つめ倒しながら、ついでに自分も気持ちよくなってしまおうという一連の行為を指す――も、真斗の人生にとって必要不可欠な要素であることは、自明の理である。

　それもすべては、さくらが可愛すぎることによる。普段からなにをしていても可愛いのだが、特にハネムーンでの彼女は別格だった。初めての夜を迎えたときの彼女の愛らしさは筆舌に尽くしがたく、半年以上経ったいまでも、思い出すだけで身も心も昂ってくるほどである。

　近頃は、夫に愛されまくった末にベッドにぐったりと沈んだ妻が、寝言よろしく『性欲大魔神……』だの『絶倫おばけ……』だのと、非難めいたつぶやきを漏らすこともあった。もはや反論の余地もないのだが、真斗とて、気に入った女性にサカりまくっていた過去があるわけではない。

　これまで真斗は、性に関して淡白なほうだった。性的なことにそれほど興味があるわけでもなかったし、本気になるような女性が現れなかったことも大きかったのだろう。

　それが、さくらに出会ってから一変してしまった。自分がいわゆる絶倫であることは、彼女を抱くようになって初めて自覚したくらいだ。

　それほどまでに、真斗は妻に恋をしていた。世界中の誰よりも彼女を愛している真斗にとって、彼女と体を重ねる時間は燃え立つような熱情と至上の幸福を同時に感じられる素晴らしいひとときであった。

　カバンを閉じて、帰り支度を終える。真斗は皆に改めて告げた。

「それじゃあ帰るよ。みんな、よい週末を」

「お疲れさまでしたー！」

　部下たちに見送られつつ、真斗は軽い足取りで帰路についた。

　今日は金曜なので、愛しの妻を時間をかけてゆっくり愛でることができる。幸福感に包まれながら帰宅した真斗だったが、夕食の席で衝撃的なことを彼女から聞かされるとはこのとき予想もしていなかった。

　

　

「――というわけで、これから夜の回数を減らしてほしいの。できれば週二回くらいが理想なんだけど」

「…………」

　グラスを持つ夫の手が止まった。

　さくらは恐る恐る、彼の表情を窺う。

　今日の夕食は、贅沢な素材をふんだんに使ったビーフシチューだ。肉はもちろん最高級の和牛フィレを使用している。昼間から手をかけたので、仕上がりはトロトロの絶品だ。付け合わせにはフレッシュトマトとモッツァレラチーズのサラダ、主食のバケットは真斗お気に入りのベーカリーで焼き立てを買ってきた。これに合う飲み物といえば赤ワインになる。しかし真斗は普段からアルコールを嗜まないので、甘くて美味しいと評判の天然水を用意した。

　今日は金曜だし、夕食は真斗の好物ばかりだから、セッティングとしては完璧のはずだ。難航することが確実視される交渉において、有利な方向に少しでも舵をきりたいと意気込むさくらの、精一杯の仕込みであった。

「なるほどね。要するに、こういうことかな」

　冷えた天然水の揺れるグラスを、真斗はテーブルに置く。品のある所作は限りなく穏やかで、感情の乱れは一つも見出せない。それどころか彼は、なにもかもを受け入れてくれるような優しいほほ笑みを浮かべていた。

「受注が右肩上がりに増えていて、さくらの作業量がどんどん大きくなっている。朝早く起きてミシンに向かわないと間に合わないから、夫婦の夜の行為を週二回に――つまり、七分の二に減らしてほしいということだね」

「うん、そうなの。厳密に言えば、七分の二じゃないんだけど……。ひと晩の回数を、一回ずつにしてほしくて。回数が多いと、翌日の昼くらいまでぼーっとしてしまうから」

　遠慮がちにさくらは告げた。真斗はほほ笑んでくれているけれど、彼と結婚して八ヶ月ほどのあいだでさくらは学んでいる。このほほ笑みにこそ、注意を払わなければならないと。

　真斗は表情を穏やかに保ったまま、首を傾げた。

「ということは、週に二回だけということ？」

「うん、そうしてくれると嬉しい。だめかな？」

「だめじゃないよ。だめだなんて、言うわけないじゃないか」

　ビーフシチューを掬いながら、真斗は苦笑した。あまりにもあっさりとＯＫをもらえて、さくらは拍子抜けする。

「本当にいいの？」

「さくらに無理はさせられないよ。仕事をがんばりたいという気持ちもわかるしね。俺としても、そういうさくらを全面的に応援していきたい。それじゃあ、今後は週二回までにしようか。二回と言わず、さくらが望むならもっと減らしてもいいんだよ。俺のほうは月一回でも、もっと少なくてもかまわないしね」

　やわらかくほほ笑んで、真斗は言う。さくらは衝撃を受けた。

「月一回でもいいの……!?」

「さくらがそう望むなら」

　グラスを取りながら、真斗はそう告げた。二ふた心ごころなどこれっぽっちもなさそうなスマートな物言いに、さくらはしばし考え込んでしまった。






２　まんまと罠にかかりました









　夕食を終えて、入浴も済ませ、パジャマ姿のさくらはミシン部屋に身を落ち着けた。

　さくら専用の作業部屋であるこの一室は、リビングダイニングに隣接した六畳間だ。二人の住むこのマンションは都内の高級賃貸物件で、新婚夫婦が二人で住むには広すぎるほどのものである。

　自分たちの愛の巣として『このマンションはどうかな』と提案してきたのは真斗のほうだった。当物件の広さや高級感もさることながら、その輝かしき賃貸料にさくらは絶句したものだ。

『真斗さん、賃貸料はお給料の三割が目安だよ』とさくらは恐る恐る指摘したのだが、真斗はあっさり『そうなのか。でも、その基準もクリアできているから大丈夫だよ』と回答した。さくらは驚愕した。

　続けて真斗は、『家計についての知識がさくらは豊富なんだね。頼もしいな』だとか、『可愛くて賢くて、さくらは理想の花嫁さんだね。俺は世界一の果報者だよ』などといった発言をくり返していたのだが、それらの文言はさくらの耳にもはや届いていなかった。

　さくらも久我エレクトロニクスの端くれだったので、これには抗議してしかるべきだ。平社員のさくらと、役職つきの御曹司である真斗では、給料に差が出るのは当然だと思う。けれどこれは、許される範囲を容易に逸脱している。平社員代表として、社員間の給与格差問題について物申さざるをえない。

　正義感に燃えて、さくらは口を開きかけた。しかし、その唇に真斗の人差し指が、ふに、と押し当てられた。まばたきをするさくらに、彼はほほ笑む。

『さくらの言いたいことはわかるよ。確かに役職手当の上乗せは大きいけれど、それは俺の努力の賜物だと理解してくれないかな』

『それはそうかもしれないけど、平社員だってちゃんと――』

『もちろん、社員全員の努力があってこそいまの久我エレクトロニクスがあると思ってる。でもね、さくら。急成長を遂げている我が社において、出世競争がどれほど熾烈なものかということもわかってほしいんだ』

　さくらは言葉に詰まった。確かに真斗の言うとおり、社内の出世をめぐる闘争は厳しいものだったからだ。

　さくら自身は、仕事には真面目に取り組んでいたが出世にはそれほど関心がなかった。そのため、出世のための資格取得や転属・転勤などに積極的になれなかった。しかし、誰もがこのようなスタンスではない。ハングリー精神のない社員ばかりだったら、リーディングカンパニーとしての躍進はなかっただろう。

　意欲的な多くの社員は、出世競争に身を投じていった。そして、栄光を手にしてビクトリーロードを歩む者もいれば、志半ばで破れていった者もいる。

　真斗はもちろん前者に属していて、御曹司という肩書きがなくとも充分すぎるほどの業績を叩き上げ、いまの座をゲットした。だから真斗が並ならぬ努力を重ねてきたのは確かだろう。久我エレクトロニクスは年功序列よりも実力に重きをおいた社風だ。そのため、スピード出世組もいればスピード降格組もいる。つまりは弱肉強食の世界なのだ。

　さくら自身は仕事に対して真摯に取り組んできたが、弱肉強食の世界には足を踏み入れなかった。むしろ、そういう過酷な世界がすぐ隣にあるということすら最近まで知らなかったくらいだ。

　そんな自分が、満身創痍で戦い抜いてきた人に対して、外側から文句を言うのは間違っているのかもしれない。それに会社は平社員に対しても、相場より多めの給与を渡してくれていた。だからこそ余計にさくらは反省した。

『考えなしに非難してしまってごめんなさい、真斗さん』

『気にしないで、さくら。きみの指摘ももっともなんだから』

　肩を落とすさくらに、真斗は優しく語りかけた。

『俺はね、さくらが出世競争に参戦してくるような女性じゃなくてよかったとも思っているんだよ。きみがきみのまま、マイペースに仕事に取り組んでいる姿は何者にも代えがたいほど素敵だったからね』

『正々堂々と戦ってる真斗さんのほうが、もっと素敵だよ』

『正々堂々と？　ふふ、そうだね』

　真斗は意味ありげに笑った。

『久我エレクトロニクスの出世競争は、業界内ではこう呼ばれているんだよ。生き馬の目を抜く生き残り戦争――』

『え？』

　真斗の声が低まったので、よく聞こえなかった。さくらが首を傾げると、真斗はさくらの髪を優しく撫でた。

『俺が出世したのは、明確な理由があるということさ』

『うん、わかってる。真斗さんがそれだけ努力して、すごい業績をあげたからだよね』

　こんなに立派な男性が自分の旦那様だなんて。さくらは嬉しさと誇らしさを感じた。すると、ふいに彼に抱き寄せられた。

『俺ががんばれるのはきみがそばにいてくれるからだよ、さくら』

『真斗さん――』

　さくらはドキドキしながら、真斗のたくましい両腕と耳元にふれる低音を受け入れた

『わたしも、真斗さんがそばにいてくれるから幸せになれるんだよ。大好き、真斗さん』

『ありがとう、さくら。愛してるよ』

　唇が重なり、二人は甘くキスをした。大好きな人に強く抱きしめられながら、さくらは幸福感に包まれた。

　しかしさくらは知らなかった。

　真斗が出世競争の例えとして使った『生き馬の目を抜く』という言葉。これには『素早い動きで人を出し抜き、油断なく利をもぎ取る』という意味が含まれているということを。

　

　

　ふいにスマホが鳴って、さくらはミシン部屋の現実に引き戻された。

　一緒に仕事をしてくれている友達からの連絡だ。進捗は順調とのことである。彼女に返信してからスマホを作業机に戻し、裁断済みの布を手に取った。

　なんとなく気分が沈んでいて、気づけば真斗のことばかり考えてしまう。仕事に集中するために夜の回数を減らすことにしたのに、これでは意味がないではないか。

　気分がなぜ落ち込み気味なのかは、ちゃんと自覚していた。実に勝手な話なのだが、夜の回数を減らすことを、二つ返事で真斗が承諾したことにモヤモヤしているのである。

　何度も激しく毎晩求めてきていたというのに、あんなにもあっさり減らすなんて。しかも、月一回でも構わないだなんて。

　性欲モンスターの真斗が、それで足りるのだろうか。月一回となると、むしろこちらのほうが足りなく……、いや、そうではない。問題はそういうことではなくて。

　実は真斗は、夜の行為をそこまで重要だと思っていなかったということか。言葉攻めが大好きな真斗の、『さくらのいやらしい体を満足させてあげるために抱いているんだよ』という睦言は、まさか、彼の真意だったのだろうか。

　それはなんとか否定したい。だがしかし、的を射ている部分もあるとも思う。恥ずかしさで赤くなる頬を、さくらは両手で押さえた。真斗とのセックスは本当に気持ちいいから、余計に困るのだ。

　ああ、そうこうしているうちにもう夜の九時を回ってしまった。作業はまだ少しも進んでいない。慌ててミシンの電源を入れた。

　それにしても、九時か。週末のこの時間に一人きりで過ごしているのは、結婚して初めてのことかもしれない。

　いつもなら、皿洗いを終えた真斗がリビングのソファに座って『おいで、さくら』とこちらを誘うところだ。彼は、洗い立てのさくらの髪にふれることが好きで、長い指で梳いたり、手にとって口づけたりする。テレビ画面には音量を絞った洋画が流れていて、けれど二人の視線はそこになく、互いだけを映している。さくらの髪にふれていた彼の唇は、やがて頬やうなじに押し当てられるようになり、大きな手のひらが布越しに乳房を包んで、やわらかく揉まれ始めるころには、さくらは唇に熱いキスを受けている。舌を入れられ、口内をじっくり愛でられながら『好きだよ、さくら』とかすれた声でささやかれ、それからゆっくりと押し倒されて背中が座面に埋まり――。

「待った。ちょっと待った」

　己の想像にストップをかけた。

　想像というか、過去の現実というか、いつもの日常というか。いやいや、最も正確に言い表すのであれば、単なるエロ妄想である。恥ずかしさと情けなさで、作業机に突っ伏した。

　これはいよいよ真斗の言葉が真実味を増してきた。えっちなことをしたくてたまらないのは真斗ではなく、さくらのほうなのかもしれないと。

　けれど、自分にはやらなければいけないことがある。納期に間に合うよう、作業を着実にこなしていくという使命があるのだ。計画どおり進めるために、よろしくない妄想はさっさと頭のなかから追い出すべきだ。そして、仕事に一点集中するべきだ。

　しかしながら悪いことに、生々しい妄想を脳内で展開したせいで、現実の体までもがなんだか熱くなってきた。下腹部の奥にごく小さな疼きが生まれてしまって、集中をジャマしてくる。

「あー、もう」

　布を机に置いて立ち上がった。作業は一旦中断だ。冷たい水でも飲んで、頭を冷やそう。

　

　

　作業部屋の扉を開ければ、そこには二十五畳のリビングダイニングが広がっている。キッチンは左手の奥にあり、目的地はそこだった。

　しかし、さくらの目は目的地ではないところに釘づけになった。リビングのソファの上で夫が寝息を立てていたからである。気持ちよさそうに、すやすやと。

　風呂あがりの彼は、パジャマ代わりに使っている黒いＴシャツとグレーのスウェットパンツを身につけていた。Ｔシャツがほんの少しめくれ上がって、引き締まった腹筋が覗いている。そこについ目がいってしまうのは、先ほど展開していた妄想のせいである。さくらは慌てて目を逸らした。

　それにしても、珍しい。この時間にリビングで寝落ちする真斗を初めて見た。

　テレビがつけっぱなしになっていたので、さくらはリモコンを取って電源をオフにする。それから改めて真斗を見下ろした。

　四人がけのゆったりしたソファは、一八三センチの長身が寝転んでもゆとりがある。ソフトベージュの皮張りに、さらさらした髪が広がっていた。

　さくらは誘われるように絨毯に座り込み、真斗の髪にそっとふれる。特別なケアなんてなにもしていないのに、艶々していて指通りがいい。

　まつげ、長いなぁ。

　肌も綺麗。

　真斗はやっぱり、信じられないほど綺麗な人だ。さくらは夫にぼーっと見とれた。髪を梳いていた指先で、なめらかな頬を辿る。それから唇にそっとふれた。

「ん……」

　ピクンと真斗が身じろぎをした。かすかに寄せられた眉が色っぽくてどきりとする。

　唇は真斗の性感帯だということを、さくらは知っていた。知っていたというか、真斗本人から教えられたというか。彼曰く、『だからさくらとのキスが気持ちよくて仕方がないんだ。唇を重ねるだけで、全身に電流が走ったみたいになるんだよ』とのことである。

　寝ているあいだに触っても、気持ちよさを感じるのだろうか。さくらはドキドキしながらもう一度なぞってみた。すると、小さくうめきながら真斗は寝返りをうった。その弾みにＴシャツがさらにめくれて、たくましい腹筋が露出した。

　さくらはますますドキドキした。硬質な真斗の体はいつ見てもセクシーで、見慣れることがない。その上、こんなにも無防備な状態でいる真斗は本当に珍しかった。寝ているあいだに妻が唇にふれたり腹筋にドキドキしているなんてこと、真斗は想像もしていないだろう。なんだかいけないことをしているみたいだ。

　いや、実際にはこんなことをしている時間はさくらにはない。冷たい水を飲んで気持ちを切り替え、作業部屋に戻ってミシンをダダダと鳴らさなければいけないのだから。

　その一方で、この超レアな状況がさくらをこの場に釘づけにしていた。いつもスキのない真斗がソファで熟睡している。それだけでもレアなのに、触っても起きないし、色気満載のシックスパックまで無防備にさらしている。

　金曜の夜だから疲れが溜まっているのだろう。風邪を引かないよう、Ｔシャツを戻してすぐに彼を起こし、ベッドで寝るよう誘導するのが正しい妻のあり方だ。それはわかっているのだが。

「真斗さん……」

「っ、ん――」

　真斗の下唇にふれながら、さくらは彼の頬に口づけた。色っぽい吐息が真斗から漏れて、さくらの指先にかかる。その温かさに胸が高鳴った。

　真斗さん、可愛い。

　男らしさ満点の極上イケメン・久我真斗に対して、このような表現は間違っているのかもしれない。しかし、いまの真斗は間違いなく可愛かった。その証拠に、さくらの胸がきゅんきゅんしている。

　今度は耳たぶにキスをしてみた。すると、ピクリと肩を揺らして、真斗はまたしても悩ましげな声を漏らした。

　やっぱり、可愛い。

　さくらはこのとき初めて真斗の気持ちがわかった気がした。真斗がシャワーのようにさくらに浴びせる『可愛い』という言葉の意味である。こちらのキスや指の動きに返ってくる反応は、ただただ『可愛い』のだ。

　夫婦関係は、まさにいま逆転していた。ベッドの上で真斗にあれこれされるのはいつも自分のほうなのだが、いまは逆なのである。さくらは『真斗を好きなように可愛がれる』というこの超レアな状況から離れることができないでいた。

　あともう三分。いや、五分。あと五分だけ。

　さくらはドキドキしながら真斗のＴシャツに目を落とした。裾から見えている腹筋のあたりは、これまで何度もふれたことがある。けれど、直接ふれるのはセックスしている時ばかりなので、さくらはたいてい真斗の性技にトロトロに溶かされて、前後不覚の状態だった。普通のコンディションのときに触ったことはほとんどない気がする。

　触ってみたい。どんな肌触りがするのか、どれくらいの硬さなのか。そして、どんな風に真斗が反応するのか、試してみたい。

　さくらは手を恐る恐る伸ばして、指先でふれた。思いのほか高い体温にびっくりする。そして、肌のなめらかさと筋肉の凹凸の硬さに感動した。

　真斗はまつげを震わせて、わずかに反応した。しかし起きる気配はない。さくらはもっとふれたくなって、Ｔシャツの内側に左手を忍ばせた。腹筋の盛り上がりを上に辿り、張りつめた胸筋に行き当たる。

　ああ、この広くて硬い胸の造形。割れた腹筋よりも、さくらは男らしさを感じた。自分はこっちのほうが好きかもしれない。乳房のある女性には、この硬さは永遠に手に入らないものだからだ。

　たくましい胸板を手のひらでなでると、真斗は熱い吐息を零した。それが可愛くて、さくらはいつも真斗が自分にしているように、彼の乳首を丸く撫でた。

「ッ、ん……っ」

　ひと際大きく真斗が体をビクつかせた。快感を得ているようなうめき声に、さくらの体まで火照ってくる。下腹のあたりが疼いた。自分自身まで気持ちよくなってしまっている――。

　ドキドキときゅんきゅんがさらに大きくなってきた。真斗の性感帯、唇にもふれたくなる。指でなぞるだけじゃなくて、唇を重ねたらどうなるだろう。舐めたり、甘噛みしたりすると、真斗はどういう反応をしてくれるだろう。

　みだらな好奇心に抗えず、さくらは真斗の胸をまさぐりながら、上体をかがめた。うっすらと濡れた彼の唇に、自分のそれを重ねる。

　やわらかい弾力にゾクゾクした。真斗は無防備で、されるがままだ。そのことにもさくらは劣情をかき立てられた。

　角度を変えながら彼の唇を食むと、真斗が熱い吐息を漏らした。濡れた舌で下唇をゆっくり舐めたり、甘く歯を立てたりすると、さらに顕著な反応がくる。

「ッ、は、ぁ……っ」

　さくらの下で、たくましい体がビクビクと震える。自身の両脚の奥が熱く疼いて、とろりとした液体が滲み出るのがわかった。自分もひどく感じてしまっている。さくらは両脚をすり合わせた。

「ぅん……っ、真斗、さん……っ」

「ん……、ッ、あ……ッ」

　キスがすごく気持ちいい。もっと深く口づけたい。舌を入れて、絡ませて、きつく擦り合わせたらもっと気持ちいいだろう。いつも真斗がしているみたいに、自分もしてみたい。

　さくらはさらに身を乗り出した。真斗の頬を両手で挟んで固定し、濃厚な口づけに夢中になる。

「真斗さん、好き……、大好き……っ」

　ヌチュ、グチュ、と卑猥な水音が立った。真斗の唇を貪り、舌を入れ、絡め取って擦り合わせた。唇と舌でセックスしているみたいだと、さくらは感じた。このまま達してしまうかもしれない。それほどに、さくらは濡れていた。全身が火照りきって、昂っていた。

「はぁ……っ、真斗さん……っ」

「ッん、ん……ッ」

　舌を深く突き入れて、やわらかく熱い粘膜を夢中でまさぐっていく。脳髄が快感で痺れていた。互いの吐息が熱く濡れて、絡み合っていく。

「ッん、ぁ、だめ、イっちゃう、かも……っ」

　思わず漏れたささやきの直後だった。

　さくらの腰に、強靭な片腕が回った。「え？」とつぶやいたときには、さくらは強い力で引き上げられ、真斗の上に乗せられていた。

「えっ、なに――」

「キスだけでイくつもり？」

　笑みまじりにささやいて、真斗はさくらの後頭部をつかんだ。そのまま強引に押し下げて、さくらの唇を奪う。

「ぅんんん……ッ！」

　さくらはとっさに逃げようとしたが、力強いホールドからは抜け出しようもなかった。その上、歯列を割ってねじ込まれてきた真斗の舌が、生き物のように縦横無尽にさくらの口腔内を動き回り、感じる箇所を的確に擦り立ててくるからたまらない。

　ヌチュヌチュと舌を絡められ、強めに歯を立てられた頃には、さくらは快感にすっかり溶かされていた。真斗の上でみだらに感じ入り続けるさくらを、真斗は巧みに翻弄した。喘ぎ声さえ呑み込むほどの激しいキスをまえにしては、さくらになす術はない。

　それにしても、真斗はいつ起きたのだろう。目が覚めたようなそぶりはまったくなかったはずだ。

　あれだけ体をまさぐっていたのだから真斗が起きるのも当然ではある。が、普通の男なら、『目が覚めたら妻に襲われていた』というシチュエーションに対して、びっくり仰天して飛び起きるとか、とっさに妻を押しのけるとか、そういう反応が先に来るはずだ。

　だというのに、真斗ときたら第一声が『キスだけでイくつもり？』である。これは明らかにおかしい。いくらなんでも、冷静すぎる。

　まさか――まさか、ずっとまえから起きていて、狸寝入りをしていた？　だとしたら、さくらが真斗にえっちないたずらをして、自分でもひどく感じてしまっていたことをすべて知られていたということになる。

　さくらは一気に青ざめた。いや、正確には顔は快感で赤くなっていたのだが、とにかく心理的には真っ青になった。だって――とんでもなく、恥ずかしいではないか！

　さくらはなんとか唇を離して、尋ねた。

「ま、真斗さん、あの、いつから起きてたの？」

「知りたい？」

　知りたくない！　真斗が意味ありげに笑うのを見て、さくらは首をブンブンと振った。

　真斗は含み笑いをしながら、唐突にさくらのスウェットをお尻のほうからつかんで、ショーツごとずり下げてきた。

「ひゃあっ」

　お尻と太ももがあらわになって、さくらは仰天した。続いて、真斗の指が淫部の割れ目を滑ったから、快感に打たれて震えてしまう。

「ああぁ……っ！」

「これはひどいな」

　グチュ、ヌチュ、と、真斗の指が動くたびに卑猥な水音が大きく響く。媚肉の粘膜を擦り立てる動きに、さくらは感じまくった。

「ああ、ッん、やぁぁ……っ！」

「大洪水だ。太ももまで濡れてるよ。こんなになるまで我慢していたなんて、健気だね。早く触ってほしかっただろう？」

　ずぶ……と、真斗の指がねじ込まれてきた。膣壁を擦り上げてくる長い指に、さくらはガクガクと体を震わせる。

「あ、あ、あ……っ、真斗、さぁん……ッ」

　さくらは真斗にしがみついた。「よしよし」と真斗が頭を撫で、それから陰核をヌルリと撫でる。

「ひぁああ……ッ!!」

　快感の電撃に打たれて、さくらはびくんと体を大きく震わせた。腫れ上がった陰核を転がしながら、真斗は二本目の指を蜜孔にグジュ……と埋めてくる。

「ア……!!」

　あまりの気持ちよさに視界がチカチカした。

　二本の硬い指は、締まる膣壁を無理やりこすり上げていく。同時に陰核を撫でまわされて喘ぎ声を上げると、真斗はさくらの頭に唇を押し当ててくる。

「イっていいよ」

「――――ッ」

　快感が弾けた。真斗の胸板にしがみつきながら、さくらは腰を震わせた。

　膣肉がきゅうきゅうと真斗の指を締めつける。陰核を愛でていた親指が、皮膜を剥き上げた。そこをコリコリと弄られて、さくらは喉を引きつらせた。

「だめ、待って、待っ……、いま、イってるの……っ！　あ、あぁぁん……ッ！」

「こうしてほしかったくせに」

　真斗は喉の奥で笑った。心の奥を見透かされて、さくらは恥ずかしさで消えたくなる。

　シてほしかったけど、でも、今日は仕事のために我慢するつもりで――。けれど、レアなシチュエーションに抗えず、真斗にいたずらをしてしまった。その結果が、これである。

「真斗さん、絶対、最初から起きてた……っ」

「俺をもてあそぶさくらは新鮮だったよ」

「ばかぁ……ッ！」

　蜜孔と淫粒をグチャグチャに弄られて、さくらは再度達してしまった。真斗の上で快感に震えていると、彼が背中を優しく撫でてくる。

「罠にかかった子ウサギを食べているみたいな気分だな」

「もう……、最悪……」

「夜になると体が疼くんじゃないのか？　半年以上ものあいだ、毎晩のように何度も抱いていたら、さくらの体がそうなってしまうのも当然だよ」

　くるりと視界が反転した。座面に背中を押しつけられて、真斗に上から組み伏せられる。

「俺がいないと、もう夜を越せないだろう？」

「……う。でも、いまは仕事をしないといけないし」

「数量限定にして、仕事量をセーブすればいい。無理は禁物だよ。俺はなにも、さくらといつものようにセックスしたいからこう言っているんじゃない。仕事で無理をして体を壊さないか心配しているんだ」

　さくらの体がいちばん大事だからね、と言って真斗はひたいにキスを落とした。さくらは不審の眼差しを送る。

「本当かなぁ」

「夫を疑うなんてひどい奥さんだね」

　真斗はクスクスと笑った。さくらはため息をつく。

「だって、もう騙されたくないもの」

「どちらにしろ今夜の勝負は俺の勝ちだよ、さくら」

「いつ勝ち負けになったの？」

　さくらが恨めしげに見上げると、真斗は勝気な笑みを向けてくる。

「自分だけ二回も気持ちよくなって、スッキリして仕事に戻るなんていう手はないだろう？」

「……う」

「俺のことも同じように気持ちよくしてくれないと。回数は、そうだな、さくらと同じ二回でいいよ」

「二回も!?」

「いつもより少ないよ」

　真斗がグッと腰を押しつけてきた。彼のスウェット越しに、熱くて硬いものが太ももに当たって、さくらはどきりとする。めちゃくちゃ大きくなっているではないか。

「いまにもはちきれそうだ……」

　悩ましげに息をつきながら、真斗は言う。

「さくらのせいだよ。散々いたずらしたくせに、俺自身は気持ちよくしてくれないから」

「で、でも、真斗さんもキスとか胸を触ったとき、感じてたじゃない」

「それはもちろん興奮したけど、もっと強めの刺激が欲しいよ」

　真斗は、膝のあたりに引っかかっていたさくらのパジャマをすっかり取り払った。下半身だけ裸にされた状態である。さくらは慌てた。

「ま、真斗さん……っ」

「今夜もきみは美味しそうだ」

　上体を起こして、真斗はヒクつく膣孔をうっとりと見つめた。自分のスウェットパンツに手をかけてずり下ろし、固く肥大化した己自身を取り出す。

　これ以上ないほど漲っている肉棒をまえにして、さくらはあとずさろうとした。が、できなかった。真斗がさくらの腰をがっしりとつかんでいるからである。

　もうこれは仕方がない。真斗にえっちないたずらをして興奮してしまったのは自分なのだ。真斗の言うとおり、自分は彼に負けたのだ。たとえ仕組まれたものだったとしても、狸寝入りする夫の色香に惑わされたのは紛れもない事実なのだ。

　さくらは覚悟を決めた。キリッとした目で真斗を見上げる。

「いいよ、わかった。責任を持って真斗さんをイかせてあげる。さあ、来て」

「ありがとう。お礼に足腰たたなくなるほど気持ちよくしてあげるよ」

「それは困る……！」

　真斗は両手でさくらの腰を引き寄せた。固い切っ先が蜜口にグチュリと押しつけられたと思ったら、ひと息に最奥まで貫かれる。

「あ……!!」

　さくらは喉をのけぞらせた。真斗はさくらの喉に噛みつくように口づけて、激しく腰を振った。落ちかかるまで引いたかと思ったら、収縮する膣壁を無理やりこじ開けてこすり上げ、子宮の底を叩いてくる。

「激、し……っ、真斗さん、っあ、や、ぁああ……!!」

「っ、く……！　さくらの膣肉の動きがエロすぎる。最高だ……！」

　なんてことを口走るのだ、この人は。

　さくらは抗議の声を上げようとしたが、彼に唇を奪われてしまった。すぐに舌が入ってきて、さくらの口腔内を激しく貪ってくる。

　上も下も夫に蹂躙されて、さくらは本当に、獲物のウサギよろしく夫に食べられているような錯覚を覚えた。

「ぅん……ッ、ンんん……!!」

「ッは、さくら――さくら。ほら、もっと俺を締めつけてごらん。いい子だから……！」

　固くふくれ上がった先端で、子宮の底をゴリゴリとこすられた。あまりの快感にさくらは背をしならせる。膣壁がぎゅううっと収縮して、凶悪な肉棒をこれでもかというほど締めつけた。

「イイよさくら、すごく上手だ……！」

「っも、だめ、だめぇぇ……っ！　奥、もうゴリゴリしないで……ッ、気持ちいい、よすぎて、先にイっちゃう……！」

　真斗より先に達することは許されない。彼を充分に満足させると決意したからだ。それも二回。

「俺、も、長くはもたない……っ」

　珍しく余裕のない様子で、真斗はきつく眉を寄せた。さくらに覆いかぶさって、唇を求めてくる。

「んん……っ、まなと、さ……っ」

「きみが俺の体をいやらしくまさぐるから……、信じられないくらい昂ったよ。今夜のことは、一生忘れられそうにない」

「わ、忘れて……っ、いますぐ！」

　最奥で小刻みに振動を送られて、さくらはビクビクと体を震わせた。

「ひぁぁ……っ、ア、あ……!!」

「忘れられるわけないじゃないか、俺はきみを、っ、――こんなにも、愛してるんだから」

　快感に熱く息をついて、真斗は「これで一回だ」と告げた。さくらが息を呑んだ直後、深く唇を奪われて、子宮の底を鋭く叩かれた。

「――――ッ!!」

　真斗の下で、さくらは体を大きく震わせた。熱が弾けて、絶頂に達する。激しく突き上げた最奥で、真斗は熱い飛沫を迸らせた。

「っは――、ぁ……、さくら……」

「ん……ッ」

　大きく胸を上下させていると、パジャマの上から真斗が乳房を揉み上げてきた。

「っあ……、待って、少し、休憩……」

「誘っているとしか思えない。パジャマの上からでもわかるくらい、乳首を立たせて……。ブラをしていないから余計に目立つ」

「やぁ……っ」

　きゅっと乳首を摘ままれて、激しい快感が走る。体を動かして、そこで初めて真斗のものが体内にまだ埋まっていることに気がついた。

「ねえ、一回、抜いて……、ん、休憩、させてほしい……」

　息も絶え絶えに訴えると、真斗は渋々といった様子で自身を抜き取った。愛液と精液にまみれてテラテラと濡れているそれは、恐ろしいことにまったく衰えていなかった。

　さくらはなんとか上体を起こして、肘かけに背をもたせた。座面の上で両脚を折り畳んで横座りする。

「……あのね、真斗さん。わたしの仕事のことなんだけど」

「うん」

　自分のＴシャツを脱ぎながら、真斗は答えた。汗で濡れて気持ち悪くなったのだろう。先ほどさくらがいたずらした胸筋と腹筋が目のまえに現れたので、思わずガン見を――いや、慌てて視線を逸らした。

「仕事がなに、さくら？」

「ええと、その……やっぱり数量限定にするのはやめようと思うの。せっかく波に乗れたんだし、せめて三ヶ月くらいは手をゆるめずにがんばりたいと思うんだ」

「俺は反対だけどね」

　真斗はため息をついた。

「さくらはがんばり屋さんだから、体調を崩すまで根を詰めてしまいそうだ」

「そのあたりの調整はちゃんとするつもりだよ」

　ギシ、とソファの座面がたわんだ。真斗が片手をついて、こちらに身を乗り出してきたのだ。端整な顔が近づいて、さくらはどきりとする。

「その『調整』が、俺に抱かれないようにすること？」

「そんなことは言ってないよ。ただ、少し数を減らそうというだけで」

「きみが足りないと、俺は死んでしまうよ」

　切なげだが色気満載の表情で真斗は言う。漲る下半身が剥き出しの状態だったこともあり、さくらはたじろいだ。

　真斗は重ねて告げる。

「今夜のことでさくらも身に染みただろう？　俺が足りないと、さくらも夜を越せないんだ。それとも――」

　さくらの太ももを、真斗は手のひらで撫で上げる。

「……っん」

「一人でする？」

　耳元でささやかれて、さくらは真っ赤になった。

「そんなこと……！」

「もしそうするなら、俺に見せて。目と記憶に永遠に焼きつけるよ」

　強引に腰を抱き寄せられた。抵抗する間もなく四つん這いの格好にされてしまう。

「真斗さん、なに……っ」

「ジャスト五分、休憩は終わりだ」

　肘かけにつかまっていて、と真斗は告げた。剥き出しのお尻を彼に突き出すような格好だ。さくらは恥ずかしさに頬を染めた。

「さくらのココは、何度犯しても綺麗なピンク色をしているね」

　陶然と告げながら、真斗はさくらのお尻を広げた。露わになった粘膜を指でなぞり、それからずぶずぶと二本の指を蜜孔にねじ込んでくる。

　ゾクゾクした快感が背筋を走り抜けて、さくらは背をしならせた、

「あぁぁぁん……っ！」

「すごい歓迎ぶりだ」

　真斗の言葉どおり、膣肉は彼の指を貪欲に引き込もうとしていた。うねって絡みつき、奥へと誘っていく。

　真斗は欲情したまなざしを秘所に注ぎながら抜き差しを繰り返した。その際に、さくらの弱い箇所を抉ることも忘れない。

　あまりの快感に、さくらは自ら腰を振った。一度高められた体は、同じ領域に達するまで早かった。

「ひぁ、ァアア……っ！　イく、もう、イっちゃうぅ……！」

「まだだよ。まだダメだ」

　さくらの痴態に息を乱しながら、真斗は意地悪なことを言う。昨日に引き続き、また寸止めをする気なのだろうか。

「いや、ダメ、抜かないで、もっとこすって……！」

「そのセリフ、ゾクゾクくる」

　取りすがる膣肉を振りきって、真斗は指を引き抜いた。さくらは肩越しに振り返った。すでに涙目になっている。

「真斗さんの意地悪……！」

「これからも毎晩、そうやって俺を求めてくれよ」

　愛液にまみれた両手で、真斗はさくらの腰をつかんだ。男の滾りを蜜口にあてがい、ひと息に貫く。

「ぁあああ……っ!!」

「っ、は、すごい締めつけだ……！」

　苦しげに呻いて、真斗は最奥を突き上げた。その一瞬で、さくらは絶頂に達した。

「ア……!!　も、もう、イ……ッ」

「俺はまだイってないよ」

　真斗は貪るように腰を何度も打ちつけてくる。太くて固い肉棒に、膣肉を蹂躙されていく。グシュ、グチュ、と聞くに耐えないみだらな水音が響いた。子宮膜を叩かれ、グリグリと抉られるたび、指先まで快感が流れ込んだ。

「あ、あ、ああぁ……っ！　真斗さん、真斗さぁん……ッ！」

「く、っそんな声で呼ばれると、絆されそうになるじゃないか……！」

　上から覆いかぶさってきた。肩口に荒々しく口づけ、真斗は揺れる乳房をつかむ。激しく揉みたて、乳首を摘まんで引っ張った。

「ひぁ……！　そこ、気持ちいい……っ」

「足腰たたなくしてあげるって言っただろ」

「なっちゃう、そうなっちゃうよ……！　明日、仕事しなきゃいけないのに……っ」

「俺に抱かれている最中に、他のことを持ち出すなんて」

　荒れた声に嫉妬が混じった。しまった、真斗が極度のやきもちやきだということを忘れていた。

　さくらが慌てて振り返り、「違うの、いまのは」と言い訳をしようとしたが、時すでに遅し。危うい感じで笑いながら、真斗は告げた。

「さっき絆されなくて本当によかったよ。今夜は二回しかできないからね」

　真斗の言う『絆される』とは、『射精する』という意味らしい。わかりづらい。

「さくらにはもっと教え込んであげないと。俺がどれだけきみのことを愛していて、きみが欲しくてたまらないのかを」

「も、もう充分すぎるくらい、伝わって――」

「まだだよ。まだ不充分だ」

　ぐっと腰を突き入れられた。突然の刺激に、さくらはびくんと肩を震わせる。

「ぅん…………ッ!!」

「乳首をいじめながら陰核を撫で回して、子宮の底を抉ってあげるよ」

「やぁぁぁ……！」

　果たして真斗は有言実行した。さくらはさんざん喘がされ、快楽を与えられ、熱く甘く溶かされた。うしろから容赦なく貫かれるのは、支配される快感をも伴った。気づけばさくらは前後不覚になっており、真斗の性技に完全に陥落していた。

「ひぅ、ァ、ああぁ……っ！　ソコ、っあ、そこイイ……っ、気持ちいい……っ！」

「さくら――ああさくら、可愛い……！　こんなにも俺を欲しがるなんて、またきみに夢中になってしまう……！」

　何度も突き上げながら陰核を撫で転がし、ピンと立った乳首を扱いた。真斗の剛直はさらに膨張し、固く張り詰めていく。

「っく、ぅ……っ。さくら、もっと激しくおねだりしたら、きみに絆されてあげるよ……！」

　絆されてあげる、つまり射精してあげるということだ。真斗の雄根はいまにも暴発しそうになっていた。熱く脈動するそれを体内で締めつけながら、さくらは肩越しに彼を振り仰いだ。

「出して――いっぱい出して。わたしのなかに、真斗さんのを全部ちょうだい……!!」

「――――――ッ」

　かくして真斗は陥落した。

　うしろからさくらを抱きすくめながら、熱い精液を迸らせた。

「ッは――、ぁ……ッ」

「あぁぁん……っ！」

　腟内が互いの淫液に満たされ、さくらもまた絶頂に達した。汗ばんだ硬い体に抱きこめられながら、小さく体を痙攣させる。

「あ……、まなと、さん……」

「さくら――」

　真斗はさくらの体を自分のほうに向き合わせて、唇を求めた。

　それを受け入れながら、さくらは眠りに落ちていった。






３　作戦変更、裏技を使おう








　翌朝の土曜日、さくらは寝坊した。

　起きたら昼の十二時半で、ベッドのなかにいた。慌ててリビングに駆けつけると、真斗がテーブルのノートパソコンに向かっていた。顔を上げて「おはよう、さくら。よく眠れた？」とさわやかな笑顔を向けてくる。さくらはがっくりとうなだれた。

　早起きしてミシンを動かそうと計画していたのに、このザマだ。真斗は恐らく七時にはちゃんと起きて、持ち帰りの仕事をこなしていたのだろう。この分だと、きっと二人分の昼食も用意済みに違いない。

　それに比べて自分ときたら、昼過ぎまでぐっすり眠りこけていた。昨夜はソファで四度めを迎えたときまでの記憶しかないから、真斗がベッドに運んでくれたのだろう。

「どうしたの、さくら。大丈夫？」

　真斗がすぐまえまで来て、さくらを心配そうに覗き込んだ。さくらは重いため息をつく。

「なんでもない……。ただ、自分の意思の弱さに落ち込んでいただけ」

「さくらはがんばり屋さんだよ。弱くなんてない」

　真斗は優しくさくらの頭を撫でた。が、さくらは余計に落ち込んだ。

　そもそも昨夜のことは、真斗が罠を仕かけたことに端を発するから、さくらだけが悪いわけではないだろう。でも、罠を仕かけたといっても、真斗はただソファで寝ていただけである。たとえ、腹チラが計算し尽されたものだったとしても、そして、すやすやと眠る（狸だが）無防備な姿で煽るのが巧妙な策略だったとしても、真斗はただ寝ていただけなのだ。

「それにしても、昨夜はゆっくり眠れたようだね」

　さくらの顔を見ながら、真斗は安堵の息をついた。

「最近のさくらは仕事のやりすぎで、目の下にクマを作っていたから心配していたんだ。いまは顔色がよくなってる。やっぱり睡眠は大事だね」

「確かにスッキリ目覚めたけれど、でもその分仕事がたまっちゃったから、いますぐにでもやらないと」

「そのまえに昼ごはんにしない？　ポタージュスープと、トマトたっぷりのサルサライスを作ってあるんだ。さっぱりめの味つけにしたから、起き抜けでも食べられるはずだよ」

　真斗は立ち上がり、キッチンに行って料理を皿に盛り始めた。サルサライス……美味しそう。しかもいい匂いがする。食欲には勝てず、さくらはフラフラとキッチンに向かった。二人分のカトラリーと麦茶をテーブルに並べ終わると、大きめのトレイにお皿をのせた真斗がやってくる。

「秋野菜とオイルサーディンのサラダも作ったから、ちゃんと食べるんだよ。栄養をとって、風邪の引きにくい体を作らなくちゃね」

「ありがとう、美味しそう。真斗さんも仕事があるのに、作ってもらっちゃってごめんね」

「気にしないで。料理はいい息抜きになるんだ。それに、さくらに美味しいって言ってもらえるのが俺は好きなんだよ」

　こんなに完璧な旦那様がこの世にいるだろうか。絶品サルサライスを口に運びながら、さくらは感動した。

　これで性欲おばけでさえなかったら……いや、けれど真斗は独りよがりのセックスをするわけではない。こちらの快感を引き出すことを最優先にしてくれている。気持ちのよいセックスという点では素晴らしいものがあるだろう。

　多少（？）Ｓっ気のあるところや、嫉妬深いところを除けば、優しくて頼り甲斐があって仕事もできてルックスも満点、家事を進んでやってくれて、快感に満ちた夜を提供してくれるという旦那様は、レア中のレアだろう。もちろん、これらの点は単なるオプションであって、さくらは久我真斗という男性自身が大好きだということが大前提だ。

　だからこそ、『こんなに素敵な旦那様なのだから、身勝手な文句を言ってはいけない』とさくらは考え直した。夫婦たるもの、片側の要求を一方的に突きつけて強行するのは間違っている。

「真斗さん、あのね。わたしは反省したの」

「ん？」

　真斗は顔を上げた。スープを掬う手が止まる。

「夜の回数を週二回にしてほしいって言ったこと。よく考えてみれば、真斗さんがどうしたいかということを聞いてなかったよね。まずは真斗さんの意見を聞いて、お互いの希望を擦り合わせていかなくちゃいけなかった。自分の希望だけを押しつけようとしてしまってごめんなさい」

　さくらが頭を下げると、真斗はびっくりしたように目を丸くした。

「そんなことを考えていたのか。気にしなくてもいいのに」

「夫婦なんだから、お互いが納得できるような形にしないとだめだと思って。だから、夜のことについて真斗さんの意見を聞かせてほしいんだ」

「俺の意見ね」

　真斗はうっすらと笑った。なぜだかさくらの背すじが寒くなる。

「俺自身、回数にこだわりはないんだよ」

　あっさりと出された言葉に、さくらは心のなかで『嘘だ！』と叫んだ。でも、真斗の意見を聞くと決めた直後だったので、ひとまずは黙って彼の言葉を待つことにした。

「さくらに気持ちよくなってほしいし、最中は俺のことだけを考えて、愛撫に感じていてほしいと思ってる。きみの性感帯に触れたからには絶頂を極めてほしいんだ。中途半端なことをして、欲求不満にさせたくないしね。けれど、それだけだよ。それ以上を望んでいるわけじゃない。そりゃあ、射精はしたいと思うけど、さくらの体の負担になるなら、必ずしもなかで出したいと思ってるわけじゃない」

「う、うん……」

　生々しい単語が次々発されるので、さくらはドギマギしてしまう。涼しい顔で真斗は続けた。

「だから、再三言っているように――」

　真斗の目が細められた。ほほ笑んでいるのに、ほほ笑んでいるように見えない。怖い。

「俺はきみの体を心配しているんだよ。どう考えても、仕事を詰め込みすぎだ。俺の希望を聞いてくれるということだから、提案させてくれ。受注量を、いまの三分の一まで減らしてほしい」

「三分の一……!?」

　それはさすがに減らしすぎだろう。さくらは反射的に首を振った。

「それは無理だよ。せっかくついてくれたお客さんが逃げちゃう」

「俺の見立てだと、三分の一に減らしたとしても、バズるまえの売り上げの二〇％増だ。それに、数量限定販売にすることで、さくらの商品の希少性が上がる。価値が上がるということだよ。人気はいまよりも確実にアップする」

「そうなったらいいけど……でも、じゃあせめて三分の二にするということでもいいかな」

　それでも不安だったが、『夫婦の意見をすり合わせよう』と言ったのはさくらだ。ここは譲歩するべきだろう。きっと真斗もこれで了承してくれるはずだ。

　しかし、真斗は首を振った。

「俺の意見は三分の一だ。これを変えるつもりはないよ」

「どうして？　お互い譲歩しないと、平行線になってしまうじゃない」

「そうだね。でも、考えてみてくれないか。これはさくらの仕事だよ。だから、決定権はさくらにある。俺はアドバイスとして意見を送るだけ、というスタンスのほうがいいと思う。それを採用するかどうかはさくらに任せるよ。俺も、自分の仕事についてさくらの意見を聞くときもあるけれど、最終的には自分の考えを採用する。それと同じだよ」

　やわらかい口調で真斗は言う。正論すぎてぐうの音も出ない。

「じゃあ、わたしは数量制限せずにいまのまま仕事を続けて、その上、夜の回数は週二回に減らす。そういうことでもいいの？」

「もちろんかまわないよ」

　真斗はほほ笑んだ。そして「ただし」と付け加える。

「俺はこれまでどおり、さくらの健康を心配する。大切な妻が体を壊すことなど、あってはならないからね」

「健康を、心配……？」

「健康に必要なのは、栄養と休養だ。バランスの取れた食事と、睡眠だよ」

「睡眠」

　嫌な予感がする。真斗は、カラになった皿をトレイに並べながら言う。

「昨夜はずいぶんとぐっすり眠れたようだね」

「ちょっと待った。真斗さん、よからぬことを考えてるでしょ」

「セックスはとてもいい全身運動だし、欲求不満が解消できるから睡眠導入にぴったりだと思わないか？」

「それはそうだろうけど、でも、商品の制作が間に合わなかったら意味ないじゃない」

「それに、夫婦の愛情を互いに感じながら眠りに落ちるのは、この上ない幸せだ。つまりメンタルヘルスにもいい。そうだろう？」

「それは、もちろんそうだけど……」

　モゴモゴとさくらは言った。まずい、こちらが押され気味だ。形勢が不利になりつつある。

「仕事は大切だよ。自己実現にもつながるし、日々の張り合いにもなる。それを理解した上で、俺はきみを心配する」

「……それは、あの、つまり」

　恐る恐るさくらは尋ねた。

「昨夜みたいなことを、真斗さんはまたするつもりってこと？」

「昨夜みたいなこと？」

　真斗はさわやかに笑った。

「俺はソファでつい寝入ってしまっただけだよ」

「…………」

　だめだ。この夫には、正攻法でやっても勝てない。

　邪道な手法をとることも辞さなければ。さくらは決意を新たにした。

　

　

　久我真斗は、さくらの仕事にもちろん嫉妬している。

　当然だ。愛する妻にはいつも自分のことだけを考えていてほしいし、仕事よりも自分との時間を優先してほしい。現に自分はそうしている。さくらに「仕事とわたし、どっちが大事なの？」と聞かれたら、コンマ一秒で「きみだ」と答えるだろう、ハグとキスをセットにして。

　真斗はさくらに働くことを禁じたいわけではない。好きなことを仕事にして、生き生きと過ごしている彼女の姿を見るのは至福だからだ。だから、さくらの仕事を応援したい気持ちはつねにある。

　さくらに久我エレクトロニクスからの退職を促し、手芸の道を勧めたのはほかでもない自分自身だ。さくらの手芸の腕を認めていたし、ネット通販を展開すればヒットすると確信していた。さくら自身も、経理の仕事をしていた時より手芸をしている時のほうが生き生きしていた。総合的に判断したのちに、その道へ促したのだ。

　その裏にはもちろん、社の男どもから一刻も早くさくらを遠ざけたいという思惑もあった。さくらは可愛いし気が利くし優しいから、隠れファンが多かったのである。だからさくらは、そういう輩にチラチラと盗み見されていた。ウザいことこの上ない。さくらは俺のものだ。一瞬たりとも見るな。

　そして現在、真斗は二人きりの新居でさくらとの蜜月に耽っている。手を伸ばせばいつでもふれられて、抱き寄せられる距離にいる。仕事の時間以外は、つねにそうしていられるよう創意工夫を重ねてきた。――それなのに。

　まさか、あそこまでバズるとは。

　さくらに手芸の才能があることは以前から知っていた。そして、友達のリクエストに事細かに応え、かゆいところに手が届くものを贈っては、非常に喜ばれていたことも。

　真斗はそういうさくらが誇らしかった。どうだ、俺の妻はすごいだろう――涼しい顔をしながらも、内心ではドヤ顔だった。しかし、さくらの商品がバズるに至り、注文が殺到して多忙を極めるようになってから、暗雲が立ち込め始めた。

　さくらの顔色が悪い。疲労で目の下にクマができている。仕事のことで頭がいっぱいになっているのか、会話をしていても上の空のときが増えた。期日に間に合うかどうか不安になっているからか、食も細り始めた。

　大丈夫だろうか――。心配していた矢先に、今回の事件だ。夜の行為を減らしてほしいという、衝撃的な発言である。

　週二回？　馬鹿な。

　真斗は心のなかで絶叫した。一方で、表情は穏やかなままに保った。物心ついた頃から、こういうことは得意だった。

　仕事に打ち込むさくらは輝いていたし、再三言うように真斗も全力で応援していた。しかし、健康状態の心配からのセックス拒否に、真斗の脳内にスクランブル警報が鳴り響いた。ドヤ顔など、とうに凍りついていた。

　これはもしや、セックスレスの兆しなのでは？

　妻を誘っても、毎回「ごめんなさい、今日は疲れてるの……」とかわされて、夫は肩を落とし退散する。これが日常になる、その兆しが見え始めたのではないだろうか。真斗は全身で打ち震えた。

　そのようなことは耐えられない。断固として阻止せねばならない。

　ああ見えてさくらは頑固だ。一度決めたら意見を簡単には覆さないだろう。だから策を講じて、さくらが『セックスしたくなるような状況』もしくは『セックスしなければならない状況』に持っていかなければならない。そして、真斗はそういった手管に長けている男だった。得意な戦法は、相手が気づかないうちに完全に囲い込むこと。そして、囲い込んでいること自体を相手に気づかせないことである。

　真斗はふと、さくらと出会った頃を思い出した。さくらは、真斗とはまったく正反対の性格をしていた。裏表のない純粋さに、そしてそのやわらかな気性がそのまま現れたような笑顔に、強烈に惹きつけられたのだ。

　

　

　あれは一年半ほどまえのことだ。

　生産部から開発部に配属となってすぐ、真斗はさくらを発見した。さくらは経理課にいた。領収証の提出が遅れてしまったので、慌てて自ら出しにいったところ、さくらが対応してくれたのだ。彼女が椅子から立ち上がってこちらを振り向いたとき、無機質な色合いの室内が、暖色系のカラーにほんわか色づくような心地がして、真斗は驚いた。

　綺麗な女性も、可愛らしい女性も、真斗はこれまで何人も見てきたし、彼女らから幾度もアプローチをかけられてきた。そういった女性らの華やかさはさくらにはなかった。けれど、こちらの心を温かくするような和やかさがあった。

　大きな瞳をやわらげて、『はい、なんでしょうか？』と鈴を転がすような声で告げられて、真斗は不覚にも声を出すことを忘れてしまった。笑顔が、可愛い――。ピンク色の唇と、ふっくらした頬。肩までまっすぐ落ちる髪はサラサラしていて、ふれてみたいという衝動に駆られた。

　彼女が目のまえまで近づいてきてから、真斗は我に返った。どうしたんだ、女性に見とれるなど、らしくもない。真斗はいつもの調子を取り戻すために、短く息をついた。

　領収証の提出が遅れたことをさくらに謝罪すると、「まだ間に合うので大丈夫ですよ」と優しく笑いかけてくれた。その笑顔に、真斗は再度見とれてしまった。

　立場上、真斗は多くの人たちから笑顔を向けられる。へつらう笑顔、おだてる笑顔、対等になろうと張り合ってくる笑顔。そして特に、女性からは媚びる笑顔が多かった。

　真斗自身もまた、彼ら・彼女らと同じ種類の人間であるという自覚はあった。人生をスムーズに乗りきり、欲しいものを確実に手に入れるためには、人をたらし込んだり有力者を味方につけたりすることは必要不可欠だ。だからこそ、自分に似た者たちとの人生ゲームに興じてもいた。

　一方で、ゲームの外にあえて身を置く者らもいた。

　彼らは心弱かったり、自分を過小評価もしくは過大評価しすぎて現実を直視できなかったり、現実から逃避して別のことに熱中したりしていた。一種の悟りのようなものを開き、「人生なるようになるさ」と割りきった人間もこの部類に含まれる。

　真斗は、そういう人生もありだと思っていた。どんな風に生きても、それは当人の人生だ。逃避した先で幸せになることもあるだろう。割りきることで心の平穏を手に入れることもあるだろう。真斗はその道を選ばない、ただそれだけだ。

　けれど、彼らや自分たちとはまったく別の人生を歩む者たちがいた。

　その者たちはなんと、ゲームの存在自体を知らなかった。

　これは真斗にとって驚きの新事実だった。そしてその一人目が、さくらだったのである。

　さくらの笑顔に大いに癒されたこの日（のちに真斗は『領収証記念日』と名づけている）、なぜあんなにもほっこりした気持ちになったのだろうと、真斗はずっと疑問だった。

　謎が氷解したのは、領収証記念日から数えて五日が経ったときだ。

　まだ肌寒さの残る三月、会社の中庭に植えられた桜の木はまだ裸で、それでも枝の先には小さな芽吹きが見て取れた。

　萌芽を愛でるような感性を、真斗は当然持ち合わせていなかった。会社の正門から所属課の棟に行くためのショートカットに使おうと、中庭を足早に横ぎろうとしただけだった。

　鳥のさえずりが聞こえるひだまりの芝生に置かれた、二人がけのベンチ。そこに座っていたのだ、さくらが。一人きりで。

　真斗は息を呑み、立ち止まった。さくらはこちらの存在に気づきもしていなかった。ベンチの上で熱心に本を読み耽っていた。ふいに真斗を襲ったのは、本への嫉妬だった。たかが紙の束に、彼女が心を傾けていることが面白くなかった。そんなものより、自分を見てほしいとまで思った。

　真斗はそんな自分に愕然とした。

　これまで自分は、理性から外れたところにある感情に突き上げられることなど一度もなかったからだ。しかも、相手は女性だ。客観的に見れば、この反応は恋情の発露に最も近いものであろう。

　真斗は動揺して、それをうっかり表情に出してしまった。取り繕った穏やかさが崩れたのである。さらにうろたえて、ここから逃げようと足を動かそうとしたところ、うまく動かなくて芝をザリっと削ってしまった。その音に気づいて、さくらは本から目を上げた。

　目が合った。

　どうして、なぜ、真斗は自分がこんなにも動揺するのかわからなかった。領収証のときもそうだった。あのときさくらになぜ大いに癒されたのか、わからなかった。

「あなたは確か先日の」

　さくらの声が可愛すぎて、真斗は動けなかった。

　この声を、永遠に聴いていたいとさえ思った。

　さくらはほほ笑んだ。

「領収証、間に合いましたよ。よかったですね」

　このとき、真斗は気づいた。

　あなたは確か先日の――ということは、彼女は『社長の御曹司・久我真斗』という存在をいまだに認知していないのかもしれない。

　確かめてみよう。真斗は穏やかな笑みをなんとか作りながら、さくらに近づいた。

「対応してくださった有河さんのおかげです。助かりました。どうもありがとうございます」

　さくらの名前は、初めて会ったときに社員証を見て確認している。その名をあえて口にすると、さくらは少し戸惑った表情になった。

「いいえ、どういたしまして。ええと、すみません――」

「僕は久我といいます。開発部の久我真斗です」

　ほほ笑みながら告げると、さくらはほっとしたような笑顔になった。その笑顔も、無防備な感じがして可愛いと真斗は思った。

「ああそうです、久我さんでしたね。すみません、失礼いたしました」

「お気になさらないでください。僕としても、社員全員の顔と名前が一致しているわけではないですから。有河さんのことは、先日のやり取りで知ったばかりですし」

　言いながら、真斗はやはりそうかと思った。

　やはり彼女は『久我真斗』という名に食いついてこない。真斗を取り巻いている社員たちとは違う。

　久我姓が経営者一族に連なる者だということはさくらもさすがに知っているだろうが、この会社は親族経営である。久我という苗字の社員は二十人以上もいるから、久我姓に価値を置かない者たちからしたら、取り立てて気に留める理由にならないのだろう。

　真斗の肩から力が抜けた。

　彼女のまえでは、自分の武器をいつ抜こうかということを考えなくていい。敵か味方かを、見極めようとしなくてもいいのだ。

「開発部は、いますごくお忙しいのではないですか？　毎日遅くまで残業されているとお聞きしていますが」

「ああ、そうですね。忙しいかもしれません。僕としては、そちらのほうがやりがいがあっていいですけれど」

「そうなのですね。仕事熱心ですごいです」

　さくらから尊敬のまなざしを送られて、真斗の胸が高鳴った。

　やはり彼女は可愛い。

　見た目が可憐なのはもちろんのこと、仕草や声、なにより瞳が可愛い。いつも潤んでいるようなキラキラした瞳をしている。この瞳に見つめられると、いやがおうにも胸が早鐘を打ち始めるのだ。

「いえ。仕事への熱心さは、まだ足りないくらいですよ」

　自分はいま、大層締まりのない顔をしているのではないだろうか。

「なにしろ、領収証の提出日を忘れてしまうくらいですから」

「ふふ。たまにはそんなこともありますよ」

　さくらはほほ笑んだ。ふんわりした雰囲気に、真斗はまたしても癒される。

　なんだろうか、有河さくらのこの癒しパワーは。服の下にマイナスイオン発生装置でも仕込んでいるのだろうか。

　さくらのまえだと肩の力を抜くことができるから、より一層リラックスできるのかもしれない。その上、言葉を交わすたびに真斗はつい彼女に見とれてしまう。

「有河さんも、なにかをうっかり忘れてしまった経験がありますか？」

　そろそろ立ち去るべきなのに、足が動いてくれない。

「もちろんありますよ。お財布を家に置いて出勤してしまったこともあって、青くなりました。いまはスマホがあればなんとかなるので、問題は起きなかったからよかったですけど」

　真斗の無駄話に、さくらはちゃんと応えてくれる。優しい子だ。それに、財布を忘れるなんて相当のうっかりさんだ。可愛い。真斗はさらにときめいた。

「今度財布を忘れたら、僕のところに来てください。フォローしますから」

「ありがとうございます」

　さくらは笑った。その笑顔にも見とれて、数秒の間が空いた。さくらはそのあと、膝の上の本に目を落とした。

　とたん、真斗の胸がチリチリと痛んだ。嫉妬したのだ。彼女には、本ではなく自分を見てほしかった。自分だけに意識を向けてほしかった。

　真斗は、己がこんなにも嫉妬深いことを知らなかった。女性に関しては淡白なほうだと思っていたからだ。

「それにしても、今日はいい天気ですね」

　真斗は告げた。空気を読めば、もう立ち去ったほうがいいに決まっている。けれど、そうしたくなかった。

　さくらはふたたび顔を上げた。和やかな顔をしている。

「そうですね。小春日和という感じですね」

「隣、いいですか？　昼休みはもう少しありますし、日向のベンチでのんびりしたいなと思って」

　日向でのんびりなど、真斗の辞書には一言一句たりとも存在しない。口からの出まかせを、さくらはあっさり信じてうなずいた。

「ええ、もちろん。このベンチは日向ぼっこにちょうどいいんですよ。もう少ししたら桜が咲くから、お花見ができるようにもなるんです」

「花見ですか、いいですね」

　真斗はさくらの隣に腰を下ろした。花見など、真斗の辞書には以下略。

「俺、花のなかで桜がいちばん好きなんです。色合いがとても綺麗だと思って。けれど、それよりも気を惹かれるのは、桜という名前の響きかもしれません。やわらかくて優しい心地のする、とても素敵な音の並びだと思いませんか？」

　社員証のネームプレートから、彼女の下の名前が『さくら』であることはインプット済みである。

　真斗の罠にさくらはあっさり嵌まり、恥ずかしそうに頬を染めた。可愛い。

「はい、わたしもそう思います。でも、実はわたしの下の名前もさくらなんです。ひらがなで書くんですけど……なんだかすみません」

「ああ、そうなのですか！」

　真斗は目を丸くしたあと、笑った。彼女の反応が可愛かったので、演技ではなく心からの笑顔になった。

「ひらがなでさくらさんと書くのですね。あなたにぴったりだ。とても素敵なお名前ですね」

　さくらはますます頬を染めていく。

「ありがとうございます。名前負けしないようにしなくっちゃ」

　はにかみながら笑うさくらに、真斗はますます好感を持った。「わたしなんて」だとかいう無意味な謙遜をしないところがすごくいい。

「ところで、さくらさん。さっきから気になっていたのですが」

　真斗はナチュラルに名前呼びをしながら、彼女のほうに身を若干傾けた。さくらは首をかしげる。

「はい？」

「こちらの本、育児本ですよね？　赤ちゃんの育て方の本だと思うのですが」

　嫉妬の対象であるところの本を、真斗は指差した。開かれているページには、赤ん坊用の服についての解説が載っていた。本が置かれている彼女の両脚は、内勤者用の制服のスカートに覆われている。そのスカートにはシワひとつない。

「はい、そうです。赤ちゃんの服について調べているんです」

「ああ、やっぱり。もしかして、さくらさんにはお子さんがいらっしゃるのですか？」

　戸惑い気味に真斗は尋ねた。さくらからは家庭の匂いがまったくしないことから、恐らく友人へのプレゼントを選んでいるのだろうと当たりをつけての質問である。

　かくしてその予測は正しかった。さくらは首を振って、

「いえ、いません。わたしの友達が赤ちゃんを産んだので、そのプレゼントを作ろうと思って勉強していたんです」

　プレゼントを『作る』という単語に引っかかった。

「作る？　服をですか？」

「はい。このロンパースと――」

　さくらはほっそりとした白い指で、赤ん坊の衣服の写真を指さした。真斗は写真よりも彼女の指に釘づけになった。

　指の美しさもさることながら、爪は綺麗に切りそろえられ、なにも塗っていなくても桜貝のような色合いをしている。可憐すぎる。

「このスタイと、帽子を作ろうと思って」

「スタイとは、よだれかけのことを言うのですね。知りませんでした」

「はい、わたしもです」

　さくらは笑った。花のような笑顔をガン見しながら、あくまでも真斗は穏やかにほほ笑む。

「手作りするなんてすごいな。さくらさんは手芸がお得意なのですか？」

「得意というか、小さい頃からの趣味なんです。布に触るのが好きで」

「もしかすると、手芸屋さんには何時間でもいられるタイプですか？」

「当たりです！」

　さくらはさらに笑った。

「ついつい長居しちゃうんですよね。予算以上に買っちゃったりすることも多々あるんです」

「わかるな。俺は以前、営業部にいたこともあるのですが、そのときに営業で使う店を探すためにグルメ雑誌をよく買っていたんです。その流れで料理にハマって、美味しい店の本を買っては食べ歩いたり、自分で作るためにレシピ本を買ったりして。それで、いまでは本屋の料理コーナーや、雑貨店のキッチン用品コーナーに入り浸るようになったんですよ」

　仕事への取り組み方や、料理ができることなどをさりげなく入れ込みながら真斗は話した。カンのいい女性なら、これがアピールだと気づくだろう。しかしさくらはまったく気づかない様子だった。

「料理をされるんですね、すごいです」

「いえいえ、ごく簡単なものですよ。一人暮らしをしている関係上、どうしても作らざるをえないということもあります」

「そうなのですね。わたしはまだ親元にいるんです。いつかは家を出て独り立ちしないとって思っているんですけど、居心地がよくて、つい」

　真斗は優しい気持ちになってほほ笑んだ。

「ご家族ととても仲がいいのですね」

「はい、そうなんです。兄はもう家を出て一人暮らしをしているのですが、月に一回は帰ってきて、一緒にごはんを食べたりするんですよ」

　嬉しそうにさくらは言う。その笑顔、最高である。

「月に一回ですか、それはすごいな。俺のほうは三ヶ月に一度戻るか戻らないかといった感じですよ。それも、親から呼び出されて行くという感じです。自主的に帰るという機会は、そうだな、盆と正月といったところでしょうか」

「それはそれで、ご両親から自立しているという証拠だと思いますよ。わたしももう少ししっかりしないと」

　自分に言い聞かせるようにさくらは言う。真斗はさらに優しい気持ちになった。

「必要なときになったら、自然とご実家を出るようになると思いますよ。人生そんなものです。なりゆきに任せましょう」

「そうですね」

　さくらは表情をゆるめた。真斗がほんわか癒された直後、昼休みの終わりを知らせるチャイムが鳴る。心のなかで盛大に舌打ちした。

「あっ、もうこんな時間。急いで戻らなくちゃ」

　育児本を閉じて、さくらは立ち上がった。本を脇に挟んで、スカートを両手で整える。布地からすらりと伸びる、ストッキングに包まれたふくらはぎが眩しい。もちろん真斗は両脚共に目にしっかりと焼きつけておいた。

「それじゃあわたし、戻りますね」

「ああ、さくらさん。もしよければ、明日も同じ時間にここで話せませんか」

「え？」

　さくらは目を丸くした。真斗は困り顔を作る。

「実は、俺の友人にも最近子供ができたんです。今週末会いに行くのですが、プレゼントをどれにするか悩んでいて。相談に乗ってもらえると、すごく助かるのですが」

「ああ、はい、もちろん！」

　さくらはまた笑った。本当に笑顔の似合う子だ。

「ありがとう、助かります。じゃあ、明日またこの時間に会いましょう」

「はい。久我さんの開発部は西棟ですよね。わたしは東棟ですので、ここで」

　軽く手を振って、さくらは立ち去ろうとする。真斗は言った。

「そういえば、さくらさん。久我という苗字はこの会社にたくさんいますから、俺のことは真斗と呼んでくださいませんか？」

　さくらはまばたきしたのち、

「そういえば、多いですね。社長のご親族が多くいらっしゃるからでしょうか」

　と言った。親族どころか真斗は御曹司なのだが、真斗が久我のどの立場にいる人間かをさくらは聞こうとしなかった。

　人の立場をここまで気にしない人間は初めてだ。真斗は改めて新鮮さを感じた。さくらの姿がまぶしく見える。

　一方で彼女は、下の名前で呼ぶのは抵抗があるのか、困った様子を見せた。

「社内でそう呼ぶのは失礼に当たるような気がするので、それはちょっと……」

　さっきから真斗は彼女のことを『さくらさん』呼びしているのだが、そこに考えが及ばないらしい。天然が入っているのかもしれない。それもまた可愛いではないか。

「では――」

　真斗は熱情をほんの少しだけ瞳に滲ませて、さくらを見つめた。ひたむきさを声に込めながら、告げる。

「二人きりのときに、そう呼んでください」

「――――」

　さくらは頬を染めた。この露骨なアピールには、さすがの彼女も気づいたらしい。

　真斗はほほ笑んだ。

「それでは明日、楽しみにしています」

「はい……」

　真斗は踵を返した。開発部の棟に辿り着くまで、彼女の笑顔やら声音やらスカートから伸びるふくらはぎやらを無限に脳内リピートしたことは言うまでもない。

　

　

　真斗はこのときからさくらに猛アプローチを開始した。なにがなんでも彼女が欲しかった。理屈ではなく、本能の分野で真斗はさくらを欲した。

　会えば会うほどに、さくらは可憐さを増していくようだった。ただ可愛いだけではなく、芯の強さを彼女は持ち合わせていた。そのため頑固な部分もあったのだが、それもまた彼女の美点でしかなかった。

　手芸が得意で、友達のリクエストに応えてあらゆる種類の布製品を作り上げていく彼女を尊敬もした。さくらの心は優しさでできていた。時折、優しすぎる彼女が友人らに利用されて、極端に多くの布物を作らされたりしないかと心配もしたが、それは杞憂だった。さくらの友達は、彼女同様優しい人ばかりだった。類は友を呼ぶとは、まさにこのことだ。

　さくらの友人のなかに、男友達が含まれていないかを、真斗は入念に探った。幸い、さくらは女子校育ちだったため、悪い虫は一匹もついていないようだ。その代わり彼女には極度のシスコンである兄が存在するようであった。さくらと深い仲になった暁にはその男がジャマになる可能性が高かった。しかし、しょせんは血のつながった兄だ。恋敵になりようがない以上、いまのところは捨て置いて問題ないだろう。

　友人の赤ん坊へのプレゼント選び（むろん虚偽である）を口実に、昼休みに逢瀬を重ね、そのたびに自分を男として意識するようさくらを誘導した。彼女への抑えきれない恋心をベストなタイミングでアピールし、自分にときめいてもらえるよう努力を重ねた。

　さくらは男女分け隔てなく自然体で接するタイプだったが、恋愛の分野を意識すると途端にぎこちなくなった。真斗が言葉や態度で『女性としてきみが好きだ』ということを遠回しに伝えるたびに、さくらはドギマギしてしまって、うまく言葉が出なくなる様子だった。頬を赤く染めた彼女の姿はまさに眼福であった。

　さくらは男ウケするタイプだと思うのだが、これまで恋人ができたことは一度もないと言っていた。いくら女子高育ちといっても、彼女は社会人三年目である。恋人にはならないまでも、社内外の男どもにしつこく追い回された経験があってもおかしくはないだろう。

　独自の情報網を使って調べたところ、やはりさくらには隠れファンなる者たちが多数いるらしい。けれど、そいつらはさくらに手が出せないようであった。さもありなん。彼女にアプローチをかけた男は、頬をそめてうつむくさくらにとんでもなく萌えたに違いないが、そのあと、彼女から避けられるという憂き目に合うのだ。そうして彼らは脈なしと肩を落としあきらめていく。

　現に、中庭での逢瀬で、さくらが自分から赴いてくれたのは五回目からだ。それまでは、真斗が中庭で五分待ったのち、社員食堂まで迎えに行った。さくらは戸惑いながらも申し訳なさそうに「ごめんなさい……」と謝った。もちろん真斗は秒で許した。

　さくらは、真斗から異性としての好意を露骨に示されて、驚き戸惑ったのだろう。行こうかどうか迷って、結局足を向けられなかったのかもしれない。

　社会人三年目の女性として、これは精神的にあまりにも幼いし、マナーを失している。だが、彼女が中学生の頃から女子校に通っており、病的なシスコンであるところの兄に守られてきたということを考えれば、ある程度理解できる。就職した途端にいろんな男から声をかけられて、怖い思いもしたのかもしれない（そんな男どもは●ねばいい）。

　そして真斗は、恋愛分野に関するさくらの幼さをチャンスだと思った。人畜無害な顔をして、相手に気づかれない内に絡めとることは得意中の得意だからだ。

　その上、さくらへの愛情表現や褒め言葉は、計算しなくてもナチュラルにするすると出てきた。さくらはそのたびに動揺してうつむき無言になったが、真斗は引かなかった。そして「赤くなるきみも可愛いね」と本音でしかない感想を告げるのだった。

　そうして少しずつ距離を縮めていったのだが、デートに誘うまでにはなかなか至らなかった。誘っても、予定があることを理由に断られてしまうのだ。

　これは恐らく口実だ。手芸が趣味のさくらは、きっとインドア派だろう。そうそう毎週予定があるとは考えられなかった。

　それでも真斗は手応えを感じていた。さくらは少しずつこちらを意識し始めている。真斗の愛情表現に対して、最初は戸惑いばかりだったさくらに、ときめきの感情が混じり始めるようになったからだ。

　いかにして休日デートに連れ出すか算段を立てていたとき、ふとしたことで、彼女の心を真斗が確実につかんだ一瞬が訪れた。

　それは意外なところからだった。

　二十四回目の中庭デートの最中に、父親から真斗に着信があった。社長であり父である男からの電話を無視するわけにはいかない。仕方なく、真斗はさくらに断りを入れて電話に出た。

　父は本日有給を取り、母と共に叔父の家に行っているようだ。そういえば、叔母の体の調子が悪くて自宅で伏せっているからお見舞いに行くと言っていた。

　そして、病床で心身共に弱っている叔母が、真斗の声が聞きたいと言っているらしい。真斗は、電話口に出た叔母に優しく声をかけた。叔母はとても嬉しそうにしていた。

　それから母が電話口に出て、今度はいつ帰ってくるのかという話になった。真斗は五年まえから実家を出て一人暮らしをしている。母が寂しがっているようだったので、金曜に夜ごはんを食べに行くと伝えた。

　母は喜び、弾んだ声で父に『真斗、金曜にこっちに来るって』と報告していた。向こうのほうで『そうか』とこれまた嬉しそうな父の声が聞こえた。

　会話を終えて「ごめん、終わったよ」とさくらを振り返ると、なんとそこには瞳を恋の色に潤ませた彼女がいた。真斗は面食らった。

　さくらは、「ご家族に、とても優しい声でお話しされるんですね」とつぶやくように言った。「そういう人、素敵です」とも。

　来た……!!　と真斗は思った。まさか、さくらのツボが家族愛だったとはまったくの予想外だった。

　普段から、両親と親族には敬愛の念を込めることを第一義としてきたのが功を奏した。真斗は自分の味方には最大限に優しくすると決めていた。両親と叔母は確実に真斗の味方で、真斗を愛してくれている。真斗も彼らを同様に愛していた。

　真斗は、逸る動悸を抑えてほほ笑んだ。

「そうかな。普通だよ」

「それでも素敵だと思います。ご家族はみんな仲よしなんですね」

「ああ、仲はいいと思うよ。俺は両親を尊敬しているんだ。こういうことを口にするのは恥ずかしいんだけどね」

　さくらは恋心に頬を染めて笑みを浮かべた。可愛すぎて失神しそうだった。

　

　

　このときから、さくらとの距離は急速に縮まっていった。休日デートが成功したことを皮きりに真斗はアプローチをどんどんかけていき、ついに愛を告白するに至る。

　四月だった。さくらの言っていたとおり、中庭の桜は満開になり、青空を彩っていた。

「きみが好きだ」

　自分のなかにある温かな感情のすべてを込めて、真斗は告げた。

「愛してる。結婚を前提に、俺と付き合ってほしい」

　さくらは驚きの表情になったのち、泣きそうになりながらうなずいて、それから笑顔を見せた。そして、言った。

「はい。わたしもあなたが大好きです」

　真斗は昇天した。いますぐ彼女を抱き寄せてキスをしまくりたい（そのもっと先も）という衝動に駆られたが、そこをぐっと我慢した。

　真斗はさくらを怖がらせたくなかった。彼女にはずっと笑っていてほしかった。

　だから、唇へのキスは結婚式まで待ったし、セックスは新婚旅行まで耐えた。途中、我慢のしすぎで死ぬかとも思ったが、真斗は耐え抜いた。

　その一方で、結婚に至るまでの期間、さくらと過ごしていて感じたのは、彼女が純白の天使だというだけではないということだった。

　真斗と比べてさくらが純粋無垢だということは絶対的事実だったのだが（比較対象が極端すぎるということもある）、さくらもやはり大人の女性だ。それなりの処世術なり、人を見る目なり、年相応の世渡りの仕方を、彼女はちゃんと身につけていた。

　さくらは計算もするし、駆け引きめいたこともする。真斗はそれでもまったく構わなかった。なぜならさくらは、人を陥れるような権謀術数を駆使したり、自分の味方を増やすための媚びへつらいをしたりといったことは、決してしない人間だったからだ。

　さくらの精神の真んなかはピュアだが、彼女はそれを大人の処世術で包み隠していた。それに気づいたとき、真斗は感動すら覚えた。こんなにも純粋なのに、大人の賢さを兼ね備えているだなんて。等身大のさくらを知って、真斗はさらに彼女に夢中になった。

　結婚式での、ふれるだけの初キスの瞬間、自分は聖人になったのだと感じた。それほどまでに、さくらとのキスは神聖なものだった。光に包まれたチャペルで、真斗は新生児の頃以来の純粋さを獲得した。さくらといれば、自分はどこまでも綺麗になれると思った。

　しかし、その純白の心地は長くは続かなかった。新婚旅行先、南の島の初夜において、残念ながら真斗は頭のてっぺんから爪の先まで性欲でいっぱいになった。ともすれば、さくらをベッドに組み敷いて精液が枯れるまで抱き尽くすという選択肢を取ってもおかしくなかった。

　けれど、ここでも真斗は耐えた。

　初めてのさくらを優しく愛撫し、愛情に満ちた声をかけ、そして無闇に痛みを感じさせることなく大人の階段へ導いた。

　さくらは真斗を信じきっており、緊張はしていたが、素直に身を任せてくれた。

　初めて目にしたさくらの裸身は、花が匂い立つように美しかった。ゆるやかな曲線は芸術的ですらあり、白くやわらかそうな肌は、ため息が零れるほどに艶めいていた。

　この裸身を何時間でも見ていられると、真斗は思った。それほどに素晴らしかった。しかし魅惑的すぎるがゆえに、ただ見つめているだけでは耐えられなかった。

　やわらかな唇に口づけて、ふれるだけの重なりを少しずつ深くしていく。彼女の吐息が熱を帯びてきたのを見計らい、小さな口に舌を差し入れた。

　さくらはびくりと肩を跳ねさせたが、真斗は優しく彼女の髪を撫でながら、口中を舌で愛撫した。舌同士を絡ませあい、ヌチュ……とこすりつけると、気持ちよさを感じたのかさくらは小さく喘いだ。その可愛い声に真斗はこの上なく興奮したが、暴走しそうになる性欲を理性でぐっと抑え込んだ。

　さくらを怖がらせてはならない。初めての夜を、幸せいっぱいのものにしてあげたい。真斗はさくらの反応を五感で拾いながら、彼女の官能を少しずつ開いていった。

　初めて目にした彼女の胸は、こんもりと盛り上がった綺麗な形をしていた。手のひらで包んだときの感動はいまも心に残っている。唇もそうだが、さくらの体はどこもかしこもやわらかいのだ。しっとりと温かく、ふれるだけで真斗の胸は震え、そして全身を包み込まれるような安堵感に浸されるのである。

『あ……っ、ん』

　指先で乳首にふれながら、もう片方を口に含んだとき、さくらが可愛い声で啼いた。

『や……、そこ、だめぇ……っ』

　縋るような声に、体の芯がゾクゾクした。

　もっと聞きたいと思い、ピンク色の乳首を真斗は延々と弄り続けた。指で揉んだり撫で回したり、舌で包んで扱いたり、きつく吸い上げたり。

　するとさくらは、たまらないと言ったように悶え喘いだ。キュッと摘みながらもう片方を甘噛みしたとき、小鳥みたいに鳴きながらさくらは達した。

　なんて感じやすい体だ。真斗は感動し、顔を上げてさくらを見下ろした。生まれて初めての絶頂に、さくらは怯えて戸惑っている様子だった。顔を真っ赤にして息を乱している。

『だめ……真斗さん』

　小さくかすれる声でさくらは言った。

『見ないで……』

　羞恥と戸惑いに満ち、けれど快感に潤んだ瞳をまえにして、真斗は己の理性がブツリと切れる音を聞いた。

　――だめだ。こらえろ。

　切れた理性を、鋼鉄の意思で必死に結び直す。そうして真斗は、さくらに優しく口づけた。

『そんなことを言わないで。可愛いきみを、もっと見せてくれ』

　ささやいて、もう一度口づける。やがてさくらは体から力を抜き、真斗の愛撫にふたたび感じ始めた。

　真斗はさくらの媚肉にふれた。そのときさくらは若干の抵抗を示した。その抵抗を、真斗は乳房への愛撫と唇への口づけによって溶かしていった。

　彼女の秘所はふれるまえからすでに濡れていた。潤んだ粘膜は思いのほか熱く、さくらがひどく感じていることを知って、真斗をふたたび感動させた。

　怯える彼女をなだめるように、割れ目をゆっくりと撫でていく。さくらは快感の滲む声を上げたり、腰を震わせたりして、少しずつ真斗の指を受け入れてくれた。上のほうにある可愛い粒を指で転がすと、さくらはひどく感じて逃げようとする。真斗は自分の体でやわらかく彼女を押さえつけ、さらなる愛撫を与え続けた。

　狭隘な蜜孔に指を差し入れたとき、さくらは真斗にしがみついて震えた。その仕草が愛しくて、真斗は彼女の髪に何度も熱く口づけた。そうしながら、指を静かに沈めていった。

　真斗の指を押し返さんとするほどに狭く締まった蜜孔は、指の腹で撫でさするたびにさくらに大きな快感を与えているようだった。指を根元まで埋めたのち、抜き差しをくり返しながら外側の粒を親指で弄ると、さくらはひどく感じて悶えた。淫粒に細かく振動を与えながら、恥骨の裏側をヌチュヌチュとこすり立てると、さくらは足先まで力を込めるようにして達した。

　乱れきった彼女の姿と、指を締めつけてくる膣肉の圧迫感に、真斗はこの上なく煽られた。早く挿れたい。下半身ははちきれんばかりになっていた。さくらのなかにねじ込んで、何度も突き上げて、己の快感を追いかけたい。そうして蜜肉のなかで果て、彼女を思いきり抱きしめたい。

　しかし真斗はこの段階でも我慢した。理性の手綱を決して放さず、たださくらを思いやり、優しい愛撫で快感を高めさせた。

『っあ、ぁああん……！』

　乳首を舐めながら、淫粒を押しつぶして蜜壁を撫で回すと、さくらはまた達した。息を熱く乱し、潤んだ瞳で見上げてくる彼女を、この上なく愛しく感じながら、真斗は彼女の両脚を割開いていく。

　ずいぶんまえからすでにいきり立っていた肉棒を、潤んだ割れ目に密着させる。上下に滑らせると、グチュ……とみだらな水音が立った。愛しい女性の陰部に欲望をこすりつける快感は、途方もないものだった。真斗は熱い息をついた。いまからここに挿れるのだと思うと、鳥肌が立つほど興奮した。

　しかし、体を硬く強ばらせたさくらを見て、真斗は暴走しそうになる興奮を抑え込んだ。このときのさくらの怯えは、これまでで最大級のものだった。真斗はさくらの恐怖を取り除くために、頬や唇にキスの雨を降らせ、まろやかな乳房を優しく愛撫した。

『どうしようか？』

　劣情にかすれた声で、真斗は聞いた。もう我慢が効かないほどにふくれ上がった欲望を、押さえつけるのに必死だった。

　潤んだ可愛い瞳が、問いかけるようにこちらを見る。真斗は再度聞いた。

『このまま……きみのなかに入ってもいい？　それとも、付けたほうがいいかな』

　サイドテーブルにある避妊具に、真斗は目を一度向けた。さくらはハッとした表情になったのち、頬を染めて、うつむくように言った。

『そのまま……、きてください』

　この瞬間、真斗は死んでもいいと思った。それほどまでに、さくらは可愛すぎた。

　そんな真斗に、さくらは追い討ちをかけてきた。

『そのままで大丈夫。だってわたしたちは、夫婦でしょう？』

『…………っ』

　不覚にも、真斗はこのとき泣きそうになった。

　しかし、守るべき愛する妻に泣き顔など見せられない。余裕を装い、『挿れるよ』とささやいた。さくらがうなずくのを確認し、ゆっくりと腰を押し進め始める。未通の隘路を、いささか大きすぎる己自身でじっくりと割り開いていった。

『ひ、ぁ……っ、あ、あ……！』

　ビクビクと震えるさくらの、しっとりと汗ばんだ髪を真斗は撫でた。きつく締めつけてくる蜜肉の快感に、目眩さえしていた。

『……っ、大丈夫か、さくら？』

『ん……、だいじょう、ぶ……、っあ、ああ……』

　それほど痛みは感じていないようで、真斗は安堵した。痛みよりも快感のほうが勝まさっている様子だった。

　一方で真斗自身は、快感が勝っているというレベルでは到底なかった。うねるように締めつけてくる膣壁が、恐ろしいほどの気持ちよさを怒涛のように流し込んでくるのだからたまらない。思うさまに腰を振り立てて快感を得たい衝動に駆られたが、真斗は耐えに耐えた。奥歯を噛み締め、さくらに痛みを与えないよう最大限注意しながら、雄茎をゆっくりと埋め込んでいった。

　やがて最奥にたどり着き、先端で子宮の底を刺激すると、さくらは高い声で啼いた。同時に膣肉がキュウっと締めつけてきたので、真斗は低くうめいた。

　気持ちがよすぎた。恐ろしいほどの快感が全身に満ちあふれていた。もっと欲しいという焦燥感に駆られ、腰を引き、また押し入った。それをくり返しながら、彼女の唇を貪った。乳房を揉みしだいて、乳首を嬲った。

　さくらは大きな快感を得ている様子で、悶え啼いた。そのたびに膣肉がきつく締まり、真斗を扱くように蠢いて、目もくらむほどの快感を真斗に与えてくる。

『真斗、さん……、真斗さん……っ！』

　健気な声で呼ぶのが、この上なく愛しかった。しがみついてくる腕も、真斗の胸板につぶれる乳房のやわらかさも。

　激しく腰を動かして、ぬめる蜜孔を貫きながら、彼女は俺が守るのだと真斗は感じた。彼女は俺のもので、俺は彼女のものだ。この快感も、この幸福も、さくらの笑顔も、二人の歩む道も、すべて俺が守っていくのだと。

『っあ、あぁあああ……っ！』

　最奥まで貫き、子宮の入り口を叩いたとき、さくらは大きく達した。膣肉にこれ以上ないほど食い絞められて、真斗もまた絶頂に駆け上がる。熱い体内で吐精した瞬間、真斗の視界は真っ白に染まった。腕のなかにさくらを強く抱きしめて、欲望を出しきるまで腰を動かした。

『さくら――、さくら……っ』

　すべて絞り出し、それから真斗は彼女の体内から己を抜き取った。さくらはぐったりと脱力していて、真斗に体を預けていた。

　かつてないほどの愛しさが込み上げてきて、真斗はさくらに口づけた。

　きみを愛してる。

　口づけながら、心に染み入るように感じた言葉を、次の瞬間さくらは口にした。

『愛してる、真斗さん……。大好き』

　ああ、さくらはどれだけ俺を夢中にさせれば気が済むのだろう。

『俺も愛してるよ――心から』

　熱い想いで告げながら、真斗はさくらを抱きしめた。夫婦の愛は初夜を経てさらに深まり、新婚旅行のあいだ中、真斗はさくらにどっぷり浸ひたりきった。

　幸せな時間はあっというまに過ぎ、真斗たちは帰国した。以降、愛の巣でさくらと蜜月を過ごし、いまに至る。

　この半年間、さくらへの愛は少しも小さくなっていない。むしろ、毎時毎秒大きくなっているくらいだ。

　夜の生活は、行為にさくらが慣れていくごとに激しさを増していった。計算してそうしたのではなく、こちらのブレーキが少しずつ効かなくなってきたのだ。

　恋愛方面で幼かったさくらは、その反面、こちらの性欲を無意識に煽るような性質があった。体つきは小柄ながら、胸にはまろやかな量感があり（しかも日に日に大きくなっている）、腰はきゅっと締まっていた。脚はほっそりしていたが、お尻は丸く盛り上がって揉み応えがある。肌は色白で、しっとりとした触り心地をしており、なにより感じやすかった。

　さくらが官能的なのは、体つきだけではない。ひどく感じやすいせいで、指を挿れただけですぐに達してしまう。気分が盛り上がっているときなどは、いやらしいキスをしただけでイってしまうこともあった。恥じらいが大きいせいで言葉攻めにもすこぶる弱い。羞恥に頬を染め、快感に瞳を潤ませながら、「もっとして」と懇願してくる様は激烈に可愛かった。

　愛妻のみだらなおねだりをまえにすると、真斗は我を忘れてしまう。回数がついつい多くなってしまうのはこのせいでもある。

　真斗は自分が性に淡白なタイプだといまでも思っているし、いくらさくらに性欲お化けと呼ばれてもいまいちピンとこない。真斗の強い欲求は、さくらにしか現れないからだ。愛する妻限定なのである。

　さくらには何度もそう説明しているのだが、なかなか信じてもらえない。悲しい。

　さて、それにしても。

　真斗はしばし考え込んだ。時間は夜六時半、『愛妻の時間』による定時退社を経て、目のまえには愛の巣であるところのマンションがそびえている。

　セックスは週二回、と宣った我が妻は、今夜もそれを遂行しようとするだろう。つまり、夜ごはんを食べてお風呂に入ったらミシン部屋に直行し、寝るまで仕事に勤しむということだ。

　さくらの仕事に嫉妬し、さくらを見たとたんに欲情してしまう真斗からすれば、そのようなことを許すわけにはいかない。それに、彼女の体が心配だということも本当だった。根を詰めすぎて無理をしているのは明白である。あれでは早晩体を壊すだろう。

　心配と嫉妬と性欲が混ぜ合わさっているような精神状態に真斗はあった。だからこそ、さくらがさっさとミシン部屋に引っ込む事態を看過するわけにはいかない。

　さくらだって、真斗との愛の時間を過ごしたいはずだ。それは昨夜証明されている。

　彼女には申し訳ないが、セックスという名の愛の運動をして、今夜もぐっすり眠ってもらおう。それが続いて納期がどうにも間に合わないということになれば、さくらも受注数を減らすという選択を取らざるを得ないはずだ。

　よし。今夜もシよう。

　真斗は決意を固めて、エレベーターのボタンを押した。

　

　

「おかえりなさい、真斗さん！　夜ごはんできてるよ」

　扉を開けると、愛しの妻が可愛い笑顔で出迎えてくれた。ああ、幸せすぎる。

「ただいま、さくら」

　真斗はエプロン姿の愛妻を抱き寄せて、頬と唇にキスをした。夕食より先に、さくらを食べたいと思った。

　さくらの装いは今日も最高だった。やわらかな黄色の膝丈ワンピに、生成りのエプロンを身につけている。すんなりと伸びるふくらはぎは、家のなかだからか素脚だ。ほかの男どもには見せたくないが、家のなかで自分だけが見られる環境なら大歓迎である。

　さくらは嬉しそうに言った。

「今日買い物に行ったら、美味しそうなワインがあったの。つい買っちゃった」

「へえ、ワインか。珍しいね」

　なるほど、そういうことか。さくらと共にダイニングに行きながら、真斗は口端に笑みを滲ませる。

　真斗はアルコールがあまり得意ではない。さくらもそこまで飲めるほうではないから、夕食に酒類が並ぶことはほとんどなかった。

　俺を酒で潰して、仕事時間を確保するつもりだな。

　実に可愛らしい一手である。この作戦を一生懸命考えたさくらを想像して、真斗はほほ笑んだ。

　彼女には申し訳ないが、この罠に嵌めるには相手が悪い。なにせ、対象はこの俺なのだ。

「ああ赤ワインか、美味しそうだね。たまには飲もうかな」

「真斗さん、飲めそうなの？」

　自分で罠を仕かけておいて、さくらはうろたえたようだった。恐らく、真斗が『俺はやめておくよ』と言うと思っていたのだろう。なんとか丸め込んで飲ませるための文言をいろいろ考えていたに違いない。

　真斗はスーツの上着を脱ぎつつうなずいた。

「ああ、もちろん。せっかくさくらが買ってきてくれたんだしね」

　テーブルに用意されている料理は、牛肉のグリルとバケット、生ハムとブルーチーズのサラダである。ワインにぴったりのメニューだ。

　妻を愛する男としては、さくらの用意した料理を辞退するなど言語道断である。赤ワインのための料理なのだから、赤ワインを嗜むのは当然だ。妻の策に正面から受けて立ちたいという思い以上に、さくら作のワイン料理を真斗は純粋に楽しみたかった。

　別室で部屋着に着替えて、機嫌よくテーブルにつく。正面に腰かけたさくらと、ワイングラスを持ち上げて乾杯した。

　早速ワインを口に含むと、さくらが心配そうな顔になった。

「本当に大丈夫？　無理して飲まないでね。いや、飲んでほしいのは山々なんだけど」

　策にあっさり嵌まった夫を、逆に心配してくれる妻を真斗は愛しく思った。優しいな、さくらは。

　これからどうなるかも知らないで。

「たまには酔っ払ってもいいかなと思ってさ。明日は大した仕事を入れていないし、多少頭がぼーっとしても平気だよ」

　あっというまに飲み干して、二杯目を手酌した。さくらは慌てる。

「ペース早くない？」

「そう？　マナー違反かな」

「家だからそんなの気にしなくてもいいけど……大丈夫なの？」

「ちょっと頭がフラフラしてきたかもしれない」

　それは事実だった。真斗はアルコールに弱いのだ。ただし、それは体の運動機能に支障をきたす類のものではない。だから足元がふらついたりはしない。真斗は少々特殊な酔い方をするのである。

　真斗は愛妻の手料理を堪能した。そして二杯目も堪能した。結果、立派に酔っ払った。

　さくらも食べ終わったようだ。ワインは一杯にとどめたらしい。こちらの様子を窺うように見つめてくる。

「真斗さん、顔色あんまり変わらないね」

「ああ、俺はそういうタイプみたいなんだ」

「本当に酔ってるの？　滑舌もしっかりしてるし、酔ってるように見えないよ」

「酔ってるよ」

　さくらは怪訝な顔になったが、夫の言うことを信じたようだ。立ち上がり、カラになった皿をまとめていく。それをシンクに持っていきながら、さりげなさを装って真斗に告げた。

「酔ったのなら、早めにお風呂に入って寝たら？」

「今夜はまだ寝られそうにないな」

　声に劣情が混じってしまったのは、もうどうしようもない。

　ワインをひと口飲んだそのときから、真斗の体は熱く滾ってしまっている。

　なにしろ、食事をしているときのさくらは官能的だ。赤い唇が艶めかしく濡れているし、アルコールによって瞳がほんのり潤み、頬と耳朶に赤みが差している。嚥下するときの、喉の動きもたまらない。それに、グラスを持ち上げる指のなんと細く白いことか。

　食事とセックスはつながっているという話は、実に的を射ている。さくらにその気はなくても、食事のあいだ中彼女は確実に真斗の情欲を煽っているのだ。

「でも、明日の仕事に差し支えたらいけないでしょう？」

　カウンターキッチンから真斗の様子を見ながら、さくらが言った。真斗は残りの皿を持ってそちらに行き、シンクに置く。

「差し支えるようなことはないよ。翌日まで残るような体質じゃないんだ」

　真斗のすぐ隣で、さくらは水道水を出した。スポンジを手に取って、皿に滑らせていく。

「……なら、いいんだけど。でもわたしも、仕事しなくちゃいけないし。今夜は早めに」

　さくらの声が途ぎれた。真斗が口づけたからだ。小さな顎をつかんで、強引に。

「んん……ッ」

　水滴が飛んで、真斗の頬に当たる。スポンジが床に転がった。水道水が出しっぱなしだ。そんなことおかまいなしに、真斗はさくらの唇を貪っていく。

　さくらはとっさに抵抗した。真斗は、シンクの縁にさくらを押しつけるようにして動きを封じる。深く口づけ、舌をねじ込み、熱く濡れた口腔内を思うさまに蹂躙した。彼女の唾液が甘すぎて、脳髄がクラクラする。

「はぁ……ッ、さくら……っ」

「ぅん……ッ、まなと、さ……、待っ……」

　何度も角度を変えて味わい、舌で舌を絡めとってきつくこすり合わせた。グチュ、ヌチュ、といやらしい水音が、水道の音の隙間から聞こえてくる。

　最初は抵抗していたさくらも、激しいキスにやがてとろけていった。真斗に縋りつくように、細い指がＴシャツをつかんでいる。その姿に真斗はさらに欲情した。

　下半身は当然硬くなっている。ワンピース越しにそれを擦りつけながら、手でスカートをたくし上げた。さくらはびくんと体を震わせた。

「ま、真斗さん……っ」

「もう我慢できない。挿れさせて、さくら」

　熱く息を乱しながら、真斗は強引にさくらのショーツを下げた。両脚のあいだに手をねじ込み、指で割れ目を上下にこする。

「っや、ぁあん……っ！」

「もう濡れてるじゃないか」

　さくらの耳を甘噛みする。耳殻を舐めながら、媚肉をグジュグジュと指で嬲った。愛液は真斗がふれるまえから滲んでいて、真斗の手淫にさくらはひどく感じている様子だった。

「ア、ぁあ……っん、そこ、だめぇ……っ」

「いつからこんなに濡らしていたの？」

「だ……って、真斗さんが、あんなキスするから……っ。ん、ひぁ……っ」

「キスをしたから濡れたの？　俺はもっとまえから興奮していたよ。一杯めのワインを飲んだときくらいからかな」

「な、なんで……っ、お酒には弱いって、言ってたのに」

　陰核を指で摘まんだ。コリコリと揉むと、さくらが啼き声を上げる。

「やぁぁ……っ、ア、気持ちイ……っ」

「酒を飲むと弱くなるのは本当だよ。ただし、弱くなるのは理性だけだ。逆に性欲は強くなる」

「な、なにそれ……っ、ひ、だめ、剥かないで……っ！」

　真斗は淫粒の皮膜を剥き上げた。神経の塊のように感じやすい箇所を、容赦なくヌチュヌチュと嬲っていく。愛液がしとどにあふれて、真斗の手首まで濡らしていく。

「あ、ああぁ……ッ！」

「俺が弱いと知っていて酒を飲ませたのはさくらじゃないか」

　アルコールで頭のなかが霞がかり、強い情欲に支配されていく。目のまえでいやらしく喘ぐこの女が欲しいとしか、考えられなくなる。

　片腕でさくらを軽く抱き上げて、シンクの縁に乗り上げさせた。陰核を弄り続けながら、真斗は自身のスウェットパンツから滾りきった己自身を取り出し、蜜口にあてがう。

「ま、待って、まだ――」

「ごめん、指で馴らしてる余裕がない。でもこれだけ濡れていれば充分だろ？」

　真斗の亀頭を押しつけられた蜜口は、肉棒を呑み込もうとするようにヒクついている。そのみだらな動きは、確実にこちらを誘っていた。

「さくらのココも、俺を欲しいって言ってる――」

「ん、あ、ぁ……ッ」

　濡れた媚肉の割れ目に沿って、亀頭をヌチュ……と上下させていく。ふくらみきった陰核は、指で弄り続けている。さくらはひどく感じた様子で、腰をくねらせた。

「ひぅ、ん……ッ、真斗さ……っ、ぁあん……っ！」

「好きだよ、さくら……っ」

　狂おしい想いで告げて、真斗はさくらをひと息に貫いた。

「ぁあああっ！」

　びくんとさくらが背をしならせた。きつく抱きすくめて、最奥を抉る。ぎゅうぎゅうと肉棒を締めつけてくる膣の動きがたまらなかった。もっと欲しい。衝動に突き動かされて、何度も腰を打ちつけた。

「く……ッ、は、さくら、すごくイイ……！　もっと奥にいかせてくれ……！」

「っあ、真斗さん……っ、ひぁ、ァああっ、そこ、すごい……っ、気持ちいい……ッ」

　さくらはすっかり感じ入り、真斗の首元にしがみつくようにして、激しい突き上げを享受していた。真斗は挿れたままさくらの両脚を押し開き、下半身をさらに密着させて、深いところまで貫いていく。

「あああ……っ、奥、深い……っ！」

　密着したため、腫れ上がった淫粒が真斗の下腹にこすれた。グリグリと押しつけながら子宮膜を小刻みに振動させると、ひどく感じるのかさくらは高く喘ぐ。同時に膣肉が蠢動して真斗を食い締めた。

「は……ッ、く、さくら……っ」

「あ、あ、あ……ッ、当たる、たくさん当たってるの……っ、だめ、だめぇ……ッ」

「っ、もう、イきそうなんだろう？　イっていいよ、俺も、すぐに……っ」

「うそ、嘘つき……っ。イったって、真斗さんは、すぐに復活するじゃない……！」

　泣き声で訴えるさくらの、なんと可愛いことか。真斗の胸がときめきで締めつけられて、同時に性器がさらにふくれて硬くなった。さくらはぎょっとしたような顔になる。

「お、大きくなった……！」

「さくらが可愛すぎるのが悪いんだよ」

「や、待って、待っ――、あ、そんなにこすったら……、ひぁ、あぁぁん……!!」

　激しく腰を動かして、真斗はさくらをガツガツと貪った。文字どおり理性が壊れた状態だった。

　グシュグシュと水音が立ち、途方もない快感の波に全神経が呑み込まれた。さくらのワンピースの胸元をもどかしくずり下げたら、ボタンが飛んでしまった。構わずブラを引き下げ、まろびでた豊かな乳房を揉みしだく。ピンと立った乳首を指で摘まんで扱くと、さくらの膣肉が歓喜に震えて、絶頂に達したのがわかった。

「あああぁっ」

　この上ないほどの強い締めつけを受けて、真斗は奥歯を噛み締める。最奥に打ちつけて、欲望を発散した。ドクドクと大量に出た精液が、さくらのなかに満ちていく。真斗の全身も熱で満ちて、全能感に包まれた。

「さくら……」

　手のひらで包んだ乳房をゆるく揉みながら、真斗はさくらの唇を求めた。甘くてやわらかな唇を得て、真斗はこのまま死んでもいいとさえ思った。

「ん……、まなと、さ……」

「可愛い。可愛いよ、さくら――」

　甘くささやきながら、何度もキスをする。胸はやわらかく揉み続けていた。手のひらからこぼれ落ちそうなほどの量感が気持ちいい。

　ああ。まだ抜きたくない。ひと晩中、膣肉のなかに埋めていたい。

「愛してる。きみは俺だけのものだよ、さくら」

「わたし、も……真斗さんが大好き……」

　朦朧とした意識でさくらは告げる。その言葉がなによりも嬉しかった。

「俺だけを見て、さくら。ずっと、俺を。俺だけを」

「うん……見てる。真斗さんだけ……」

「今日は仕事しないで、俺との時間を過ごして。さくらが足りないんだ。もっときみを抱きたい――」

　真斗は赤い乳首に口づけた。さくらの肩がピクンと動き、膣肉が蠢く。

　口に含んで舌で転がすと、儚い喘ぎ声がこぼれ出た。

「あッ、……ん、気持ち、いい……」

「もっとたくさんしてあげる」

　もう片方の乳首を指で弄りながら、真斗はささやいた。

「乳首だけじゃなくて、さくらのいやらしい粒やナカを舌で弄ってあげるよ。舐めて、吸って、ねじ込んで、たくさん感じさせてあげる。ベッドの上で、ひと晩中」

「ん……っ、して、たくさん、して……、気持ちよくして……」

　やはりさくらは可愛い。最高だ。

　たくましく再起した欲望を、真斗は彼女のなかから抜き取った。そのまま横抱きにして、ベッドルームに向かう。

　そして宣言どおり、ひと晩中愛妻を可愛がり尽くしたのだった。







４　兄、襲来








　翌日は火曜日だった。

　さくらは昼過ぎに目を覚ました。眠い目をこすりながらリビングに行くと、朝の家事が完了した風景がさくらを迎えた。ダイニングテーブルには、ラップをかけられたサンドイッチが置かれている。ブランチにどうぞ、という夫からの優しさだろう。

　さくらはため息をつきつつ椅子に座った。ラップを剥がして、サンドイッチをかじる。これはハム玉子だ。マスタードが効いていて美味しい。

　美味しいのだが。

　結局昨夜は作業が一ミリも進まなかった。その上、昼過ぎまで眠りこけてしまった。作業工程は遅れに遅れている。これが続けば、友人たちにいくら仕事を振り分けても追いつかない。

　やはり、真斗相手に夜の回数を減らしてもらおうとするなんて無謀だったのかもしれない。真斗にズルいところは多々あるし、責めたいこともたくさんあるのだが、けれど結局、気持ちよさに流されてしまう自分にも原因があるのだ。

　意思が弱い、仕事に対する責任感が薄い。誰もがさくらにそう指摘するだろう。しかし、真斗の猛攻から逃げきれる女子が、この世界にいったい何人いるだろうか。

　さくらはあきらめの境地でサンドイッチを頬張った。食べ終わったらすぐに作業を開始しよう。

　きっと今夜も真斗はえっちにもつれ込もうとしてくるだろう。真斗はさくらの仕事にやきもちをやいているし、さくらを抱きたくてしかたないと思っているし、さくらの健康を心配している。夜の動機はトリプルでマックスの状態だ。彼の性技にとことん弱いさくらに、対抗する術はない。

　ここはもう白旗を上げて、真斗の要求を飲むしかないのかもしれない。受注数を三分の一に減らすというアレだ。

　確かに、それだけ減らせば体と心はとても楽になる。身入りは相当減るが、それでも会社員時代の給料よりは多いくらいだ。経済的に、真斗に全面的に寄りかかりたくないというさくらの希望は叶えられる。

　減らそうかな。受注数。

　弱々しく決意しようとしたときである。さくらのスマホが鳴った。

　手にとってタップしてみると、兄からメッセージが入っていた。有河涼りょう、さくらの実兄である。

『さくらのマンションの近くで、今夜飲み会があるんだ。帰りが遅くなりそうだから、そっちに泊まらせてもらってもいいか？』

　文面を読んで、さくらはまばたきをした。珍しい。夜の時間帯に、兄がこの家に来たがるなんて。

　悲しいことに、兄と真斗は折り合いが悪い。だから、お互いにできる限り顔を合わせないようにしている様子なのだ。

　それなのに、真斗が在宅している夜の時間帯に来ようとするなんて、本当に珍しかった。初めてのことではないだろうか。しかも、宿泊希望である。

　兄・有河涼は三十二歳の弁護士だ。事務所に所属しており、交代制勤務のため平日が休みのときもある。きっと明日は休日で、だからこそ遅くまで飲んでも大丈夫なのだろう。

　兄とは二ヶ月ほど会っていなかった。メールや電話などはよくしているが（さくらはお兄ちゃん子である）、実際に顔を合わせるのはひさしぶりだ。

　会いたいと思ったが、さくらは断ることにした。兄には申し訳ないが、仕方がない。涼と真斗は仲がよくないということもあるし、加えて仕事が立て込んでいるからだ。顔を合わせれば水面下で戦い始める涼と真斗に、さくらはいつも胸を痛めていた。ただでさえ仕事で悩んでいるのに、兄と夫の不仲を思い煩う余裕はないのである。

　断りのメッセージを返そうとして、さくらはふと思いとどまった。もしかしたら、これは一大チャンスなのかもしれない。

　なぜなら、いくら真斗といえど、義兄が来ているときにコトに及ぼうとはしてこないだろうと予測できるからだ。

　そうすれば夜も作業に没頭できる。午前〇時までに寝れば翌朝はスッキリ目覚めて、午前中を丸々仕事に費やせるだろう。

　涼は、さくらのことをいつも応援してくれる優しい兄だ。さくらが仕事をしたいから作業部屋にこもっていてもいいかと聞けば、二つ返事でＯＫしてくれるだろう。

　涼とは久しぶりの再会だ。話したいことは山ほどある。けれどここはぐっと我慢だ。

　さくらと涼は共働き家庭に育った。だからさくらにとって、涼は親代わりだった。歳の離れた兄は、「お兄ちゃん、お兄ちゃん」とまとわりつく妹に嫌な顔一つせず、甲斐甲斐しく面倒を見てくれて、とても可愛がってくれた。だからさくらは涼のことが大好きなのである。

　さくらは涼宛てに、

『もちろんオッケーだよ。会えるの楽しみにしてるね』

　と返信した。お礼を伝えるスタンプが送られて来て、さくらはほほ笑んだ。兄の宿泊は真斗の攻勢を阻むための一手だが、やはり会えるのは嬉しいのだ。

　さくらは真斗にもメッセージを送った。『お兄ちゃんが今日泊まることになったけど、大丈夫だよね？』と、半ば決定事項のような文面である。

　普段のさくらであれば、まずは真斗に了解をとってから、客人を家に招き入れる。ここは真斗の家でもあるし、真斗にも都合があるからだ。

　けれど、今回はそうしなかった。これはさくらからの防御線でもある。『お兄ちゃんが来るから、今夜のえっちはナシだよ』という裏メッセージだ。察しのいい真斗はちゃんと気づくだろう。

　今夜こそ、仕事に没頭できそうだ。翌朝早くに起きられるだろうから、午前中も仕事に費やせる。

　さくらは立ち上がり、軽い足取りで作業部屋に向かった。

　

　

　同時時刻、久我エレクトロニクス本社の社員食堂にて。

　愛妻からメッセージを受け取った真斗は、文面に目を落とした瞬間に舌打ちした。すると、目のまえで蕎麦をすすっていた部下（白しら井い・二十五歳独身）がビクッとなった。

「お、俺、なんかしました？」

「え？　ああいや、違うよ。こっちの話」

　真斗は速やかに平常心を取り戻し、笑顔を装着した。白井はほっとした顔になる。

「ああ、びっくりした。部長がいきなり殺気立ったから、俺がなにかやらかしたかと思いましたよ」

「殺気って、大げさだな」

　真斗は軽く笑って流した。しかし、胸の内はザワついている状態である。

　さくらとの愛の巣に、義あ兄にがくる。しかも一泊する。

　最悪の事態だ。

　なぜなら、真斗と義兄はとんでもなく相性が悪いからである。

　とにかくあの義兄は食えない。その上、重度のシスコンときている。

　シスコン。そう、シスコンである。義兄・有河涼は、さくらを心の底から愛している。それは親愛の情であり、禁断の愛というわけではないようだった。が、だからこそ厄介である。涼がさくらを愛するのは正当なことだからだ。そのため、「さくらに近づくな」と涼を制することが極端に難しいのである。

　さくらに恋をする男どもに対しては、夫の名の下に完全成敗してやるのだが、親愛の情を前面に出してくる義兄を成敗するわけにはいかない。

　有川涼は過保護であり、過干渉でもある。普通であれば、そういった兄を妹は煙たがるはずだ。けれど涼は、そのあたりの押し引きが非常に巧い。妹に煙たがられずに、過保護かつ過干渉な行為をやってのけ、その上で非常に慕われ、大きな信頼を得ている。

　ゆえに、真斗は涼にこの上なく嫉妬していた。そして涼は、さくらに関することすべてに対して、真斗にマウントを取ってくるのである。実に許しがたい。

　そんな義兄が、今晩泊まりに来るだと？

　さくらの性格上、仲の悪い夫と兄を一つ屋根の下に泊まらせるなど、避けたい事態に違いない。けれどそれをあえて強行しようとしてきたということは、なんらかの思惑があるはずだ。

　真斗に抱かれず、仕事に集中する。

　これがさくらの目的だろう。

　今回こそは、真斗も引き下がるしかなさそうだった。義兄の――しかも超がつくほどのシスコンの――いる家のなかでコトに及ぶようなことは、さすがにできない。飲み会で遅くなるということだから、それまでに愛し合えば問題ないかもしれないが、あの義兄のことだ。「飲み会が中止になった」などと言って、いきなり訪ねてくることも容易に予想できる。奴は、さくらに会うことが三度の飯より好きなのだ。

「どうしたんですか、部長。ぼーっとして」

　白井の声に、真斗は我に返った。

「ああ、ごめん。どうやら今日、妻の兄がうちに泊まるらしくって。義兄の好物でも買って帰ろうかなと思ってたんだよ」

「奥さんのお兄さん……、ああ、結婚式で見たことがあります。すっごいイケメンのお兄さんですよね。背が高くて、しかも弁護士の！」

「そう。よく覚えてたな」

「一度見たら忘れられませんよ、あの男前っぷりですもん」

　真斗はほほ笑んだ。俺の部下まで誑し込むなんて、実に忌々しい義兄だ。

「部長とお兄さんが並んで握手したとき、招待客の女性たちから歓声が上がってましたよ。絵になりまくりでスゴかったっす」

「はは。あのときは、互いに万力で握り込んでいたんだけどね」

「え？」

「いや、なんでもないよ。――時間だ。そろそろ戻ろうか」

　元気に返事をして白井は立ち上がる。腰を上げながら、真斗は今夜のことを思って心のなかでため息をついた。

　

　

「おかえりなさい、真斗さん」

「ただいま、さくら」

　エプロン姿のさくらが夫を出迎えると、彼はいつものようにさくらを抱き寄せキスをした。

　よかった、怒っていないみたい。

　さくらはほっとして、真斗を見上げた。

「お兄ちゃんのこと、勝手に約束してしまってごめんね」

「構わないよ。俺も久々にお義に兄いさんにお会いしたいと思っていたしね」

　廊下を進みながら言う。さくらは疑いのまなざしを向けてきた。

「それ、本心から言ってる？」

「もちろんだよ」

　真斗はさわやかに笑った。

　ダイニングでは夕食の準備が進みつつあった。今夜は豚の角煮だ。さくらは皿に取り分け、サラダを盛りつけていく。

　真斗は別室に行き、スーツから着替えて出てきた。いつもは部屋着姿になるのだが、今日は白シャツにグレイのパンツを身につけている。兄が来るからだろう。さくらは慌てて告げた。

「ごめん、真斗さん。いつもの部屋着でいいよ。お兄ちゃんが来るのは早くても十一時以降だと思う。最終バスがなくなる時間って言ってたから、真斗さんは先にお風呂入って寝ててもいいくらいだよ」

「いや、俺の予想では早くて七時、どんなに遅くても九時にはここに到着するはずだ」

　真斗の言葉は妙に確信めいていた。そんなに早いはずないと思うのだが、真斗と涼は考え方や行動に似通ったところがある（本人たちに言えば猛反論してくるだろうが）。だから、真斗が早い時間を予想したということは、実際に涼がそうしてくる可能性が高いのだ。

　果たして、夜の七時。

　夕食を食べ終え、真斗が皿洗いを、さくらがテーブル拭きをしていたとき、さくらのスマホが鳴った。見てみると、涼からのメッセージが来ている。曰く、『飲み会が早めに終わったから、いまからお邪魔してもいいかな？』

　さくらはびっくりした。真斗の予想どおりの時間だ。

　やはり涼と真斗にはどこか通ずるところがあるらしい。類友というやつだろうか。本人たちは決して認めないだろうが。

　真斗に報告すると、彼は肩をすくめた。

「やっぱりね。いいよ、ちょうど俺たちも夕食を食べ終わったところだし」

　さくらはせっせと了承の返信を送った。すると十五分後、インターホンが鳴った。

　兄と会うのはひさしぶりだ。さくらが扉を開けて出迎えると、スーツ姿の兄が笑顔を見せた。

「二ヶ月ぶりだな、さくら。元気にしてたか？」

「うん、元気だよ。お兄ちゃんは？」

　久々の再会にさくらは浮き足だった。招き入れながら、兄を見上げる。

　身長はちょうど真斗と同じくらいだろうか。たくましく鍛え上げられた体格も似通っている。顔立ちはどちらもイケメンだが、真斗のほうがスッキリした印象だ。涼はやや彫りが深い。

「もちろん元気だよ。俺はめったに風邪引かないからな。知ってるだろ？」

　涼はさくらの頭をくしゃくしゃと撫でてくる。昔からの彼のクセだ。

　さくらはこの大きな手が好きだった。涼はこの手でいつもさくらを守ってくれた。留守がちだった両親の代わりにごはんを作ってくれたのも、この手だった。親を恋しがってしょんぼりしていると、折り紙をして楽しませてくれたり、人形遊びをしてくれたりもした。

　さくらは笑った。

「うん、知ってる。お兄ちゃんは昔から丈夫だもんね。でも、一人暮らしをし始めてから外食が増えてるでしょ？　栄養のあるものをちゃんと食べなくちゃダメだよ」

「さくらには敵わないな。ああ、わかった。食生活はちゃんとするよ」

「よろしい！」

　冗談めかしてさくらが言うと、涼は愛しげにこちらを見つめてきた。

「そういうさくらこそ、ちゃんと料理できているのか？　チェックしてやるから、近いうちに俺にさくらの手料理を」

「さくらの料理の腕は相当のものですよ、お義兄さん」

　声を割り込ませたのは真斗だった。友好的な笑みを浮かべつつ、続ける。

「俺のほうでチェック済みですので、その点はご心配なく。美味しくて栄養満点の料理を毎日のように作ってくれていますよ、俺のために」

「ああ真斗くん、ひさしぶりだね。急に押しかけてすまない。ところできみは毎日さくらに食事作りをさせているのかい？　きみたち夫婦は共働きだろう。その上さくらは最近注文が殺到していて多忙を極めていると聞いている。そんなさくらに家事全般を押しつけるのはいかがなものかと思うんだが、真斗くんの見解はどうかな」

「はは、お義兄さん、人の話は正確に聞いてくださいよ。毎日とは言っていません、毎日の『ように』と言ったんです。それに、家事を押しつけているだなんてとんでもない。さくらに無理は一切させていません。ちゃんと分担しています。そういうことをさくらから聞いていないんですか？　用がないにも関わらず、週に一回は必ずさくらに電話をかけていらっしゃるのに」

「さくら自身のことならいくらでも聞いているが、きみを含めた夫婦のことについては聞いていないね。特別興味がないどころか、不快になる可能性だってある。真斗くんだって、自分がいないところで自分のことを話されるのは不愉快だろう？」

「さくらの口から俺のことが語られるのであれば大歓迎ですよ。お義兄さんのほうから語られるのであれば話は別ですが」

「その言葉、そっくりそのままきみに返すよ」

　恐ろしいのは、一連の会話が実に和やかな空気で交わされている点だ。二人とも、一点の曇りなき笑顔なのである。さすが海千山千の弁護士と百戦錬磨の御曹司だ。

　兄に会えたのは嬉しいが、この二人、もう少し仲よくなってくれないものだろうか。さくらは心のなかで嘆息した。

　

　

　その後リビングに移り、三人で談笑タイムに入った。お供は涼が買ってきてくれた羊羹と、真斗の煎れてくれたほうじ茶である。

　さくらはというと、夫と兄のあいだで交わされる、談笑という名のバトルに精神をすり減らされていた。

　彼らのあいだを取り持つのは、嫁であり妹であるさくらの役目だ。わかってはいるが、非常に疲れる。

「それにしてもお義兄さん、予定よりずいぶん早いご到着でしたね」

「ああ、今日はクライアントに誘われた食事会で、半ば仕事のようなものだったんだ。四時くらいから始まったんだが、早々に先方が酔い潰れてね。早めの解散になったんだよ。予定どおりにいかなくてすまなかったね」

「いえ、予想どおりだったので大丈夫ですよ。さくらに会う時間を少しでも長くするために、お義兄さんが全力を出してくることは確定済みでしたから。けれど、いまの話を聞いて驚きました。まさかクライアントを手早く酔いつぶすことまでするなんて、呆れ……いや、感服しましたよ」

「はは、それは真斗くんの邪推だよ。きみが俺の立場ならやりかねないだろうがね。結婚まえ、真斗くんはさくらのストーカーみたいなものだったから」

「俺が？　まさか。俺ならそもそも、さくらとのデートのまえに飲み会なんて入れませんよ。酒臭い姿でさくらのまえに現れたくないですから」

「えーーと、お兄ちゃん、最近お仕事のほうはどうなの？　忙しい？」

　さくらはなんとか口を挟んだ。涼がやわらかな目でこちらを見る。

「そうだな、そこそこ忙しいよ。最近は相続関連の相談が増えていてね。骨肉の争いとまではいかないが、それに近い修羅場を見たりするからスリリングだよ。飽きない仕事だ」

「飽きない理由がそれなの？」

　思わずさくらは苦笑する。我が兄ながらクセが強いと思うが、彼は本当に優しい人なのだ。きっと、クライアントにとって心強い味方になっているに違いない。

「増えているといえば、離婚についての相談もそうかな」

　羊羹を黒文字で切りながら、涼は言った。

「離婚に関する仕事は、双方が感情的になっているから荷が重いんだ。その割に利益が少ないから、みんな担当したがらない」

「そっか。そういう相談も来るんだね」

　弁護士の仕事は、ご近所トラブルとか事故関連などの相談ばかりではないのだ。さくらは眉を寄せた。

「お兄ちゃんも、そういう相談はなるべく避けるようにしているの？」

「いや、俺は積極的に受けるようにしているよ。内容によって依頼をえり好みするような弁護士はプロじゃないからね。あらゆる人の力になる、それが士業であり、法律の力でもって依頼人を救うのが弁護士の仕事でもあるから」

　さくらは改めて兄を尊敬した。そういえば涼からは、来年中に独立して事務所を立てる準備をしていると聞いている。独り立ちするのは生半可なことではないと思うが、兄ならば多くの人から頼られる弁護士事務所を作っていけるだろう。

「ご立派です、お義兄さん」

　真斗はほほ笑んだ。

「お義兄さんが担当についた依頼人の方々は、さぞや心強いことでしょうね。調停でも裁判でも、ありとあらゆる手を使って相手方を蹴倒し、有利な判定をもぎ取ってくれるでしょうから」

「ああもちろんだ。俺のモットーは、聖域なき人証尋問だからね。クライアントのために、どの瞬間でも全力を尽くすよ。――だからさくら。もし真斗くんとケンカしたらすぐに相談においで。こじれた夫婦関係の調停は、場数を踏んでいる分得意だからね。話し合いをさくらに有利な方向に、必ず持っていってあげるよ」

　涼の言葉に、真斗はコンマ一秒で反論した。

「ご心配なく、お義兄さん。第三者の調停が必要になるほど、俺とさくらの仲が拗れることは絶対にないですから。いくらお義兄さんが、そういうシチュエーションを望もうとも」

「あっ、もうこんな時間！　そろそろお風呂にしない？」

　さくらは無理やり話題を断ちきった。男二人はさくらに優しいまなざしを向ける。

「風呂か、懐かしいな。小さい頃はよくおまえの頭を洗ってやったっけ」

「三人で交代して入ると時間がかかりますね。俺とさくらは一緒に入ろうか、いつものように」

「みんな交代で別々に入ります！」

　かくして、涼、さくら、真斗の順に風呂に入ることになった。涼には真斗のパジャマを貸した。ネイビーのボタンダウンである。サイズはぴったりのはずなのだが、涼は「脚の丈が少し足りないな」などとぼやいて真斗を挑発していた。やめてほしい。

　涼とさくらが入浴を終え、最後の順番である真斗が風呂場に消えた。リビングにはさくらと涼が残される。

　さくらはお茶を淹れ直してローテーブルに置いた。「ありがとう」と言いつつ、涼はさくらを見つめる。

「さっきは俺の仕事の話しかできなかったけど、さくらのほうはどうなんだ？　最近すごく忙しいって電話で言っていたけど、本当に忙しそうだな」

「うん、注文が増えたからね。でも嬉しい忙しさだよ」

　その結果真斗と夜の攻防戦が勃発したことは、兄にはもちろん言えない。

　涼は心配そうな顔つきになった。

「おまえ、以前会ったときより痩せたな」

「本当？　ダイエットの手間が省けたかな」

「なにがダイエットだ、それ以上痩せてどうする。顔色もよくないぞ。ちゃんと寝てるか？　仕事より健康を大切にしないといけないじゃないか」

「うん……」

　さくらは曖昧に視線を逸らした。兄が次になにを言ってくるのかわかったからだ。

「フリーでやっているんだから、仕事量は調整できるだろう。注文が激増しているなら、数量を絞ったほうがいい。思いきって受注数を三分の一に減らしたらどうだ。おまえはがんばりすぎるタチだから、意識して休みを取らないとダメだ」

「もう。子供じゃないんだし、自分のことは自分で気をつけてるよ」

　さくらはお茶を飲み干した。それから、拗すねたような言い方になってしまったことに気づいて反省する。

　涼は心配してくれているのだ。真斗と同じように。提案してくる解決策が二人まったく同じだということに、思わず笑みが漏れてしまう。

「ありがとね、お兄ちゃん。心配してくれて」

「……いや」

　つぶやくように言って、涼はふとほほ笑んだ。

「なんだか大人になったような気がするな。雰囲気が大人びたというか」

「失礼な。わたしは何年もまえに立派に成人していますよ」

　冗談混じりに軽く睨むと、涼は「そうだな」と笑った。

「お茶、ありがとう。ごちそうさま」

「こちらこそ、羊羹ありがとうね。あとで洗っておくから、湯呑みはここに置いておいていいよ」

「いや、俺がやるよ」

　涼は二人分の湯呑みを流しに持っていく。食洗機は稼働中なので、手洗いをしなければならない。さくらも立ち上がった。

「お兄ちゃん、わたしの体を心配してくれるのは嬉しいけど、自分はどうなの？」

「え？」

　シンクの水道を開けながら、涼はこちらを見た。さくらは彼の隣に並ぶ。

「お兄ちゃんのことだから、独立に向けてがんばりすぎてるんじゃないかって思って。無理したらダメだよ。お兄ちゃんは立派な体格してて頑丈だけど、そういう人ほど一度崩れたら一気に行くんだから」

「……ああ。そうだな」

　水道を止めて、涼はしみじみとした口調で言った。

「さくらの言うとおりだよ。本音を言うと、最近疲れていたんだ。独立準備は予想以上に大変なんだということを実感しているところだよ。今日、早めに飲み会を切り上げてここに来たのも、さくらに会って心身ともに癒されたかったからなんだ」

「ここでよかったら、いつでも遊びにきてね」

　さくらがほほ笑むと、涼も笑みを返した。

「ありがとう、さくら」

「客間を用意してるから、お兄ちゃんは早めに休んで。わたしはもうちょっと仕事を進めてから寝るよ」

　言うと、涼に聞き咎められた。

「おいおい、俺に無理するなと言ったそばから自分は仕事するのか？」

「十二時までには寝るから大丈夫」

「頑固な妹だ」

　肩をすくめながら布巾を取り、濡れたコップを涼は拭こうとした。と、手元が滑ったのか、湯呑みを床に落として割ってしまった。

「すまない！」

「いいよ、わたしがやる。お兄ちゃん、やっぱり疲れてるんだよ」

　涼にしては珍しいミスだ。さくらは苦笑しながらソファを指し示した。

「あっちで休んでて。テレビでも見ながらのんびりしてなよ」

　そのとき脱衣所の扉が開く音がした。真斗が風呂から出てきたのだろう。

　さくらがしゃがみ込んで陶器のかけらに手を伸ばすと、涼が慌てて止めようとしてきた。

「いや、俺がやる。かけらで指を切りでもしたら――」

「痛っ」

　さくらは小さく声を上げた。中指の先を切ってしまったのだ。傷口から血の玉が盛り上がり、続いてジンジンとした痛みがくる。さくらは自分自身に対してため息をついた。

「やっちゃった。ごめんお兄ちゃん、わたしちょっと洗面所に行って洗い流してくるね」

「大丈夫か、さくら！」

　顔を上げると、涼が蒼白になってさくらの腕をつかんだ。指先には血が滲んでいるが、それほど深い傷ではない。でも、涼にとっては衝撃だったようである。

「すまない……、俺のせいで」

「大げさだなぁ。大丈夫だよ、これくらい。ほらお兄ちゃん、手離して。血で汚れちゃうよ」

「かまうものか。消毒液はどこだ？　すぐに手当てしよう」

　兄は昔から、さくらに対してだけものすごく過保護である。ほんの少しの擦り傷でも、それを負ったのがさくらであれば、この世の終わりのような顔をするのだ。

　変わらないなぁ。さくらは苦笑しながら立ち上がった。

「平気だよ、一人でできるから――」

「どうした、さくら。怪我したのか!?」

　さくらはギョッとした。真斗がこちらに駆けてくる。そういえば、さっき真斗が風呂場から出てくる音が聞こえていた。

　これで過保護がもう一人増えたことになる。さくらは慌てて、キッチンペーパーをちぎって指に巻いた。

「大したことないよ。湯呑みのかけらで少し切っちゃっただけ」

「見せて。ペーパーに血が滲んでるじゃないか」

　眉を寄せて、真斗は床に目を向けた。陶器の破片が散らばっているのを見て、舌打ちする。

「夜の洗い物は俺がするといつも言っているだろう。ほら、すぐに傷口を洗いに行こう。おいで」

「違うんだ、真斗くん。俺が落としてしまって、それをさくらが拾おうとして切ってしまったんだ。すまない」

　涼はこれ以上ないほど意気消沈している。真斗は彼を容赦なく睨んだ。

「あなたらしくない凡ミスですね。飲み会の酔いがまだ覚めていないのではないですか」

「本当にすまない……」

「えーと、そもそも大した傷じゃないから、そんなに深刻にならなくても」

　真斗はさくらに強いまなざしを向けた。

「なにを言っているんだ、さくら。きみの綺麗な肌に傷がついたんだぞ。大したことあるだろう」

「大げさだなぁ」

　真斗は涼に目を移した。

「お義兄さんはバルコニーで酔いを覚ましていてください。しばらくそこから出てこないほうがいいと思いますよ。また同じことをされたらたまらない。さくら、洗面所に行こう。手当てする」

　真斗はさくらの肩を抱いて促した。涼はしょんぼりしながら窓辺に向かった。

　

　

「真斗さん、言い過ぎだよ」

　洗面所で手当てを受けながら、さくらは言った。真斗は平静に告げる。

「なんのこと？」

「わかってるでしょ、お兄ちゃんのことだよ」

　さくらは藤の丸椅子に腰かけていた。真斗はさくらのまえで片膝をついた格好で、指の傷を検分している。細かいかけらが食い込んでいないかチェックしているのだ。出血はすでに止まっている。

「よし、大丈夫そうだな。絆創膏を貼っておくよ」

「ほら、だから大したことないって言ったじゃない。お兄ちゃんを責めるような言い方、しなくたってよかったんだよ」

　真斗は、丁寧な手つきで絆創膏を巻いた。さくらは言葉を続ける。

「そもそも、かけらを拾ってうっかり傷を作ったのはわたしなんだし。だから真斗さんは、お兄ちゃんじゃなくてわたしを怒るべきなんだよ」

「さくらを怒る？　俺が？」

　さくらの手を持ったまま、真斗は目を上げた。その眼光の鋭さに、さくらはギクリとする。

「いいよ、じゃあ怒ろうか」

　唐突に唇を奪われた。あまりにも突然だったため、さくらはびっくりして、真斗の唇をとっさに噛んでしまった。

　彼の血の味がうっすらと口中に滲む。唇が離れ、真斗が指で血を拭うのを見て、さくらは「ごめんなさい」と口走った。

「ごめんね、わたしびっくりして」

「このことについても怒ったほうがいいのかな」

　意地悪な笑みを浮かべて、真斗はさくらの腰を抱き寄せてくる。彼は片膝立ちの状態のまま、もう一度口づけてきた。今度は舌が入ってくる。

「っ、ん……！」

　びくりとさくらは体を震わせた。肉厚の舌が縦横無尽に口中を這い回り、グチュ、ヌチュ、と卑猥な水音を立てる。腰を抱いていた手が、パジャマの下に潜り込んで背中を撫で上げた。

「ぅん、ん……っ、まなと、さん、ダメ……！」

　キスの合間になんとか抗議の声を上げると、舌を絡めとられて吸い上げられた。下腹部にぞくりと来るような快感が走って、さくらは自分が濡れてきたのを自覚する。

　もう、本当にこの体、えっちになりすぎてる……！

　一つ屋根の下には、兄がいるというのに。さくらは羞恥に頬を赤くした。

「お義兄さんの泊まりをＯＫしたのは、俺に抱かれないようにするためだろう？」

　キスをほどきながら真斗がささやいた。さくらの背中で遊んでいた大きな手が、ブラのホックを外す。

「ちょっと、真斗さん……っ」

「俺の嫉妬対象を、わざわざ家に招いてどうする。さくらは迂闊だな。お仕置きだ」

　真斗はパジャマの上衣を強引に脱がせ、ブラを床に落とした。こういうときの彼の手際は見事としか表現のしようがない。

「今夜はだめだよ、お兄ちゃんが……！」

「立って、さくら」

　真斗はさくらを立ち上がらせて、洗面所に両手をつかせた。

「指痛くないか？」

「痛く、ないけど……」

　元々大したことのない怪我なのだ。すでに痛みはなかった。だから、指のことよりいまの自分の状態のほうがとんでもなく気になった。

「真斗さん、手当てが終わったなら早くリビングに戻ろうよ」

「まだ終わってない」

　うしろからさくらを抱きしめるようにして、真斗は両手で胸を揉みしだいてくる。

「や……っ、ぁ、ああん……っ」

「俺の心のケアもしてくれないとダメだろう？」

　彼の大きな手にも余るような乳房が、思うさまに揉まれて簡単に形を変えた。その光景が、目のまえの鏡に映っている。乳首はすでに立ち上がり、艶やかなピンク色をして男を誘っているように見えた。

　その淫乱さにさくらは衝撃を受けた。これまで真斗から「さくらはエロい」と散々言われ続けていたが、それはただの言葉攻めだとばかり思っていた。けれど、こうして目にすると、自分の姿はいやらしいとしか言いようがない。

「エロいだろ？」

　耳に口づけられながらささやかれた。その吐息にすら感じて、さくらは泣きたくなる。

「ココを触ってほしいって、俺にずっとねだってる」

　指先で尖った乳首を摘ままれた。クリクリと刺激され、快感が電流のように下腹に流れる。

「ひぁぁ……ッ」

「兄に気づかれたくないんじゃなかったのか？」

　乳首の側面を撫で、上部の窪みの形を確かめるように指先で辿りながら、真斗は言った。

「声は出さないほうがいいと思うよ」

「だって……ッ、ひ、ん……っ」

　さくらは片手で自分の口を押さえた。一方で真斗は、手のひらの部分で両胸を大きく揉み、指では乳首を挟んだり摘まんだりして、さくらを苛んでくる。

　あまりの快感に乳首はピンと勃起して赤く染まり、柔肉に押し込まれても、次の瞬間にはぴょこんと飛び出てくる。それを摘まんでコリコリと扱かれると、恐ろしいほどに感じて、さくらは声を抑えきれなくなるのだ。

「ぁん、あ、ぁあ……ッ、や、声、出ちゃう……っ」

　鏡に映るみだらな光景が、視覚への暴力となってさくらの官能を揺さぶってくる。追い詰められて、目に涙が滲んだ。それでも真斗の手つきには容赦がない。鏡に映る愛妻の痴態に見入りながら、興奮度合いが確実に高まっているようだった。

「っ、さくら、きみは気づいていないかもしれないけれど」

　息を荒げながら、さくらの頬に唇を押し当ててくる。

「胸を可愛がるたび、きみはいやらしく腰を動かして、俺のアレに擦りつけているよ。早く挿れてと言わんばかりだ」

「えええ!?」

　さくらはギョッとして思わず叫んだ。そんな自覚、まったくなかったからだ。

「ああ……、ほら、いまも。きみの可愛いお尻を、俺のものにねだるようにこすりつけて……。いいよ、さくら。もっと続けて」

「わ、たし、そんなつもりじゃ……っ、だめ、本当にダメだよ、今夜はだめ」

　きゅっと乳首をきつめに摘ままれた。あまりの気持ちよさに、さくらは体を震わせる。そのとき、固くて熱いモノにお尻を押しつける動きを、自分がした。さくらは愕然とした。真斗の言うとおり、彼のいやらしい箇所をさくら自身がお尻で刺激したのだ。

「や……っ、いまのは、違――」

「違わない」

　今度は真斗のほうから下半身を押しつけてきた。固く大きく張り詰めた剛直をはっきりと感じて、さくらは息を飲む。

「俺が欲しいんだろう？　セックスしたくてたまらないんだ、さくらは」

「違う、お兄ちゃんがいるときにしたくない……っ」

「いつもより濡れてる」

　胸を揉んでいた片手が下に降りた。パジャマの上から、さくらの媚肉をつかむ。

「あッ……！」

「パジャマにまで染みてるよ。さくらのいやらしい愛液」

　そのまま揉むようにされて、たまらない快感がさくらを襲った。

「あぁん……！　ァ、あ、あ……ッ」

「いい声だ」

　二本の指を、布地の上から蜜孔に突き立てるようにしてグリグリと刺激する。感じすぎて、さくらはおかしくなりそうだった。真斗は優しく笑った。

「奴に聞かせてやってもいいくらいなんだよ、俺は」

「やぁぁ……っ」

「パジャマの上からはもどかしいだろ？　それともさくらは、もっと焦らしてほしい？」

「な、んで……っ、今日くらい、えっちなこと、ナシだって……っ」

　ひどく感じながらも、なんだかさくらは怒れてきた。真斗が性欲モンスターだということは重々承知だが、兄が来ている日くらい控えてくれてもいいではないか。

「真斗さんのばかぁ……！」

「はっ……、下半身に来るセリフを、下半身に来る声で言わないでくれないか」

　色めいた声音で熱く告げながら、真斗はさくらの下衣のなかに手をねじ込んできた。濡れきった割れ目を指でグチュリとこすり上げる。

「ひぁぁぁ……ッ！」

「兄妹仲よく並んで皿洗いか。どうせ互いを思いやりながら、兄妹の絆を温めていたんだろう？　俺は――」

　真斗はすでにふくらんでいた淫粒を探り出し、皮膜を剥く。ひりつくほどに敏感なそれを、指の腹でヌチュヌチュと転がしてきた。

「ア、あぁ……っ！　だめ、そこ……っ、気持ちいい、の……っ！」

「俺は、俺の知らない頃のさくらがいるということを思い知らされるのがつらいんだ。俺の知らないさくらを奴は知っているということが、耐え難いんだよ」

　兄妹で話をしていただけだというのに、真斗の嫉妬はとどまるところを知らないらしい。真斗がこういう性格だということを知っていただけに、もっと配慮をすればよかったと、さくらはいまさらながら後悔した。

　陰核を弄られながら、別の指が蜜孔にヌプヌプと入れられる。きつく締まる蜜壁をこじ開け、彼の指が力強く侵入してきた。弱い部分を的確にこすり立てつつ、奥へ奥へと分け入ってくる。

「あ、ぁぁぁ……ッ」

「奴は、さくらとの思い出を笠に着て、俺にマウントを取ってくるんだ。それがとてもつらい……、俺はとても傷ついてしまうんだよ、さくら」

「マウントを、とるのは、真斗さんも一緒じゃない……っ」

「いいや、同じじゃない。俺の愛は純愛だ。奴はただのシスコンだ」

　もう訳がわからない。蜜孔と陰核をグチャグチャに嬲られながら、独自の論理を展開されても、さくらの理解が追いつくはずがなかった。

「ああ、さくら……膣肉をこんなにもうねらせて、俺の指に吸いついて……なんていじらしいんだ」

「ひぅぅ……ッ、奥、コリコリしないでぇ……っ」

　長く太い指が深々と埋められ、子宮の底に届いた指先で刺激される。あまりにも悦すぎて、さくらは体をくねらせてしまう。そうすると、真斗の滾った部分にお尻が擦りつけられることになり、彼の情欲をさらに煽り立てる結果になった。

「っ、く……！」

　真斗は快感に堪えるように眉を歪めた。鏡には、みだらな行為に耽る自分たちの姿が克明に映し出されている。胸を揉まれ、乳首を弄られ、下衣に片手を突っ込まれてぐしゃぐしゃに嬲られて、快感に喘ぐ自分が映っている。瞳を潤ませ、頬を紅潮させ、いやらしい喘ぎ声を抑えきれない自分が。

　そして、下半身をさくらに押しつけて刺激を得ながら、やわらかな体を貪るように苛む真斗の姿が。

「さくら――、さくら、愛してる……っ」

　狂おしく言いながら、真斗はさくらの耳朶を口に含み、熱い舌で舐めたり甘噛みしたりする。その表情は恍惚としており、瞳は獣じみた欲望に染まっている。それでいて、彼の整いすぎた容貌はいっそう研ぎ澄まされていた。男の色香がこれでもかというほど高まっている。さくらは途方もない快感のなかで、夫に見とれてしまっている自分に気づいた。

「まな、と、さん……、っん、ぁ、あ……っ！」

「ッ、ああ、だめだ、もう我慢できそうにない。早く挿れたい……！」

　グチュリと蜜孔の最奥を指で抉りながら、真斗は言った。

「ひ……っ、ア、やぁぁ……！」

「一度イって、さくら。イって痙攣している膣のなかに入りたい。そうすると、きみのなかが俺を全力で求めてくれるんだ」

「な、に、言って……っ、ア、だめ、本当にイっちゃう……！」

「いいよ、可愛いさくら。もっと気持ちよくしてあげる。ほら……！」

　もう二本の指が無理やりねじ込まれた。視界がチカチカするほどの快感に襲われ、もうイくと思った直後、陰核に細かく鋭い振動を加えられる。

「っ、――――！」

　高い声を上げかけた瞬間、真斗の手のひらで口を塞がれた。

　脳髄が熱で染まる。視界が真っ白になって、何も考えられなくなる。腰がガクガクと震えた。背すじがしなって、脚が崩れて、たくましい胸筋に受け止められる。そのときすでに、さくらの下衣は床に落とされて、お尻からふくらはぎまで剥き出しにされていた。

　大きな両手で腰をぐっとつかまれる。気づいて、さくらは肩越しに振り向いた。欲情しきった真斗の視線とぶつかり合う。

「だめ、挿れないで、お兄ちゃんが――」

「この期に及んでほかの男の名を出さないでくれないか」

　荒げた声で言い放ち、ずぶっ、と真斗は剛直をねじ込んできた。さくらは喉を引きつらせる。洗面台を両手できつくつかんだ。

「ア、あ、あぁぁ……っ！」

「っ、は――、ああ、くそ……ッ」

　真斗は奥歯を噛みしめた。最奥を鋭く叩きながら、さくらの肩口に唇を押し当てる。

「悦すぎる……っ、さくら、どうして、こんなに……！」

「ひぁ、ア、ダメ、そこ、ごりごりしないでぇ……っ！　ぁ、あああ……！」

　真斗は激しく腰を振り立ててくる。グチュッ、ヌチュッと、卑猥な水音が狭い洗面所に響き渡る。

　狭隘な膣孔を縦横無尽に突き回し、内壁のあらゆる部分を余すところなくこすりたてる太茎に、さくらは感じまくった。気持ちよすぎてなにも考えられなくなりそうだった。それでも頭の片隅には兄の存在があって、もし見られたらと思うと恥ずかしくて泣きそうになる。

「や、ぁ、あああ……ッ！　気持ちイ……っ、すごく、イイからぁ……！　真斗さん、もう、ダメ、もう……っ」

「は、……ッ、ダメ、じゃないだろ？　きみのなかはこんなにも悦んでいるじゃないか……！」

　蜜に満ちた膣内を、太く長い雄身に掻き回されて、さくらはビクビクと腰を震わせた。蜜襞が歓喜に沸き、肉棒をいやらしく扱き上げる。真斗も激しい快感を得ているのか、きつく眉を寄せて息を乱した。

　突かれるたびに跳ねる乳房を、片手でつかまれる。揉みしだかれながら乳首をきゅうっと摘ままれて、電流のような快感が背骨を走る。

「ぁあああ……ッ！」

　背をしならせて喘ぐと、その口を大きな手のひらでふたたび覆われた。グチュっと子宮の底を肉棒で穿たれて、さくらは体を震わせる。

「ぅん――、んんん……ッ!!」

「涼は、廊下の向こうのリビングの、さらに奥のバルコニーにいるけれど――」

　どさくさに紛れて兄を呼び捨てにしながら、真斗は乱れた声で告げる。

「様子を見に、ここにいつやって来るか知れない。洗面所の鍵は一応かけてあるけれど、声は抑えたほうが、いいと思うよ」

「…………っ」

　さくらは涙目で鏡のなかの真斗を見た。目が合って、真斗は切なげに笑う。

「そんな風に、縋るような目で見ないでくれないか。いじらしくて抱きつぶしてしまいそうだ」

「うんんん……！」

　すがっているわけではない、早くやめてほしいと訴えているのだ。さくらが必死に首を振ると、真斗の笑みに憐みが混じる。

「さくらは自分で気づいていないようだけれど、涼の存在を指摘するたび、きみのココはきつく締まるんだよ」

「ン――――っ」

　グシュ……と大きく攪拌されて、指の先まで快感を流し込まれた。愛液をこね回すようにゆっくりと動かされるのがたまらない。

「ぅん、ん、……ッ、くぅ……ッ」

「ほら……また締まった。食いちぎられそうだ」

　耳元で熱くささやきながら、グシュ、グチュリと、蠢く膣壁を真斗は堪能している。

「俺とセックスしているのを涼に勘づかれたらと思うと恥ずかしくてたまらないんだろう？　洗面所で俺にうしろから犯されているのを見られたらと思うと、泣きたい気持ちになるんだろう？　だからさくらはいつもより感じているんだ。恥ずかしくてたまらないことが大好きなんだよ、きみは」

「んん……っ！」

　違う、とさくらは首を振った。

　口を覆っていた真斗の片手が、陰部へ降りてくる。

「否定することないじゃないか」

　ぐしゃぐしゃに濡れきったつなぎ目を、指先で撫でられた。真斗のたくましい片腕が、さくらの膝裏に回って抱え上げられる。

　両脚がパックリと開き、その光景が、かろうじて鏡の下部に映った。赤黒い漲りを咥え込む媚肉、その粘膜がめくれて、ピンク色に濡れ光っている。そこを、真斗の長い指が、見せつけるようにゆっくりと行き来する。

「ひぅ……ッ、ァ、あぁん……っ！」

　ビリビリとした快感に、さくらはおかしくなってしまいそうだった。いやらしすぎる光景も、それに感じすぎてしまっている自分も、なにもかもにフタをしてしまいたかった。そうしてただ、この悦楽に身を投じたかった。

　雄茎の抽挿が再開される。赤黒い凶器が、さくらの最もやわらかい部分をずぶずぶと貫いていく。

「あ、あ、あぁ……っ」

　声は押し殺さなければならなかった。その制限が、自分をいっそう煽り立てるのだということを、さくらはこのとき気づいた。

　真斗の言うとおりだ。

　恥ずかしくてたまらないことを、自分は悦んでいるのだ。

「真斗さん、わたし……っ」

　グシュ、グチュ、と肉棒をくり返し挿れられながら、さくらは言った。

「わたし、すごく、感じるの――、どうしよう、っん、ア、気持ちいい……、お兄ちゃんが、近くに、いるのに、気持ちいい……っ」

「さくら――」

　真斗の目が、激しい恋情と情欲に染まっていく。

「きみは本当に真っ白だ。こんな風に犯されているのに、さくらは無垢なままで――、俺だけが、ケダモノみたいに……！」

　真斗は奥歯を噛み締めた。ぐっと奥まで突き入れて子宮膜を抉る。気持ちよすぎて、蜜肉は肉棒をぎゅううっと食い締める。

「ッ、は――、さくら……、さくら……っ」

「あ、ん、ん……っ、奥、イイ……っ」

　ふくれ上がった切っ先で、子宮膜をグリグリと捏ねられる。快感に足先までが痺れていく。

「ん、気持ちいい……っ、もっと……、真斗さん、もっと、ちょうだい……っ」

「ああ……食い尽くされるのは、どうやら俺のようだね」

　息を熱く乱しながら、真斗は辛うじて笑みを浮かべる。深く激しい律動が、早められた。陰唇に置かれていた指が、花芯に移る。すでに剥き出しにされた柔粒を、ヌルヌルと大きく撫で回した。

「ひぁ、ァあああっ」

　抱え上げられていた片脚が下された。真斗はその手でふたたびさくらの口を塞いだ。

「ぅンン…………っ！」

「愛してるよ、さくら……！」

　狂おしく言って、さくらをきつく抱きしめる。陰核を摘まんでこね回し、たまらない快感をさくらに与えながら、蜜孔の最奥を深く強く抉り込んだ。

「――――――ッ!!」

　さくらは達した。凝こごりきった熱が弾け、全身がガクガクと震えた。汗に濡れた背中を、同じく濡れた硬い胸筋にすりつけるように預けた。

　絶頂を迎えた膣肉が、熱く漲る雄根を締めつける。さくらのうなじに顔を埋めながら、真斗は低く唸った。熱い体液に蜜孔が満たされる感触をさくらは得る。

「あ……」

　全身から力が抜けていく。裸の上半身を真斗がうしろから支えた。抱き竦められて、さくらは至上の幸福を感じた。

「まなとさん……」

「好きだよ、さくら――」

　かすれた声でささやかれながら、熱い口づけを与えられた。

　体内から、肉棒がズルリと抜き出される。

「ん……っ」

「愛してる……、愛してる」

　真斗は何度もさくらの唇を求めた。愛の言葉を飽きることなくくり返しながら。

　

　

　――その十分後。

　さくらは夫婦のベッドですやすやと眠りに落ちた。愛のエクササイズを終えて、今夜も無事安眠についた妻を愛しげに見つめてから、真斗は寝室を出る。

　さて。奴はまだバルコニーだろうか。

　あの男はやたらと勘が鋭い。真斗がさくらを連れて洗面所に閉じこもった時点で、嫉妬にかられた真斗がさくらとイチャイチャし始めることは想定済みのはずだ。

　奴が途中で怒りの乱入をしてきても、なにもおかしくはなかった。念のため真斗は、時間稼ぎのため洗面所の鍵をかけてからさくらと愛し合った。真斗としては、愛し合う場面を涼に見られてもそれほど問題ないのだが（もちろんさくらの肌は一切見せないよう隠すつもりだ）、さくらは違うだろうからだ。

　リビングに涼の姿はなかった。見ると彼は、バルコニーの手摺り壁に寄りかかりながら星空を見上げている。なにやら黄昏ているようだ。

　最愛の妹に自分の不注意で怪我をさせてしまったのであれば、ショックを受けるのは当然であろう。真斗はさくらの怪我を思い出し、いまさらながら涼に怒りが湧いてきた。が、あの様子を見ると相当反省しているようなので、今日のところは許してやるか。

　窓をノックすると、涼は振り返ってバルコニーから出てきた。

「さくらはどうだ？」

「手当てしたあと、寝てしまいました。怪我自体はすぐに治ると思いますが、最近仕事が増えて疲れているようなので、ベッドに横になると十秒で寝てしまうんです」

　正確には、セックスを終えたあと十秒で、である。

　涼は意気消沈を引きずった表情で口を開く。

「そうか……。手当てしてくれてありがとう、真斗くん」

「いえ、とんでもありません」

　真斗は意外に思った。涼が素直に「ありがとう」と言ってくるのは非常に珍しいからだ。

　ありがとうと言いながら心のなかで舌を出しているようなことは多々あれど、素直な気持ちで礼を言ってきたのは初めてのことではないだろうか。

　涼は憂いを帯びた目で窓越しに星空を見上げた。そして、ポツリと告げる。

「本当はわかっているんだ。さくらを心の底から愛してくれているのはきみだということを……」

　これはいよいよ様子がおかしくなってきた。真斗は怪訝な目で涼を観察した。もちろん、表向きは好青年の仮面を被ったままである。

　涼は続ける。

「さくらが生まれたときから、俺はさくらを守り続けてきた。これまでずっとそうしてきた。けれど、俺の役目もそろそろ終わりに近づいてきているのかもしれない」

　終わりに近づくどころかもうすでに終わっているのだがな、この俺がさくらに出会ったその瞬間に。

　そう言ってやりたい気持ちは山々だったが、もちろんそうしなかった。困惑を表情に浮かべて、真斗は言う。

「どうしたんですか、お義兄さん。役目が終わりだなんて、そんなことを言わないでください。それを聞いたらさくらだって寂しがりますよ」

「ふふ、心にもないことを言わなくていい。きみの性根は、きみが有川家に結婚の挨拶をしに来たときからわかっている。真斗くんは、腹が黒くて策略家でＳ気質、加えて欲しいものは手に入れないと気が済まないというエゴイスティックな性格だ。非常に認めたくないことだが、俺と似ている――らしい。さくらが言うにはな」

　真斗も同じく認めたくないが、真斗と涼、両者のことをもっともよく知っているのがさくらである。もしかしたら真実を射ているのかもしれない。

「そんなどうしようもないきみだが、残念ながらきみ以上にさくらを愛してくれる男はいない。血のつながらない男のなかにはな」

「そう言っていただけて光栄です」

　涼はいったいなにを言おうとしているのだろう。上げて落とすのが常套手段のこの男が、次になにを発言してくるのか警戒して、真斗は心中で身構える。

　涼は真斗を見た。真斗も見返したが、こうして改めて対面すると、非常に不服ではあるが涼は男前である（男前っぷりでは俺のほうが上であることに間違いはないが）。

　涼は言った。

「先ほど実感したんだ。さくらの怪我に気づき、血相を変えて駆けつけてきた真斗くんを見たときに」

「ああ、あのときですか……」

　さくらへの心配とこの男への怒りによって、我を忘れそうになったときのことだ。

「さくらに対しては俺も相当過保護だが、きみも同じくらいのレベルに達している。俺は、さくらを誰かに任せるなら俺と同じくらいさくらを心配できる男だけを認めようと思ってきた。真斗くん、どうやらそれはきみのようだ」

「お義兄さん――」

　真斗は感動するフリをした。

　涼は右手を差し出す。ほほ笑んでいた。

「これからも妹を頼む」

「はい、もちろんです」

　真斗はその手を握り返した。

　義兄弟が和解した瞬間である。――が、自分たちは決してそうはならないということを真斗は知っている。

「さくらのことは、真斗くん、きみに任せる。――が、しかし」

　ゆるゆると、握られた手の圧力が増していく。涼のほほ笑みに別の感情が混じり始めて、真斗も同じく口端を吊り上げた。

「しかし、なんです？」

「純真無垢なさくらに無体を強いるようなことは許さない。きみのような男と結婚してなお、愛らしい純情さを失わないさくらは奇跡の存在だ」

「ええ、まったくもって同感です」

　このとき真斗は確信した。涼は、真斗が洗面所でさくらを愛しまくったことに、やはり勘づいているのだと。

　涼は、笑みを唇に刻んだまま厳かに告げる。

「だからこそ、さくらを守らなければならない。きみはあの子を外敵から守ってくれ。そして俺は――」

　このときには、お互いの手を万力で締めつけるに至っていた。涼は決然と告げる。

「俺は、きみのふしだらな魔の手からさくらを守る。さくらにふさわしいのは平穏な夫婦生活だ。きみが逸脱行為をしないよう、つねに目を光らせることにするよ」

「受けて立ちましょう」

　真斗は挑戦的な笑みでもって涼を見返した。

　当の本人であるさくらは、兄と夫の対立が第二ラウンドに移ったことなど露知らず、すやすやと平和に眠りこけていた。







５　この夫婦生活には、愛しかない








　翌日のことである。

　兄が帰宅し、夫が出勤したあとの家のなかで、さくらはソファに座っていた。

　座るというより、座面に沈み込んでいるような状態だ。なぜかというと、とにかく体が重たいのである。

　昨夜、洗面所で愛されまくったことが原因かもしれない。しかし、時間は短かったし、回数も一度だ。しかも自分はあのあとすぐに眠ってしまったから、優に十時間は睡眠を取ったことになる。体が元気になっていなければおかしいくらいだ。

　指の怪我もまったく大したことはなく、絆創膏もさっき取ってしまった。それなのに、体が動かない。洗濯物を干さなければならないし、仕事だって溜まっているというのに。

　さくらは重力に負けて体を横たえた。広くてふわふわした座面が体を受けとめてくれる。このまま眠ってしまいそうだ。

　目を閉じると、ここ数日の出来事が頭をめぐる。

　週二回にしようと提案したにもかかわらず、結局四日連続で致してしまっている。如何ともしがたいこの状況を、どう打開すればいいのだろう。実に悩ましい。

　おかげで仕事の進捗は芳しくない。愛の行為を強行してくる夫のせいである。それでもさくらがなんとか作業をしようとしてしまうから、こうして体に無理が出てくるのかもしれなかった。

　我慢比べだ。

　ここで折れたら、真斗の言うとおりに仕事量を減らさなければならなくなる。だから負けるわけにはいかない。

　――けれど。

　そもそも、夜の営みを減らしたとして、本当に自分はあの仕事量をこなしきれるのだろうか？

　ハンドメイドの仕事を始めてまだ八ヶ月。経験が浅いことはまちがいない。手芸歴は二十年近くあるが、それをビジネスにしたのはごく最近だ。だから、お金をいただいて納期までにきっちりと仕上げる、という基本的な流れにも、完璧に慣れているとは言い難い。

　そんな自分が、ネットのバズりに巻き込まれて、爆発的な受注数を捌こうとあがいても、仕事のクオリティを保つことが、果たして可能なのだろうか。

　できないかもしれない。

　真斗にジャマされなくても、最後には結局、無理だと白旗を上げるかもしれない。そうして、受注数を制限するに至るかもしれない。

　いや、その可能性のほうが高い。いまさらながら、さくらは気づいた。

　最初から、真斗はわかっていたのだろうか。

　バズった当初から、さくらはこの大波を乗りきることができないだろうということを。

　だから、体を壊すまえに諦めさせようとして、無理やり体を重ねるようなことをしたのだろうか。いや、無理やりというか、結局さくらも自ら望んで抱かれにいったのだが。

　抱かれた夜はぐっすり眠ることができる。だから体も回復する。これまでは無理のない仕事量だったから、それでうまく回せた。でも、さくらが仕事にしがみついたせいで、こうしてぐったりする羽目になってしまった。

　性欲おばけの真斗であるから、仕事をセーブさせようとするばかりが理由ではないだろう。純粋にさくらを抱きたいという欲望のもとに行動しているだろうし、さくらの仕事に嫉妬もしているに違いない。けれどやはり根底には、さくらへの心配があるのだ。

　なぜなら、真斗はそういう人だから。

　自分の愛する人を、家族を、なによりも大切にする。さくらも同じだからわかる。さくらも、真斗をなによりも大切にしたい。愛する夫であり、家族だからだ。

　さくらはそのまま眠りに落ちた。

　目が覚めたときには、室内が暗くなっていた。

「大丈夫か、さくら」

　ものすごく心配そうな顔をした真斗が目のまえにいて、びっくりする。帰ってきたばかりらしく、スーツ姿だ。

　真斗はソファのまえに膝をつき、こちらを覗き込んでいた。部屋の電気は消えたままである。

　さくらは起き上がろうとした。けれど、体が重くて動けなかった。

「ごめん、真斗さん……。洗濯物と、ごはんの準備、できてない……」

「そんなことはいい」

　真斗はさくらの前髪をどかして、ひたいに手のひらを当てた。愕然とした顔になる。

「すごい熱じゃないか……！　こんなところで寝ていたらだめだ。すぐに寝室に行こう」

　素早くさくらを横抱きにして、真斗は寝室に向かった。ベッドに寝かせて「ごめん、開けるよ」と断りつつさくら用のクローゼットを探る。パジャマを取り出して、枕元に戻ってきた。

「着替えよう。汗も拭かなきゃ」

「うん……」

　さくらはかすれきった声で答えた。直後にひどく咳き込んでしまって、真斗に背をさすってもらった。

　鉛を飲んだみたいに体が重い。節々が痛いし、頭もガンガンする。

　真斗はさくらの服を脱がして、濡れタオルで体を拭いた。パジャマを着せてくれて、氷枕の上に頭をそっと戻してくれる。

　それからさくらの頬を撫でつつ、言った。

「今朝はまだ発熱していなかったよな。いつごろから体調が悪くなったんだ？」

「ん……今日の、十時くらい……？」

「わかった。症状は、熱のほかに体のだるさと――咳もあるな。喉の痛みはあるか？」

「うん、喉痛い……」

「声がこんなにもかすれて……かわいそうに」

　痛ましげなまなざしを真斗はさくらに注いだ。ひたいにそっとキスをする。

「病院に行く準備をしてくるから、もう少し待っていてくれ」

「ん……ありがとう」

　真斗の運転でかかりつけのクリニックに行き、急性咽頭炎と診断された。喉がひどく腫れているらしく、高熱が出ているのもそのせいらしい。改めて病院で計ってみたら、体温は三十八度を超えていた。

　抗生剤を処方してもらい、五日間ほど安静にしていれば治ると医師に告げられた。マンションに帰宅して、さくらはふたたびベッドに寝かされた。

「寒い……」

　悪寒に襲われて、さくらは布団のなかで縮こまった。ぶ厚い羽毛布団だというのに震えが止まらない。真斗は毛布を重ねつつ、心配が極まった表情でさくらを覗き込む。

「どうだ？　もう寒くないか？」

「ん……まだちょっと寒い」

「くそ、まだ熱が上がるのか」

　さくらは咳き込んだ。真斗は思案したのちに、ベッドのなかに体を潜り込ませた。たくましい腕でさくらを抱き寄せて、背中を優しくさする。

　真斗の腕のなかはとても温かかった。それに安心もした。風邪を引いたときは心細くなるものだが、真斗に抱きくるまれているとほっとする。

「あったかい……けど、真斗さんに風邪が移っちゃうよ」

　もぞもぞ動いて離れようとするも、真斗が抱き寄せてくる。

「そんなこと気にしなくていいよ。俺は生まれつき頑丈にできているんだ」

　確かに、出会って以降真斗は一度も風邪を引いていない。風邪どころか、胃が痛かったり頭痛がしたりといったこともなかった。本当に丈夫な体をしているのかもしれない。

　さくらは弱々しく笑った。

「真斗さんてすごいね。スーパーマンみたい。できないことなんて一つもなさそう」

「もしそうなら、さくらの風邪を俺がいますぐ治してるよ」

　さくらの髪を撫でながら、優しい声で真斗は言う。彼の低い声が胸板越しに響いて心地いい。

「さあ、そろそろ寝て。さくらが寝るまでそばにいるから」

「うん」

　さくらは目を閉じた。体の怠さは続いていたが、真斗の腕に包まれていると安心して眠れそうだった。

　

　

　そうして五日後、医師の見立てどおり、さくらは平熱に戻った。大事をとってさらに五日間安静に過ごした結果、いまではすっかり元気になっている。

　これまでだったら、十日も寝込んで仕事ができなくなるというのは、さくらにとってとんでもなく恐ろしい事態だった。けれど、いまのさくらにはそれほどのものではなかった。なぜならこの十日間で、さくらはあることを決意したからである。

　今日は金曜日なので、朝、さくらは真斗に夜の外食を提案した。ずっと家に篭りっぱなしだったから、外に出て真斗とデートしたかったのだ。

　それ以上に、この十日間は真斗にとって、家事に看病に仕事にと忙しくて目の回る日々だったと思う。感謝の気持ちも込めて、真斗の好物を食べに行きたいと感じたのだ。

　しかし、その提案は真斗によって却下された。「病み上がりのさくらを人混みに連れていけないよ」というのが理由だったので、さくらはあきらめた。よほどでない限り大丈夫だと思うが、万が一ぶり返したら目も当てられない。

　ということで、今夜の料理は腕を振るうことにした。

　真斗の好きな料理は、ド定番だがハンバーグである。それも、半熟の目玉焼きを上に乗せたやつだ。味つけは、これまた定番のデミグラスソースで、しめじが入ったものがお気に入りだった。

　料理は午後からすることにして、午前中は仕事の時間に当てた。さくらはすっきりした気分で、ミシン台ではなく、ノートパソコンのまえに座った。

　自身が出品しているショップサイトを開き、マイページにログインする。そして、トップページに次の文面を書き加えた。

『一つ一つ、心をこめて手作りをしています。大切なお客様に今後も製品をお届けし続けるために、ご注文をお受けする数を制限させていただくことにしました。ご理解いただけましたら幸いです』

　同じ文章を、ツイッターやブログなどのＳＮＳにも書き加える。お客さんたちからはすぐに反応があり、「わかりました！」「残念だけど、了解です。無理は禁物ですね」など、温かいメッセージが送られてくる。

　次に、商品作りを手伝ってくれている友人たちにも連絡を取り、今後の方針や、仕事の依頼についてのことを話し合った。一人一人と調整をつけ、ウィンウィンの状態になれるよう持っていくことに成功した。

　そして最後に、すでに受注済みのお客さんにメールを送った。体調不良により納期が大幅に遅れる可能性が高いこと。注文を取り消す場合は速やかに返金に応じること。そして、心からの謝罪をしたためた。

　全員に送信が完了し、さくらはほっと息をついた。肩から力が抜けて、重圧から解放されたような心地がする。増え続ける注文に対して、自分はひどくプレッシャーを感じていたことを改めて自覚した。

「これでよし」

　ノートパソコンを閉じて、立ち上がる。ミシン台に移動して、清々しい気持ちで布を取った。

　仕事を、手芸を楽しもう。

　わたしはこれが大好きだから。

　

　

　その後に届いたお客さんからの反応は、とてもよいものだった。キャンセルを希望したのは全体の一パーセントで、ほとんどの人から「待ちます」という回答が返ってきた。

　それだけでなく、さくらの体調を心配する声や、無理しないでくださいねという優しい言葉の数々をさくらは受け取った。パソコンのまえで涙ぐみ、「ありがとうございます」とつぶやいた。

　

　

　真斗は目玉焼きハンバーグに舌鼓を打ち、綺麗に平らげてくれた。彼が喜んでくれて、さくらはとても嬉しかった。

　順番に風呂に入り、パジャマ姿で一緒に寝室に入る。ベッドに上がって布団を引き寄せながら、さくらは言った。

「仕事のことだけどね。受注数を減らすことにしたよ」

　真斗は、カーテンを閉める手を止めてさくらを見た。びっくりした顔をしている。

「そうなのか？」

「うん。注文済みのお客さんにも納期が遅れますってメールした」

　真斗はベッドに腰かけた。さくらの顔をじっと覗き込む。

「すっきりした顔をしてるな」

「そうなの。この先のことを考えて、もっと不安になるかと思ってたんだけど、そんなことはぜんぜんなかった。バズって以降、やっぱり無理してたんだと思う」

　さくらはほほ笑んだ。

「急いで数をこなしていくやり方は、わたしには合わなかったみたい。それに気づけたから、これからはマイペースにやっていくことにするよ」

「さくらがそう決めたのなら、俺もこれまでどおり応援するよ」

　真斗はやわらかく笑った。この笑顔がなによりも大好きだとさくらは思った。

「もう十二時回っちゃったね」

「そうだな。さくらの作ってくれた夜ごはんが美味しすぎて、時間をかけてたくさん食べたからね」

「また作るね。夜も遅いし、そろそろ寝ようか」

　さくらは照明のリモコンを取った。消灯しようとしたところ、真斗の手が伸びてリモコンを奪われる。

「真斗さん？」

「寝るなんて、嘘だろう？　さくらがせっかく元気になったのに」

　真斗の笑みに色めいたものが混じり始める。さくらはぎくりとした。

「で、でも、病み上がりに無理したらいけないって真斗さんが」

「人混みはだめだよ。でも、俺との愛の行為を避ける理由にはならない。それに――」

　さくらの腰をゆるく抱いて、太もものあたりをパジャマ越しに撫でてくる。さくらは不覚にも反応してしまった。

「っ――」

「さくらも溜まってるくせに、我慢しなくていいんだよ」

　耳元に唇を寄せられて、お腹に響くようなイイ声でささやかれた。それだけで下腹部が疼いて、さくらは焦り始める。

　真斗はパジャマの裾から手のひらを潜り込ませた。上半身のラインを辿るように撫でていく。

「あっ……」

「ヤりたいんだろう？　わかってるよ」

　唇を塞がれた。やわらかさを確かめるように喰まれていく。何度も角度を変えて、二人の吐息が混ざり合った。

「っん、ん……」

「は……、さくらの唇、最高に気持ちいい」

　陶然とした声で言って、真斗は舌を入れてきた。口中を余すところなく舐め取り、舌同士を絡めてヌルヌルとこすり合わせていく。

　そのたびにゾクゾクした快感が背すじを走った。チュク、グチュ、というみだらな水音が官能を煽る。

　今夜はされるだろうなと思ってはいた。けれど十日ぶりの情事ということで、さくらは緊張していた。結婚して以降、十日間セックスなしという事態は初めてのことだったからだ。

「いつもより肩に力が入ってるね」

　さくらの前ボタンを外しながら真斗は言った。

「ひさしぶりだから緊張してるの？」

「十日ぶりなんて、初めてだし……」

「可愛い」

　さらに興奮を増した目つきで、真斗はさくらの肩からパジャマを落とした。下着は身につけていなかったので、豊満な胸があらわになる。

　とっさに両腕で胸を隠した。真斗は小さく笑う。

「そうだな、じゃあ初夜のときみたいに優しく抱こうか？」

「それも恥ずかしいよ」

　さくらは頬を赤らめた。けれど、そうしてもらったほうが緊張がほぐれるかもしれないと思い直す。

　それに、初夜の真斗はとんでもなく優しかった。Ｓっ気や腹黒さのないクリーンな真斗が懐かしく、さくらは真斗の提案に乗ろうと思った。

　頬を赤らめたまま、さくらはキスの快感で潤んだ瞳を真斗にむけた。

「真斗さん、初夜のときみたいなえっちをお願いしたいんだけど」

「ああ、ごめん」

　真斗は欲情しきった目つきをしていた。

「やっぱり無理だ。初夜の頃には戻れない。特に今夜は、俺も溜まりに溜まってる」

「え？」

「この十日、ずっと我慢していたよ。さくらが欲しくてたまらなかった」

　真斗はさくらの手首を両手でつかみ、そのまま華奢な体をベッドに組み敷いた。上からのしかかり、ほっそりした両脚のあいだに自分の片膝を割り込ませる。

「ま、真斗さん――」

「さくらも俺が欲しかったんだろう？」

　剥き出しの両胸を視界に入れながら、真斗は言う。

「ほら、この乳首も、まだ触れていないのに勃起してる。キスして感じたのか、俺に可愛がられるのを期待したのか、どっちかな」

　真斗の言うとおり、たわわなふくらみは仰向けになってもしっとりと張りつめていて、ピンク色の先端は上を向いている。艶めかしい素肌の色合いは、真斗を誘っているように見えた。

「恥ずかしいから、あんまり、見ないで――」

　絶対に聞いてもらえないだろうお願いを、さくらはしてみる。予想どおり、真斗は聞いてくれなかった。

「無理なことを言わないでくれ」

　真斗は端整な顔を下ろし、おもむろに胸の先端を口に含んだ。唾液でたっぷりと濡れた舌に敏感な箇所をくるまれて、さくらは快感に襲われる。

「ひぁ……ッ！」

「視覚でも触覚でも舌触りでも、ありとあらゆる感覚を使ってさくらを愛でたいんだ」

　舌で倒してもすぐに上を向く乳首を、真斗は執拗に舐め回した。乳輪をヌルヌルと舐めて、もどかしい快感を与えた直後に、乳首をじゅうっと吸い上げて鋭く官能を刺激してくる。

「あ、あ、あぁ……ッ、ひぅ、ん、ん……っ！」

　十日ぶりに与えられるみだらな感覚に、さくらは身をよじって悶えた。片方の乳首を愛でられているだけなのに、いまにも達してしまいそうなくらい気持ちいい。真斗の言うとおり、自分はきっと、彼を求めていたのだろう。

　そんな自分が恥ずかしいと思うと同時に、夫を強く求めるのは当然のことだとも感じた。

　だってわたしの旦那様は、世界でいちばん素敵な人だから。

　だから、真斗さんに抱いてほしい。いっぱい気持ちよくしてほしい。そして、気持ちよくなってほしい。

「っ、真斗さん、わたしも」

「ん？」

「わたしも、真斗さんの舐めたい」

「――どうしたの？　そんなこと言うなんて」

　上体を起こして、真斗は二つの乳房を両手で包んだ。指のあいだからはみ出る柔肉を、いやらしく揉み上げる。興奮を隠しもせず、すでに硬く勃ち上がった男根を太ももに擦りつけてきた。

「そんなに可愛いことを言うなんて、俺の理性をぶち壊すつもり？」

「わたし、真斗さんに、気持ちよくなってほしくて」

　口淫をしたことは何度かある。快感で理性を溶かされて前後不覚になったところを、真斗に『こっちの口でも咥えて』とか『俺のことも気持ちよくして』などと言われて口に突っ込まれるのがいつものパターンだ。

　自分から進んでしたことはない。とんでもなく恥ずかしいからだ。けれど、今夜はそうしたかった。

「そんなことを言ったら、歯止めが効かなくなるぞ」

　肉欲をたたえた目で、真斗はさくらを見つめた。ちょっと怖い、とさくらは思わないでもなかったが、女に二言はないのである。

　柔肉を揉み立てられながら両の乳首を親指の腹で撫でまわされて、快感が体を駆けめぐる。太く硬い男茎の先端が、布越しに陰部にぐっと押しつけられた。

「もう濡れてる」

「っん……。気持ち、イイ……そこ、グリグリするの、あ……っ」

「すっかりエロくなって。自分から俺のを口に挿れたいだなんて」

　熱い吐息を絡めるように、真斗は濃密な口づけを施してきた。布ごしに先端で弄られる蜜部が、気持ちよくて仕方がない。自然と腰が動いた。割れ目に沿ってこすり上げられて、敏感な柔粒を押し回される。

「ぅん、んんん……ッ！」

「たまらない……きみの舌、大好きなんだ。やわらかく濡れて、甘い蜜を垂らして……」

　舌で舌をからめ取り、いやらしく擦りたてる。互いの唾液が間断なく水音を立てた。

　そうしながら、真斗は自分の上衣を脱ぎ去った。素肌の上半身が擦り合わさって、とても心地いい。

　濃密な口づけをほどき、真斗はさくらの上で身を起こす。なめらかな胸筋はたくましく盛り上がり、六つに割れた腹筋は美しい陰影を形作っていた。

　そしてその下には、猛々しく上向いた雄茎があった。まだズボンを脱いでいなかったので布地に覆われてはいたが、それでも真斗のものがいかに大きくて凶悪かということははっきりと見て取れる。

　布越しだというのに、こうして目の当たりにすると胸がドキドキして体が熱くなる。そういう自分に羞恥心を抱いたりもするが、みだらな感情が煽られるのを止められない。

　さくらは誘われるように身を起こし、シーツの上にぺたりとしゃがみ込んだ。

「脱がせて、さくら」

　真斗が言った。彼の体に見とれていたさくらは、びっくりして真斗を見る。

「ほら、早く。俺をこれ以上焦らすつもり？」

　両膝立ちになった真斗は、片手でさくらの顎をつかんで上向かせた。目が合って、彼の瞳のなかに自分の姿が映っているのが見える。欲情した真斗は、どうしてこんなに色気に満ちて綺麗なんだろう。

　さくらは恐る恐る真斗のズボンに手をかけた。ネイビーの布地をずり下ろし、黒色の下着をめくるようにして下ろす。すると、赤黒く脈打つ卑猥な形状が姿を現した。

　さくらは一瞬怯んだ。けれど、これがいつも自分を愛してくれて、悦ばせてくれるのだと思うと、ドキドキして愛しくもなった。

　さくらが片手の指を、そっと茎に絡めた。真斗の体が小さく震える。そのまま先端を口に含んで舌で舐めると、呻き声が聞こえてきた。

「っう……、く」

「真斗さん？」

　痛むのかと思って顔を上げると、真斗にうしろ頭をつかまれて、戻された。

「やめないで。続けてくれ」

　熱く息を乱して、色めいたかすれ声を真斗は出した。その声がさくらの下腹にまで響いて、また濡れてしまった。まるで、真斗の喘ぎ声に蜜襞を撫でられているような感覚だ。

　さくらは夢中で口淫に集中した。舐めて、吸って、手を使って扱くこともした。慣れない愛撫は拙くて、性欲おばけであるところの真斗を満足させることなんて到底できないと思われた。けれど真斗は、全身で感じてくれているようだった。

「は……、――上手だよ、さくら」

　真斗は陶然とした様子で快感を堪能しているように見える。さくらの後頭部をつかんでいた手が、胸に回ってふくらみを揉み始めた。乳首を指で弄られて、鋭い快感が走る。

「ぅん、ん……っ」

「舌、動かしていて」

　色気に満ちた声で言いながら、真斗はもう片方の手も伸ばした。汗ばんで張りつめる乳房を持ち上げるように揉んで、乳首を摘まむ。もう片方も同じようにされ、先端をクリクリと刺激された。指のあいだに挟んで扱かれたり、てっぺんのくぼみを掻かれたりして、快感を強制的に引き出される。

「んんん……ッ」

「噛んじゃだめだよ」

　笑みまじりに言って、真斗は腰を使い始めた。じゅぷじゅぷとさくらの口から肉棒を出し入れし始める。

　口のなかの粘膜まで、さくらは性感帯として開発されていた。そのため、いやらしい形状をしたもので口腔内を擦りたてられると、ビリビリとした快感に襲われてしまう。

　さっきまでさくらは、真斗を咥えて気持ちよくしてあげている立場だった。けれどいまはすっかり逆転してしまっている。凶悪な欲望を小さな口のなかにねじ込まれ、みだらに犯されながら気持ちよくさせられてしまっているのだ。

　グシュ、グチュ、といやらしい漲りが出し入れされる。わななく舌をこすり、口中の粘膜を刺激されていく。真斗の片手がさくらの顎から頬を包み、固定した。もう片方の手は、張りつめた乳房を愛撫し続けている。

　官能の甘苦しさで胸がいっぱいになり、指で強くこねられる乳首から快感が迸った。両脚の奥は、きっと恥ずかしいくらい濡れてしまっているだろう。それくらい気持ちよかった。

「は……、ああ、もう、出そうだ……っ」

　苦しげに呻いて、真斗は腰の動きを早くしていく。胸のふくらみををつかむように揉み上げて、さくらをひどく感じさせた。

「ぅん、ン……ッ」

　頬を包んでいた真斗の手が、さくらのうしろ頭をつかむ。

「さく、ら……っ、無理して飲まなくて、いいから……っ」

　律動がさらに早まり、口のなかの雄茎がふくれ上がって、そして震えた。ドクドクと吐き出された白濁液が、口のなかいっぱいに広がる。

「……ッく」

　息を詰めて情欲を出しきり、真斗は口中から肉棒を引き抜いた。さくらは必死で白濁液を飲み込もうとして、それでも唇の端からこぼしてしまう。その顎を荒々しくつかみ、真斗はさくらの唇を貪った。

「んんン……っ！」

　精液と互いの唾液が混ざり合い、こね合わされた。口端から垂れて顎を伝い、首すじまで流れていく。その感触にゾクゾクした。そして、自分を激しく求めてくるようなキスに、よりいっそう感じた。

「はぁ……ッ、さくら、さくら……！」

　たくましい両腕で抱きすくめられ、食べ尽くされるような口づけにさらされる。焦れるように、真斗はさくらの下衣を下着ごと引き摺り下ろした。あぐらをかいた自身の上に細腰を抱き寄せて、まっすぐに落とす。

「ぁあああっ！」

　ひと息に最奥まで貫かれて、さくらは目を見開いた。座位で交わったがゆえに、自重でいつもより奥深くまで抉られている。その上、真斗がさくらを抑えつけるように抱きしめながらグリグリと子宮膜を刺激してくるものだからたまらない。

「やぁ、ア、あああ……っ！　真斗さん、待っ……、あ、ぁぁぁん……ッ」

　小刻みに振動を送られて、さくらは達してしまいそうになる。ついさっき、さくらの口のなかで果てたばかりだというのに、真斗のものはどうしてこんなにも硬く漲っているのだろう。絶倫モンスターの本領発揮である。

「ああ、イイ……、さくら、すごくイイよ……！　きつく締めつけて、俺のを舐めるように蠢いて……、っ、さくら、俺はきみの体内なら何度でもイける……！」

「何度でもじゃなくていいからぁ……っ、ひぁ、あ、だめ、そこ、気持ちいい……っ！」

　恥骨の裏の粘膜を、節くれだった幹でゴリゴリとこすられる。それが気持ちよくてたまらない。切っ先は子宮の膜にめり込むような状態で、グチュグチュとこね回してくる。さくらは真斗に縋りついて喘ぎまくった。自分で腰を動かして、快感を追いかけた。

「は……ッ、さくら、エロすぎ……！」

　激しく突き上げられて、蜜孔が歓喜にうねる。硬い腹筋に陰核が擦れて、途方もなく気持ちよかった。

「あ、ああん、っん、イく、イッちゃう……！」

「俺、も、出る……っ！」

　最奥へのひと突きで、さくらは達した。視界がチカチカして、激しい快感に攫われる。遅れて、体内が熱く濡らされる心地がした。真斗も絶頂に行き着いたのだ。

「はぁ……ッ、は……っ」

　荒い呼吸をくり返しながら、真斗はさくらの唇を貪った。さくらはそのままシーツの上に押し倒される。

「さくら――さくら、もう一度、もっと、しよう。足りない、ぜんぜん足りない」

「ん……ッ、まな、とさ……」

　激しく口づけられながら、ふたたび肉棒を蜜孔に埋められていく。ついさっき二度めの絶頂を果たしたとは思えないほどの力強さだ。

　ズプズプとねじ込まれてくる凶悪な欲望に、さくらは喘いだ。達したばかりの蜜襞は敏感になっていて、だから恐ろしいほどに感じてしまう。

「ぁあ、あああ……っ、も、むり、むりぃ……っ」

　首を振りながら訴えるも、真斗相手では無駄である。豊かな乳房を揉みしだきながら、狂おしげに彼は言った。

「愛してる――さくら。俺のさくら。ああ、すべて食べてしまいたい。骨の髄までしゃぶらせてくれ……！」

　夫の重すぎる愛に慄きつつ、それでも、与えられる強烈な快感にさくらは抗えなくなっていた。

　真斗が上体を起こして、大きく腰を振り立てる。グジュ、グチュッ、と水音が響き渡る。さくらのなかは、愛液だけでなく真斗の精液にも満たされている。ぬるついた熱い内壁を、たくましい太幹にこすりたてられ、最奥を激しく突かれていく。

　もう無理だと思ったのに、さくらは快感に呑まれた。敏感な粘膜を縦横無尽に突かれまくって、喘ぎ声すらかすれてきている。気持ちいい、気持ちいい、ただそれだけに体中が犯された。

「ア、ぁああ、スゴい、真斗さん、イイ、気持ちいい……っ、あぁぁん……っ」

「俺、も……っ、たまらない……！」

　さくらの腰をつかんで、自分の膝に乗り上げさせる。さらに深く欲望を埋め込んで、ガツガツと蜜孔を穿った。

　果てが近かった。視界が明滅する。背がしなって、足先まで快感で痺れた。

　そうして、最大の性感帯である子宮膜を抉られた瞬間、さくらは達した。声にならない啼き声を上げながら官能を享受する。きゅうきゅうと蜜壁が真斗を締めつけて、彼が悦楽に呻いた。何度か抽挿したのち、三度めの吐精を果たす。

「あ……」

　ぐったりと横たわるさくらに、真斗の熱い体が覆いかぶさってきた。ねっとりと濃蜜に口づけられる。

　ゆるんだ肉棒は、まだ体内に埋められたままだ。

「ん、ん……っ」

「さくら……、好きだよ、さくら」

　口づけながら、真斗は熱っぽくささやいた。そうしているうちに、またしても真斗の欲望が鎌首をもたげてくる。しかも、さくらの体内で。

「真斗さん……」

　さくらはほとんどあきらめの境地でつぶやいた。

「どうしてそんなに元気なの……」

「きみを何度も愛するためだよ、さくら」

　うっとりとした目で見つめながら、真斗は堂々と言ってのける。しかも、彼の右手はスルスルと降りて、さくらの陰核を探り出した。

「あ……ッ」

「さっきはココを可愛がってあげられなかったから、次は弄りながらしてあげる」

　コリコリと揉まれて、さくらを鋭い快感が襲った。真斗は愛しげにさくらの頬に口づける。

「今夜は寝かせないよ。なにせ十日ぶりなんだ。さくらもまだまだ足りないだろう？　満足させてあげるから、安心しておいで」

「安心って、なんか、違う――、っン、あ、ぁん……っ」

　見事復活した昂りが、ヌチュヌチュと蜜孔を前後し始めた。同時にふくれあがった陰核がこねられて、激しい快感に呑まれていく。

　わたし、病み上がりなんですけど。

　そう言ってやりたい気もしたが、やめておいた。熱は五日まえに下がっていて、いまはすっかり健康体に違いないからだ。

「明日は休日だから、一日中愛し合おう」

　陶然とした表情で恐ろしいことを言う夫は、男の色香に満ちて、これでもかというほどカッコいい。

　今夜も夫に愛され尽くしながら、それでも真斗さんが世界でいちばん大好き、とさくらは思うのであった。

　

　

　そして、冬を待たずに夫婦のもとに朗報が舞い込んでくる。

「おめでとうございます」

　診察室にて、医師が笑顔で告げた。

「妊娠三ヶ月です。来年の夏に、ご家族がもう一人増えるでしょう」

　真斗とさくらは、さくらのお腹に手のひらを当て、互いを見つめて幸せいっぱいに笑い合った。
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　また、イラストを担当していただいたつきのおまめ先生にも感謝の意を述べさせていただきます。送られてきたイラストを拝見したとき、すごく幸せそうな夫婦の姿にとっても嬉しくなりました。本当に素敵なさくらと真斗をお描きいただきまして、誠にありがとうございました。

　そして今回も、担当者様にはたいへんお世話になりました。原稿の直しのとき、「さくらからこのように思われてしまうと、真斗が可哀想です」というお言葉を受け、担当者様の優しさに胸がジーンとしたのを覚えています。確かに可哀想……！　と反省した次第です。そのほかにも、的確なアドバイスをたくさんいただいてとても感謝しております。本当にありがとうございました。お手数をおかけいたしますが、今後ともご指導よろしくお願いいたします。

　刊行に携わっていただいた方々にも、深く御礼申し上げます。ご助力賜りまして、誠にありがとうございました。

　そして読者様にも深く感謝しております。わたしが書き続けていられるのも、皆様のおかげです。デビューして五年目になりますが、ここまで続けられるとは当初は思っておりませんでした。感謝の気持ちしかありません。

　またお会いできることを願って。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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